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会
期
末
の
8
月
8
日
に

自
公
民
ら
で
可
決
成
立

『

-、

~'.lllll冊減斜7 . 2001'1 (送料M
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「風俗営業等に関する小委員会J

ス
ロ

ッ
ト
マ
ン
ン
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
山
舗
や

区
川
さ
れ
た
地
設
に
投
位
し

て
符
に
遊
技
を
さ
せ
る
品
川
業

(政
府
は
こ
れ
を

「ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ん
で

い
る
)

を
新
た
に
風
俗
営
業
に
す
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
「
風
俗

常
業
等
取
締
法
の

一
部
を
改

一止
す
る
法
律
案
」(
題
名
を
合

め
大
が
か
り
な
改
正
楽
な
の

で
「
新
風
合
法
楽
」
と
略
す
)

は
、
国
会
会
期
末
の
八
月
八

日
参
議
院
本
会
議
で
吋
決
成

立
し
た
。
本
会
議
で
は
口
氏
、

公
明
、
民
社
、
新
政
ク
ラ
ブ

と
、
参
泌
院
の
会
の
品
部
が

代
成
、
社
会
、
比
ハ
品
川
な
ど
が

反
対
し
た
。
新
風
営
法
案
が

成
立
し
法
律
に
な
っ
た
わ
け

で
、
新
風
営
法
は
同
卜
回
目

公
布
さ
れ
、
同
法
「
付
川
」

に
よ
リ
』ハ
ヵ
川
以
内
に
他
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

他
行
に
必
要
な
娘
則
、
政
令

な
ど
の
下
位
法
令
の
制
定
に
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時
間
を
要
す
る
と
見
ら
れ
て

お
リ
、
制
打
・
務
庁
で
は
米
年
二

川
に
肱
他
行
す
べ
く
州
市
川
を
急

ρ

、LL
Iレ
干
、
ぃ

λ
w
。

野
察
庁
は
一
月
三
卜
日、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
脱
制
を

含
む
風
営
法
大
師
改
正
の
方

針
を
発
表
。
以
後
二
月
段
階

ま
で
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

脱
制
に
つ
い
て
川
山
制
ま
た

は
必
可
営
業
械

い、

午
後
ト

時
以
降
の
十
八
必
未
満
の
行

の
立
入
リ
祭
止
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
い
た
が
、
三
月
五
日

に
法
改
正
点
楽
を
発
点
し
、

川
町
博
と
少
年
非
い
れ
の
以
床
化

防
止
の
観
点
か
ら
新
た
に
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
胤
俗
営
業

に
す
る
と
の
々
、
え
を
打
ち
出

し
た
。

こ
う
し
て
法
案
作
り

が
進
め
ら
れ
、
新
川帆
営
法
案

が
れ
取
終
版
へ
と
形
成
さ
れ
る

中
で
阿
川
ト
八
け
に
山
口
民
党

地
万
行
政
部
会
の
了
，

mを
交

け
、
同

s

一卜
州
日
に
附
泌
で

政
府
系
に
す
る
こ
と
が
決
定

岡、

さ
れ
、

川
日
川
会
(恥沢市
減
院
)

に
上
位
さ
れ
た
。
同
法
案
で

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は

「
第
八

号
営
業
」
で
規
定
さ
れ
、
「ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
テ
レ
ビ
ゲ

i
ム
機
そ
の
他
の
溢
校
ぷ
備

で
本
米
の
川
注
以
外
の
川
途

と
し
て
射
が
心
を
そ
そ
る
お

そ
れ
の
あ
る
遊
技
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

(
国
家

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

も
の
に
限
る
)
」
を
設
置
す

る
応
舗
な
ど
と
な

っ
て
お
り
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
と
州
叫
ん
k
A
M

機
を
泌
制
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
約
八
号
営
業
」
に
つ

い
て
国
会

で
大
い
に

品
議
さ
れ

る
こ
と
に

な
っ
た
。

衆
院
で
は

地
行
委
で

六
月
二
十

一
日
か
ら

実
賢
官
併
設

が
ス
タ

l

L
s
、

ト

』
川
川

五
日
問
委

口
同

H
A
五
で
一

川
修
正
、
付
俗
決
設
つ
き
で

吋
決
。

M
hハ日
の
本
会
設
で

可
決
後
参
院
へ
送
ら
れ
、
参

院
で
は
七
月
ト
一
日
の
本
会

設
で
の
審
議
後
地
行
委
へ
付

託
さ
れ
、
地
行
委
で
は
川

|

じ
U
か
ら
実
質
審
必
が
ス
タ

ー
ト
、
会
則
ド
本
山
山
川
の
八
川

七
け
に
特
別
決
議
、
小
委

μ

会
設
相
机
つ
き
で
可
決
、
判
官
八

日
の
本
会
議
で
可
決
成
立
し

た
。
こ
の
同
会
審
議
で
は
「第

八
サ
営
業
」
に
つ

い
て
抗
疑

が
集
中
し
、
衆
院
で
は
ら
肝

党
と
も
問
題
に
し
次
第
に
同

法
案
の
持
つ
屯
大
性
が
は
豆
、

参
院
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
が

さ
ら
に
追
及
さ
れ
た
。

新
風
常
法
に
よ
リ

「
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
」
ば
新
た
に
胤

俗
材
業
と
し
て
み
可
制
に
な

る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

ゲ
|
ム
機
、
場
所
が
対
象
と

-、

な
る
か
な
ど
疑
問
点
は
多
い
。

そ
の
た
め
例
会
で
の
抗
疑
も

な
さ
れ
た
が
、
下
位
法
令
な

ど
に
委
ね
て
い
る
箇
所
が
多

い
た
め
そ
れ
ら
の
決
定
を
u凡

な
い
と
明
ら
か
な
チ
測
を
立

て
ら
れ
な
い
の
が
実
仙
で
あ

る
。
参
院

・
地
行
委
は

「
胤

俗
骨
業
等
に
関
す
る
小
委

μ

会
」
を
設
置
し
て
お
り、

問

委
員
会
で
は
今
後
決
定
さ
れ

る
下
位
法
令
に
つ
い
て
も
検

川
を
加
え
る
と
さ
れ
て
お
リ
、

下
位
法
令
の
決
定
を
め
ぐ
っ

て
今
後
さ
ら
に
波
乱
を
呼
ぶ

と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

業
界
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
に

つ
き
引
続
き
活
動
す
る
同
小

委
以
会
の
動
さ
を
且
視
し、

比
守
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る

し
か
、
今
後
の
予
測
が
立
た

な
い
と
与
え
ら
れ
て
い
る
。

写真は 8月8日午前10時 B分ごろの参織院本会織のようす。上の写真(;t、木村隆男参議院織長(上)と、 新風営法

案の審査報告をする地方行政委員会の大河原祭員長。このあと採決された
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実今
後
活
動
す
る

活ニミ傾興l便物llZ可

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

{
ゲ
ー

ム
場
)
を
新
た
に

「
風
俗
骨

た
」
に
す
る
こ
と
を
叫
刈
り
込

ん
だ
新
風
営
法
案
は
結
局
、

今
同
会
会
期
末
(
八
月
八
日
)

ま
で
も
つ
れ
込
み
、
七
日
に

参
議
院

・
地
方
行
政
委
員
会

(
大
河
原
太
一
郎
委
員
長
)

で
特
別
決
議
、
小
委
員
設
置

つ
き
で
可
決
、
笠
八
日
の
午

前
十
時
す
ぎ
の
参
院

・
本
会

議
で
可
決
成
立
し
た
が
、

↑

時
は
他
の
正
申
，
要
法
案
と
の
か

ら
み
で
継
続
洛
誕
に
な
る
け
凡

打
も
出
て
い
た
。
会
期
内
に

成
立
す
る
か
、
次
の
凶
会
へ

継
続
得
ぷ
と
す
る
決
泌
を
し

な
け
れ
ば
法
案
は
す
べ
て
・
回

復
に
な
る
ど
け
に
、
会
期
末

山
仰
の
数
日
間
、
同
会
は
あ

わ
た
だ
し
さ
を

mし
た

八
バ
八
日
関
係
し
た

m.h

一
特
別
日
開
会
で
、
政
府
が
提

案
し
た
法
案
八
卜
四
件
の
う

ち
じ
卜
件
が
成
立
、
十
件
が

「風
俗
営
業
等
に
関
す
る
小
委
員
会
」

川
mH飢官肘噌州
、
間
件
が
院
本
と

な
り
、
そ
の
他
，r昨
附
係
八

件
、
条
約
卜
二
件
が
点
川
川
附
さ

れ
た
。
成
」止
し
た
法
案
中

正
取
要
法
案
と
さ
れ
た
他
保
法

改
花
、
臨
教
務
設
位
法
、
川
町

上
旬
公
判
改
不
法
な
ど
は

い
ず

れ
も
会
期
末
雨
前

に
成
立
。

紋
絞
審
議
と
な
っ
た
法
楽
中

の
電
電
改
革
法
案
は
、
継
続

と
す
る
か
成
立
か
で
会
則
末

ま
で
も
つ
れ
込
ん
だ
。
こ
う

し
た
あ
わ
た
だ
し

い
国
会
の

動
さ
の
中
で
、
新
風
A
W
法
は

成
立
し
た
わ
け
だ
。

新
川
帆
九
百
法
楽
に
は
ま
だ
ま

だ
附
泌
が
あ
り
似
統
富
市雌
と

す
べ
き
だ
と
す
る
社
会
党
な

ど
に
対
し
、

。一知
則
決
酬
明
H

で
臨
む

mn祭
斤
は
似
続
得
泌

に
強
い
仙
川
色
を

-a小
し
た
と
パ

わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中

で
八
川
七
日
午

後
、
参

院

・

地
行
袋
が
附
か
れ
締
め
く
く

り
の
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。

新
し
い
工
夫
必
要

町
民
終
了
後
、
化
ハ
品
開
党
か
ら

修
正
案
が
他
出
さ
れ
、
衆
院

で
の
修
正
を
含
む
原
案
と
九
日

わ
せ
て
均
読
と
な
リ
、
依
泳

三
日
氏
(
社
会
)
が
阪
奈
に

反
対
の
、
三
治
正
明
日
M
氏
(
民

社
)
が
原
案
に
抗
日
成
の
、
神

谷
信
之
助
氏
(
共
姥
)
が
修

正
の
、
そ
れ
ぞ
れ
怠
見
を
述

べ
、
採
決
に
移
っ
た
。

こ
こ

で
の
立
見
は
次
の
と
お
り
。

佐
山
時
氏

H
①
下
位
法
令
へ

の
委
任
が
多
く
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
不
明
様
で
あ
る
。
②

法
楽
作
成
過
位
で
党
k
u
が
交

さ
れ
て
い
る
の
に
絡
医
さ
れ

て
お
り
不
見
地
州
民
間
ま
り
な
い
、

③
符
従
庁
に
よ
る
同
会
創
刊
純

だ
、
④
訓
俗
、
解
明
を
進
め

内
川徳
山
す
べ
き
だ
。
・ニ
治
氏

H
①
不
卜
分
な
山
…
は
あ
る
が

全
体
と
し
て
は
泌
切
、
②
作

自
決
俄
力
の
乱
川
は
f

内
定
す
る
、

③
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
少

年
の

h

込
入
り
を
午
前

l
時
ま

を
、
き
め
細
か
く
進
め
て
い

く
こ
と
が
ボ
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
業
界
の
今
後
に
と
っ
て
、

業
界
の
総
意
を
い
か
に
統
一

し
て
い
く
か
が
当
面
の
課
題

で
あ
り
、
地
域
毎
に
、
行
政

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工
業
協
会

会
長
中
村
雅
哉

ま
ず
最
初
に
、
当
協
会
の
と
も
あ
れ
、
規
制
営
業
と
し

風
営
法
改
正
反
対
運
動
に
、

て
の
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
運

ご
理
解
と
ご
協
力
を
寄
せ
て
や
白
に
は
、
新
し
い

工
夫
を
こ

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
心
ら
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け

か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い

ま
す

力
及
ぱ
ず
、
改
正
法
の
成
が
、
参
ぷ
院
地
万
行
政
委

u

h

仏
と
い
う
が
態
を
迎
え
た
わ
会
内
に
ぷ
出
さ
れ
た
、
法
川
崎

け
で
あ
り
ま
す
が
、
現

ιで
制
の
あ
リ
レ
々
と
法
の
辺
川
に

も
、
こ
の
法
作
が
い
ろ
い
ろ
附
す
る
訓
伐
検
川
の
た
め
の

の
間
組
内
…
と
，
寸
前
を
は
ら
ん
小
長
日
会
の
活
動
に
山

H
し、

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
政
山
T
H
A
W
が
組
立
て
ら
れ
る
沿

疑
念
を
抗
う
こ
と
は
で
き
て
れ
に
、
業
界
の
な
向
が
正
し

い
な
い
と
与
え
て
お
り
ま
す
。
〈
反
映
さ
れ
る
た
め
の
対
応

{ ... 

ム

君。

で
と
す
る
の
は
峨
切
。
伸
作

氏

H
nw
hd一
入
リ
対
決
の
拡
大

は
怜
伐
依
阪
の
拡
大
に
な
る
、

②
浄
化
協
会
の
実
態
が
小
川

た、

③

セ
ッ
ク
ス
必
詑
へ
の

成
制
が
け
く
、
阿
波
し
に
な

る
む
そ
れ
が
あ
る
』

日
体
決
で
は
牝
ハ
政
党
悦
山
の

修
正
案
を
代
成
少
数
で
何
決

し
た
上
で
、
原
案
を
品
川
成
多

数

(
内
公
民
)
で
吋
決
。
い帆

ち
に
点
鍋
M
H
二

氏

(
山
氏
)

か
ら
特
別
決
議
の
従
来
が
行

な
わ
れ
、
こ
れ
を
全
会

一
欽

で
ぶ
必
し
た
。
委
い
以
長
は
こ

の
特

別
決
機
に
作
な
い

「
胤

俗
件
業
?
に
附
す
る
小
袋

μ

会
L

の
川
内
市
ω
を
従
来
、
ふ
刃
附

さ
れ
A
K
H
H
人
選
に
つ
い
て
は

袋
以
以

一
任
と
な
リ
、
次
の

・ハ
取
れ
か
ら
な
る
「
小
安
打
川
会
」

が
雌
生
し
た
。

A
U
H
h
K
H
山行
-K
二
郎
氏
(
山川

以
)
、
委
円
以

H
以
、
鍋
M
M
二
氏

(
同
)
、
心
内
総
氏
(社
会
)
、

三
仙
川
町
一
倍
氏
(
民
社
)
、
原

凹
立
氏
(
公
明
)
、
神
谷
伝

之
助
氏
(
共
陀
)
。

初
年
ぶ
り
の
全
面
的
な
法
改
正

下
位
法
令
委
任
多
く
審
議
難
航

こ
の
小
委
員
会
は
、
特
別

決
議
の
前
文
に
お
い
て
「
従

喝
破
の
紙
過
に
か
ん
が
み
同
比

の
法
本
的
人
権
と
符
祭
戎
此仰

と
の
凶
係
及
び
法
形
式
等
に

つ
い
て
触
統
的
に

mk刊
、
検

J
を
行
う
も
の
と
す
る
。
政

府
に
お
い
て
も
法
の
辺
川
に

吋
た

っ
て
似
呪
を
則
す
る
と

と
も
に
、
所
要
の
同
検
↓
川
を

加
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ

る
の
を
受
け
た
も
の
で
、
一
紛

出帆九
V
H
法
の
随
行
へ
向
け
山内
従

規
制
減
少
に
努
力

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

改
正
胤
公
法
が
成
伝
し
、

.4N
応
な
し
に
業
界
史
に
転
則

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
法
制
机
制
は
伐
念
で
は
あ

る
が
止
む
を
得
な
い
と
思
う

一
刷
、
こ
の
産
業
が
風
俗
常

業
な
の
か
と
い
う
疑
念
は
消

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
と
な

4、.. 

N
A

O
、
J
A
M
M

A
の
公
開
質
問
に
対
し
回
答

第二-純~ljil!物u可

州問
h
h
な
T

V
ゲ

l
ム
機
と

問
問
川
T

V
ゲ
|
ム
機
と
は

区
別
で
さ
な
い
と
す
る
作
祭

庁
は
、
区
別
で
き
る
は
ず
だ

と
す
る
参
院

・
地
行
愛

U
に

A
M
M
A
)
は
N
A
O
に
よ

反
泌
す
べ
く
、
仁
川
ニ
卜
L

ハ

る

J
明
大
な
背
信
行
為
"
と

目
、
参
院
議
員
会
館
の
地
ド
受
け
と
り
、
じ
川
二
|
仁

U

一
階
会
議
室
に
枇
付
録
な
賭
博

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
胤
営

用
T

V
ゲ

l
ム
織
を
用
窓
し
、
化
を
め
ぐ
る
民
協
会
の
態
度

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

・

に
つ
い
て
」
と
越
す
る
公
開

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N
A

質
問
舎
を
N
A

O
内
刷
会
長

O
)
の
真
鍋
副
会
長
と
小
品
に
提
出
し
た
(
本
紙
八
月
・
一

間仕
事
が
そ
の
説
明
に
当
た
る
日
付
号
外
と

m，W
陥
)。

と
い
う
、
常
時
叫
で
は
考
え
ら

J
A
M
M
A
の
公
開
質
問

れ
な
い
状
況
を
作
リ
ど
し
た
，

A
に
対
し
、
N
A
O
で
は
じ

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
風
常
化

HE-
-ト
日
か
ら
八
月
八

H
ま

に
反
対
だ
っ
た
は
ず
の

N

A

で
第
二
次
胤
営
対
策
会
川
会

O
の

M
w
m役
M
が
こ
れ
ら
の
な
ど
の
会
合
を
位
ね
、
ま
ず

サン電子がN AOに対して

NAOはごく簡単に回答

童
日

止
日

じ

H
5
.
卜
六
村
、
参
院
中
峡

μ会
館
で
行
な
わ
れ
た

H
A

刷
会
ω

に
.
サ
ン

U
f附
(本

社
愛
知
川
刷
、
的
関
ハ
長
悦

K
}

の

「
ザ

・
ギ
ネ
ス

も
が
仙
は
則

さ
れ
た
こ
と
に
附
し
、
同
社

で
は
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ
ン

ト
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(N

A

O
)
が
関
与
し
て
い
る
と

考
え
、
弁
誕
上
を
代

mh人
に

行
動
を
と

っ
た
・
』
と
に
つ
い

て、

川帆
常
化
絶
川
川
以
付
の

h

札

場
を
と
る

H
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ
ン
卜
?
ン
ン
仁
業
協
会
(
J

立
て
、
じ
川
:
一卜

.
H
付
で

サ
ン

U
f代
川
人
か
ら
N
A

0
・
め
て
の

「
似
作
川
」
を
椛

山
し
た
。

こ
れ
に
対
し

N
八

O
は
、
八
月
三
川
付
で
サ
ン

屯
子
あ
て
に

v
問
符
川
」
を

提
山
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
者

は
次

の
と

お
り
で
あ
る
。

@

ヒ

月

三

|

一
日
付
サ

ン
電
子
代
別
一人
か
ら

N
A
O

あ
て
俗
ι
n
A回

{雀

圭』
Eヨ

書

サ
ン
屯
子
株
式
会
制

(変

知
以
江
市
山

内
知
町
川
制

H

ニ
・k
O
)
の
依
似
に
よ
り
泊

知
い
た
し
ま
す
。

附
加
刊
・
九
九
年
じ
川
ニ

λ
川

に
参
必
院
地
万
行
政
A
K
以
会

に
い
ね
い
て
、

川帆
俗
川
口内
政
法
改

正
に
つ
い
て
の
併
成
が
お
よ

な
わ
れ
ま
し
た
。

川
術
品
に
い
ね
い
て

「
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
を
胤
俗
介
業
法

の
取
締
の
刈
匁
と
す
る
立
けん

は
、
健
全
る
る
ビ
テ
オ
ゲ

ー

ム
機
械
を
川
間
的
な
ど
に
仙
川

じ
け
一-
・
ト
・

N
付
で
グ
中
間

川
whH
K
Y

を
J
A
M
M
A
に

品
川
、
小
六
二
八
川

l
u
付
で

i

l

'
I
4

!
 

。
.
止
パ
凶
符
代
日
々
を
従
出
し

た
。N

A
O
に
よ
る
同
符
冷
に

よ
り
、
N
A
O
は
、健
全
な

T

V
ゲ
1

ム
機
を
風
営
対
象
か

ら
外
す
の
は

「
好
ま
し
く
な

い
」
と
の
見
解
を
初
め
て
公

表
し
た
こ
と
に
な
り
、
大
い

に
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
ご
』

の
考
え
に
法
づ
い
て
」
兵
鍋
、

小
山
向
氏
が
説
明
し
た
こ
と

を

N
八

O
が
正
式
に
認
め
た

こ
と
に
な
り
、
今
後
さ
ら
に

N
A

O
の
組
織
、

十刀
針
の
あ

り
か
た
を
め
ぐ

っ
て
大
い
に

会
長

内
田

つ
て
は
脱
制
を
以
少
限
度
に

・
止
め
、
子
紋
や
九
日
川
業
耐
に
お

け
る
マ
イ
ナ
ス
が
少
し
で
ら

減
少
す
る
よ
う
に
、
政
令
条

例
レ
ベ
ル
で
の
しVEMと
の
折

衝
に
組
紘
力
を
発
押
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

治
動
方
針
の
追
い
か
ら
業

設
局
さ
れ
る
と
4
1

川
附
さ
れ
て

い，。
。

公
開
一吹
問
札
川
(前
日
刊
ゲ
外

と
れ
引
ぬ
す
る
が
、
後
の
凶
符

代
け
と
の
附
係
で
い
内
側
山
帆
}
、

そ
れ
に
付
す
る
川
終
乃
は
次

の
と
お
り
。

。

じ
川
二
卜
じ
け
付
J

A
M
M
A
か
ら
N
A
O
あ
て

公
開
質
問
品
川

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
風

営
化
を
め
ぐ
る
賓
協
会

の
態
度
に
つ
い

て

(
公
開
質
問
)

前

略

弊

協

会

は

、
今
固
め

風
営
法

改
正
が
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
を
新
た
に
風
俗
営
業
と

す
る
こ
と
に
閲
し
て
は
筋
違

い
も
甚
だ
し

い
と
考
え
、
ゲ

ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
風
営
化
に

は
絶
対
反
対
の
立
場
で
臨
ん

で
お
り
ま
す
。

山
米
る
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
隙
械
対
し
、
泊
知
会
祉
の
ー
ザ

・

と
川
‘
似
し
て
考
え
る
も
の
ギ
ネ
ス
』
が
い
と
も

m
mに

で
あ
り
、
こ
の
立
川
凡
に
は
他

Mm博
機
械
に
改
造
が
で
き
る

令
な
る
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
の
淀
も
の
で
あ
リ
札
つ

「
ザ

・
ギ

回
収
に
努
力
し
て
い
る
メ

i
カ

ネ

ス

」
が
改
造
品
川
健
な
代
炎

|
及
び
関
係
訴
は
谷
認
す
る
的
機
械
で
あ
る
か
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
印
象
を
強
く
う
え
ま
し
た
。

る
。
」

と
昔
、
フ
反
対
立
見
と
こ
の
結
果
、
通
知
会
社
は

「
他
令
な
ゲ

|
ム
綴
械
で
む
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
符
し
く
向

そ
う
で
な
い
機
械
に
簡
単
に
つ
け
ら
れ
る
結
呆
と
な
リ
ま

改
造
が
出
来
る
の
で
分
縦
し
し
た
。

て
F
J
え
る
市
け
は
む
つ
か
し
い
」
通
知
会
社
の
調
併
に
よ
り

と
の
伐
成
立
見
が
対
立
し
て
ま
す
と
、
前
記
デ
モ
ン
ス
ト

事
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
シ
ョ
ン
は
れ
協
会
が
関

同
日
、
参
議
院
会
館
地
下
与
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

一
階
に
お
い
て
、
立
法
推
進
リ
ま
す
。
む
し
布
が
事
実
で

一
似
の
立
を
受
け
て
、
健
全
な
あ
る
な
ら
ば
此
協
会
は
辿
知

る
ゲ
ー
ム
マ
シ

l
ン
が
所
要
会
祉
の
内
示

っ
た
似
芹
に
つ

い

時
間

h
分
間
ぐ
ら
い
で
必
で
て
ん
土
劇
的
に
山
川町
が
あ
り
ま

し
作
い
切
に

M
m
w機
械

(例

え

す

。
泊
A

初
で
あ
れ
ば
‘
こ
の

ぱ
ポ
ー
カ
ー
ゲ

l
ム
)
に
変
憾
な
盛
安
な
問
叫
に
つ
い
て

出
す
る
ニ
と
を
f

品
川
す
る
デ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン

モ
ン
ス
ト
レ
|
シ

ヨ
ン
か
行
に
中
I
U
凡
の
ゲ

l
ム
マ
シ

l
ン

わ
れ
ま
し
た
。

を
仙
川
す
る
坊
へ
け
は
が
的
に

arH
デ
モ

ン
ス
ト
レ

l
シ
ョ

泌
知
会
刊
の
次
点
を
仰
る
必

ン
に
は
辿
知
会
社
が
昭
相

-h

・吹
が
あ
リ
ま
す
。
む
し
、
ぷ

九
年
阿
川
に
版
完
を
間
的
し
い
凶
を
削
げ
り
れ
な
い
れ
川
市
ら
ぱ
小
川

た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

「
ザ

・
キ
協
会
の
協
会
日
以
の
ゲ

l
ム
マ

ネ
ス

‘
が
舵
川
さ
れ
ま
し
た
。
シ
|
ン
を
似
川
し
て
、
デ
モ

同
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ン
ス
ト
レ
|
シ
ョ
ン
を
行
う

で
は
、
同
席
し
た
関
係
お
に
の
が
常
識
で
は
な
い
か
と
思

山町
は
下
位
法
令
作
成
な
ど
を

進
め
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
も
同
小
会
以
会
が
取
悦
を

合
め
た
注
文
を
行
な
う
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
特
に

「
第

八
り
公
業
」
凶
係
で
は
、
物

別
決
治
の
中
で

「
ゲ
|
ム
機

の
肌
制
の
化
リ
万
に
つ
い
て

は
引
続
き
検
・
バ
す
る
‘
』
と
」

が
仰
げ
ら
れ
て
お
り
、
ゲ
ー

ム
機
の
灰
別
な
ど
を
め
ぐ

っ

て
、
地
行
ま
で
ま
だ
波
乱
が

続
く
と
H
ん
ら
れ
て
い
る
。

~ ~ 

と
こ
ろ
で
、
食
協
会
は
風

管
内法

改
正
が
提
起
さ
れ
た
際

に
ボ
さ
れ
て
い
た
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
の
胤
常
化
絶
対
反
対

の
立
場
を
、
三
月
初
旬

「
諸

般
の
的
勢
か
ら
」
と
の
説
明

の
下
に
こ
れ
を
変
.此
し
、
法

楽
に
対

し
て
協
会
と
し
て
は

反
対
を
し
な

い
こ
と
を
決
議

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
来
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

は
風
俗
営
業
で
あ
る

べ
き
で

は
な
い

と
し
て、

弊
協
会
の

法
案
反
対
運
動
に
側
商
か
ら

協
力
を
約
束

(
三
月
三
十
日
、

風
営
法
改
正
問
題
を
め
ぐ
る

三
協
会
代
表
理
事
懇
談
会
)

さ
れ
、
か
っ
、
そ
の
後
の
賞

協
会
理
事
会
等
に
お
い
て
も

食
殿
は
こ
の
基
本
姿
勢
に
変

史
の
な
い

こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
言
辞
を
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
る
に
昨
今
(
特
に
七

月
二
十
六
日
)
、
武
協
会
の
風

九
百
法
改
正
問
泌
に
闘
す
る
仙
沼

い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
本
代
川

州
代
将
後
一て
け
以
内

に
わ
川
記

明
以
に
つ
い
て
、
代
町
人
向

御
川
符
-卜
さ
い
ま
す
よ
う
似

行
い
た
し
ま
す
。

中川
協
会
は
、
昭
如
刊
-K

九
年
仁
丹
-

J

L

ハ
日
参
議
院
ぷ

μ会
館
地
下
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
与
し
た
か

石川
か
。

こ

も

し

関

与

し

て

い

る

と
し
た
ら
此
協
会
は
通
知
会

社
の
袋
っ
た
為
般
答
を
回
復

す
る
た
め
に
業
界
ぷ
に
謝
罪

丈
を
記
似
す
る
な
ど
の
↑
刀
法

を
と
る
か
併
か
。

一ペ
テ
モ
ン
ス
ト
レ

l
シ

ヨ
ン
に
お
い
て
，九
分
ぐ
ら
い

で
改
治
さ
れ
た
と
の
が
で
す

が
、
下
山
川
に
配
線
の
桃
山
川
写

し
て
い
た
か
.4い

か

及

び

ど

の
よ
う
な
れ
γ
似
て
改
泣
を
し

-
〉
‘

。

λ
H
V
カ

.力
a

、
ゎ
引
が
川
引
に

つ
い
て

川
主
f
M
J

な
パ
れ
却
下
ニ
土
、
凶

1
i
i
!
"ト

i
l

知
会
社
は
火
山
刷
会
に
付
し
‘

辿
川
会
什
の
む
れ
作
を

K
し
〈

岐
川
し
た
・

}
と
に
よ
る
初
心
川

山川
口
H
H
廿れ
な
γη
去
山
円
子
立
こ

M
i
g
-
;
i
d
-
-
{
l
l
 

山
る
叫
ぶ
が
あ
る
旨
予
め
巾

(
刊
め
ん
下
段
に
続
〈
)

な
お
参
院

・
地
行
会
の
特

別
決
議

{
全
文
は
本
号

7
出

に
仰
向
山
帆
)
は
、
衆
院

・
地
行

会
の
付
俗
決
ぷ

(全
文
は
本

紙
明
山
知
け
で
州
向
山
帆
)
の
内
科

を
さ
ら
に
厳
し
く
し
た
む
の

で
、
山川
文
を
加
え
て
い
る
点

で
通
常
の
付
術
決
議
と
民
な

る

ま

た

風

骨

法

改

正

で

小

委
H
N
会
が
ぷ
抗
さ
れ
た
の
は

今
闘
が
二
皮
目
に
な
る
。

つ

ま
り
附
初
三
十
九
年
の
改
正

時
(
参
院
が
先
議
)
参
院
と

衆
院
で
付
信
決
議
が
行
な
わ

れ
、
衆
院

・
地
行
委
で
付
命

日
決
議
の
題
じ
聞
に
沿
っ
て
「
風

俗
営
業
等
に
関
す
る
調
作
小

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
川

小
委
い
以
会
は
そ
の
後
二
年
間

に
わ
た
り
同
政
調
酬
を
僚
に
法

づ
く
謝
先
を
行
な
い

、
附
十

φ

年
に
そ
の
謝

ku結
米
を
鰍

倍
し
て
い
る
。

=
.卜
九
年
設

た
日
年
版

出
の
小
会

H
会
は
訓
K

刊
に
‘
モ

川
附
を
山
く
も
の
だ

っ
た
が
、

今
川
の
小
会
いは
会
は

J
法
形

式
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
訓

術
、
被
川
H

と
な

っ
て
わ
ね
り
、

ド
似
法
令
へ
の
安
川
町
市
ド
.
引
を

合
む
実
抗
的
な
似
川
町
市
議
を

川
小
安
川
会
で
行
な
う
の
が

主
似
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の

ぷ
味
で
、
新
川
叫
営
法
案
は
川
柳

Hmw川
市品
に
は
な
ら
ず
成
立
し

た
が
、
実

質
的
に
は
小
委
民

会
で
の
縦
続
審
議
扱
い
に
な

っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

今
同
の
風
営
法
改
正
は
、

現
行
法
の
八
条

(
技
番
含
め

る
と
」
1

六
条
)
か
ら
五
十
一

条
に
榊
え、

法

律
b
h
も
す
っ

か
り
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
昭

如
刊
二
十
三
年
の
法
制
定
以
米

の
全
山
的
改
一
止
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
似
抗
議
泌

が
望
ま
れ
た
が
、
現
行
法
に

「警
察
白
書
」

7
月

μ
日
に
閣
議
報
告

野
町
内
小
庁
は
七
月
二
卜
阿
口
、

昨
年

一
年
間
の
野
祭
治
動
を

ま
と
め
た
五
ト
九
年
版

「
作

察
自
主
」
を
問
議
に
報
告
し

た
。
今
回
の
自
主
い
は
「
安
全

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
目

指
し
て
』
を
中
心
テ
!
?
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
く

に
今
回
は
少
年
の
非
行
問
題

の
中
で
初
め
て

「
た
ま
り
場

の
状
況
」
を
と
リ
あ
げ
、
ゲ

ー
ム
州
場
が
主
な
た
ま
り
場
の

ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
る
ニ
と

が
桁
嫡
さ
れ
て
い
る
。

た
ま
り
均
に
つ
い
て
川
山

々
で
は

「
少
年
か
た
む
ろ
し
、

明
岨
町
、
欽
一
柄
、
不
純
川
内
性
交

通
情
寸
の
不
良
行
為
を
繰
り
返

し
行
な

っ
て
い
る
場
所
を
い

う
」
と
定
段
し
、
昨
年
ヒ
月

に

「
全
同
で
杷
附
さ
れ
た
少

年
の
た
ま
り
場
」
の
統
計
が

初
め
て
公
に
発
炎
さ
れ
て
い

度
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
の
矛

盾
点
、

疑
問
点
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
誠

に
勝
手
な
申
し
出
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
火
急
の
周
作
と

し
て
下
記
の
と
お
り
公
開
で

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、

食
殿
ご
自
身

の
ご
判

断
で
折
り
返
し
文
件
を
も
っ

て
ご
凶
答
賜
り
た
い
と
作
じ

ま
す
。

な
お
、
ご
回
答
な
き
場
合

は、

食
協
会
と
の
関
係
を
断

た
ざ
る
を
得
な
く
な
る

こ
と

を
危
侠
致
す
も
の
で
あ
り
ま

す。

戸
』

恒
三
ロ

質
問

1

三
月
二
十
九
日
付、

通
産
省
あ
て
の
貧
協
会
(
以

下
「
N
A
O
」
と
略
す
)
の

文
香
「
風
営
法
改
疋
に
つ

い

て
」
の
中
で
、
.
要
す
る
に

N

A

O
は
新
風
営
法
自
体
に
反

対
を
略
え
る
も
の
で
な
く
、

従
っ
て
法
改
圧
後
の
手
続
き

等
に
つ
い
て
繁
祭
庁
と
相
談

し
て
い
る
、
と
し
、
が
実
上

今
固
め
胤
営
法
改
正
に
糾
H
A
仙

の
h

品
川
場
を
炎
明
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
凱
lfえ
を
変
反
す
る

こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
、

あ
る
い
は
、
で
き
な
い
で
し

ょ・
7
か

(
こ
の
点
に
つ
い
て

は
特
に
だ
れ
に
で
も
わ
か
る

よ
う
に
お
答
え
下
さ
い

)。

質
問
2

N
A
O
宮

原
常

務

理
事
は
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

が
風
営
化
さ
れ
れ
ば
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
も
ゲ
ー
ム
機
も
減

り
、
過
当
競
争
が
な
く
な
る

か
ら
、
そ
れ
で
い
い
の
で
は

な
い
か
、
と
発
言
し
た
と
の

峰
が
流
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
事
実
で
し
ょ
う

か
。
も
し
十申告e
笑
な
ら
、
そ
れ

は
災
般
の
お
与
え
と
同
じ
で

し
ょ
・
フ
か
。

質
問
3

N
A
O
兵
鍋
副
会

長
と
小
山
川
埋
が
は
、
七
月
二

十
六
日
に
参
議
院
議
以
会
館

地
下
-
附
会
議
本
に
お
い
て

特
別
製
の
賭
博
機
等
を
的
に

し
て
参
院
地
万
行
政
A
K
U
の

品
先
侠
に
対
し
、
川
ど
ん
な

健
全
な
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
も

時
博
機
に
谷
口
切
に
変
史
し
得

る、

ωど
ん
な
健
全
な
ビ
デ

オ
ゲ
|
ム
機
も
賂
博
機
に
使

別
で
き
る
と
の
繁
察
庁
の
誤

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨
年
七

月
現
似
て
た
ま
り
場
が
全
同

て
一
万
六
下
山
百
七
十
三
ヵ

所
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
ス
ナ

y
ク

・
喫
茶
府
が
ニ

ニ

・
四

%
と
川被
も
多
く
、

次
い
で
ア

パ
ー
ト

ご

五

・
一
%
)
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
(
二
千
四

行
三
十
二
析
で
一
四
・八
%
)

の
順
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
川
統

計

と

と

む

に

あ

る
ゲ

|
ム
場
の
山
内
の
写
伐

を
峨
せ
て

「
少
年
の
た
ま
り

附
し
て
下
位
法
令
へ
の
会
任

が
多
く
し
か
も
明
怖
で
な
い

た
め
取
引
峨
は
雑
航
し
た
。
し

か
し
会
期
切
れ
を
目
的
に
、

多
く
の
問
題
点
を
残
し
た
ま

ま
法
案
は
可
決
ぎ
れ
て
し
ま

っ
た

ニ

う
し
た
議
決
の
紙

泌
を
品
川
以
に

「
小
委
民
会
L

、HU
HK
M
EM
E
M
Z
H
R
M
EM
E
S
F

曙

温
国

・

へ

民

ν'
h'

ツ

ス

1
日

除

i
l
m
w

一
ピ

8

一

比.，、
.αパ

-

M
Z

コ目、，白田
C

の

サ

ベ
四

ビ
E

E

E
白
岡

ス

6
U

-
l
h
h

・C

用

ク

4
m

少
圃
M
M
M
V
ム

ツ

9
四

日

!'A・
浪

一

マ
リ
自

の

'Eι
川

，ケ

一

山
一

y
M
u
u
m
u川

町
中

川

町

L
3

-
E
E
a
M
ら

具

日

中

中

ぁ
エ

-宇

田

E

ShMUEn"口
開
""
M胴
"
ER
MZMR"
ER"口
開
""MR・

が
設
抗
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り

同
小
変

μ
会
の
今
後
の
動
向

が
放
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

に
対
処
す
る
組
織
の
必
要
件

界
が
二
分
し
、
泌
札
を
内
外

が
高
ま
る
こ
と
も
事
実
で
あ

に
示
す
結
果
に
な
っ
た
が
、

り
ま
し
ょ
う
。
法
成
立
の
機

私
の
武
任
で
あ
り
、
じ
く
じ

を
、
新
し
い
成
長
の
機
会
に
た
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
業

転
ず
べ
く
業
界
が
送
し
く
対

界
と
し
て
の
政
治
的
な
未
熟

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
さ
を
は
明
感
し
て
い
ま
す
。
蝋

な
い
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

わ
く
ば
業
界
に
感
情
的
シ
コ

リ
を
践
す
こ
と
な
く
、
多
く

の
反
中
n
J
Y
耐
引
を
時
ま
え
て
将

米
の
染
料
品
父
様
へ
の
足
が
か

り
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
必
品
川
万
針
の
は
円
し
あ
し
は

別
に
し
て
、
刷
協
会
と
も
作

々
の
け
川
念
に
法
づ
き
、
よ
く

他
附
し
て
き
た
ニ
と
に
敏
広

を
ぷ
し
、
対
策
会
川
、
会

μ

山什
似
を
は
じ
め
栄
作
外
の
多

く
の
万
々
か
ら
此
重
な
ご
忠

告
と
、
絶
大
な
ご
協
力
を
航

い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

坊
と
な

っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
万
点
必
明

ま
で
付
さ
れ
て
い
る
。
同

'u

k
闘
で
は

「
五
十
八
年
十
月
現

ト
仕
で
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
等
の

遊
投
機
を
設
置
し
て
い
る
営

業
所
数
は
三
万
六
千
六
百
十

八
軒
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
た
ま
り
場
と

さ
れ
る
n
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
u

二
千
四

U
三
十
二
析
は
全
ロ

ケ
ー
シ

ョ
ン
の
約
七
%
判
と

い
う
こ
と
に
な
る

「
た
ま
り
場
」
対
策
で
風
営
法
改
正
に

従
米
ど
お
り

「
遊
技
機
賭
博
」
も
論
及

そ
し
て
た
ま
り
場
へ
の
対

応
策
と
し
て
同
'H
A
で
は
ゲ

ー
ム
功
、
喫
茶
山
な
ど
に
対

し

「
営
業
所
の
管
m刊
の
微
版
、

深
伎
に
お
け
る
少
年
の
よ
人

り
等
へ
の
配
雌
を
ボ
め
、

F、• 

『・

} 

れ
ら
の
分
業
所
が
た
ま
り
場

と
な
ら
な
い
よ
・
7
に
努
め
て

い
る
L

と
し
、
ま
た
法
制
耐

の

MV備
を
進
め
て
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る

「
風
俗
営
業
等
取
締
法
の

一
却
を
改
正
す
る
法
律
楽
を

策
定
し
、
同
法
案
は
・
h
ト
九

年
内
川
に

mw.h
一
一同
会
に
上

れ
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
案

は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

ηに
刈

し
て

一
定
め
刷
制
を
加
え
る
t

一
心
ゲ
|

ム
機
を
使
川
し

た
州
仰
が
犯
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。

「
遊
技
機
を
故
山
し

%

に
遊
技
を
さ
せ
る
営
業
の
う

ち
、
風
品
川向
法
の
肌
制
を
受
け

な
い
も
の
に
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ

ー
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
応

舗
に
お
い
て
は
ポ
ー
カ
ー
ゲ

ー
ム
等
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機

等
を
使
用
し
た
賭
陣
恒
犯
が

五
ト
六
年
後
半
か
ら
急
激
に

m加
し
、
強
力
な
取
締

ま
り

の
結
果
、

一
応
の
鋲
的
化
傾

向
を
み
せ
て
は

い
る
が
、
ド
判

卜
八
年
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
に
お
け
る
附
仰
が
犯
の
検

栄
件
数
は
「
六
行
七
十

一
件
、

検
学
人

μ
は
八
「
間
行
八
卜

.. 入
、
こ
れ
ら
の
検
併
に
作

い
押
収
し
た
遊
技
機
以
び
仰

収
附
全
は

一
万
二
下
二
台
、

約
七
応
六
千
万
円
に
よ

っ
て

お
り
、
さ
ら
に
継
続
し
た
刈

策
が
必
要
で
あ
る
」

そ
し
て
胤
俗
成
総
の
恕
化

に

対

す

る

よ
t
後

の
深
川
組」

に
つ
い
て
「
と
く
に
売

ぷ
、

わ
い
せ
つ
等
に
修
行
し
や
す

い
風
俗
間
述
営
業
所
の
憎
加

が
著
し
い
」
の
で
、
悪
質

事

犯
や
述
法
行
為
の
取
締
り
、

関
係
同
体
と
の
述
併
な
ど
の

強
化
を
惟
進
す
る
と
と
も
に

「
現
行
の
胤
営
法
を
凡
也
し
、

け
可
対
象
で
あ
る
風
俗
営
業

に
つ
い
て
は
、
よ
り
他
At
な

営
業
と
し
て
そ
の
業
務
の
巡

正
化
を
俄
逃
す
る
と
と
も
に
、

現
わ
れ
そ
の
多
く
が
野
政
し
と

な

っ
て
い
る
風
俗
間
泌
引
業

に
つ
い
て
は
、
少
年
の
帥
叫
ん
k

行
成
、
M
帆
俗
珠
山
川
の
印
化
等

を
阿
る
た
め
、
必
.
裂
な
削
胤
制

を
行
な
う
」
と
、
こ
こ
で
も

新
風
常
法
成

ιを
な
減
し
た

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ぺ， 

っ
た
見
解
を
そ
の
ま
ま
裏
付
当
協
会
役
員
と
相
諮
り
近
日
き
た
と
す
れ
ば
胤
制
を
長
け

け
よ
う
と
す
る
説
明
を
し
て
中
に
ご
返
答
巾
し
あ
げ
た
く
な
い
業
態
が
そ
れ
だ
け
刷耐
え

い
る
が
、

作
じ
ま
す
。

て
、

い
わ
ゆ
る
健
全
機

の
み

川

こ

う

い
う

こ

と

を

立

ぷ

は

、
業
界
に
と

っ
て
虚
を
使
川
す
る
所
は
様
似
営

業

殿
山
中
小
知
さ
れ
て
い
た
の
で
大
な
こ
の
時
機
に
あ
た
り
、

J
U
J
円
能
と
な
る
辺
段
で
は
あ

し
よ
う
か
、

刷
協
会
が
、
や
や
感
的
的
と
る
が
、
下
い
山
内
山
か
、旬
、
灰

川

も

し

、
取
知
さ
れ
て
し
思
え
る
必
争
を
展
開
し
て
分
は
業
界
に
と

っ
て
好
ま

し

い
川
と
し
た
ら
、
先
の
側
而
ゆ
く
こ
と
は
、
決
し
て
好
ま
く
な
い
と
結
治
し
ま
し
た
。

協
力
の
約
ボ
に
反
す
る
背
信

し

い

ニ

と

で

は

な

い

と

号

え

イ

機

械

の

区

別

の
判
定

行
為
と
な
る
の
で
は
な
い
で
ま
す
。
ま
た
過
去
を
冷
仰
に
に
怖
い
策
当
局
が
附
与
す
る
こ

し
よ
う
か、

反
符
し
、
時
機
を
み
て
今
後
と
に
な
り
、
そ
の
作
業
に
余

川
w

k
記
機

械
は
、
説
明

の
業
界
の
進
む
べ
き
道
ゃ
あ
川
市
川
な
時
間
と
労
力
を
賀
す
る
。

さ
れ
た
ご
当
人
で
あ
る
真

鍋

り

万

な

ど

に

つ

き

業

界

全

体

ロ

ゲ

l
ム
内
符
を
区
別

副
会
長
と
小
品
寝
不
が
持
ち

で

建

設

的

に

討

議

し

て

ゆ

く

し

、
組
制
の
も
の
胤
制
外
の

込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
と
を
熱

q一
致
し
て
お
り
ま
む
の
と
特
定
し
て
も
、
谷
易

相
違
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
、

す
。

準

々

に

ソ

フ

ト
の
交
倹
が
な
さ
れ

同

上
記
場
所
で
真
鍋
副

る
の
で
、

つ
い
に
は
脱
法
行

会
長
ら
は

「ザ

・
ギ
ネ
ス
」

0

・
八
月
十
日
付
N
A
O
為
に
使
わ
れ
や
す

い
。

を
賭
博
用

「ポ
ー
カ
ー
」

に

か

ら

J
A
M
M
A
あ

て

幽

答

ハ

ゲ

l
ム
内
容

を

一
見

数
分
間
で
改
造
で
き
る
と
説

芹

健

全

風

に
よ
そ
お

い
な
が
い句
‘

明
し
、
現
に
全
国
で
営
業
し

そ
れ
を
燃
仰
に
利
則
す
る
。

て
い
る
数
十
万
台
の
健
全

な

謹

盛

昭

如

刊

五

十

九

年

ヒ

月

二

応

舗
の
憐
造
お
よ
び

ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
が
、

こ
と

こ

l
七

H
付
従
公
開
質
問
に
設
備
の
技
術
的
法
相
が
絞
雑

ご
と
く
、
数
分
間
で
賭
博
用

っ
き
、
法
成
立
後
の
今
日
、

に
な
り
、
そ
れ
だ
け
予
絞

め

ポ
ー
カ
ー
ゲ
ー
ム
機
に
改
造

い
ま
さ
ら
と
い
う
感
が
な
い
術
時
化
が
噌
め
な

い
。

さ
れ
符
る
と
の
絞
っ
た
認
識
わ
け
で
む
あ
り
ま
せ
ん
が
川
こ
の
与
え
に
必
づ

い
て
、

宏、

議
会

(
つ
ま
り
全
国
民
)
符
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
@

ご
指
摘
の
利
点
委

μで
あ
る

に
帆
え
付
け
よ
う
と
し
た
わ

質
問

1
に

つ

い

て

万

針

州

氏

は

、
参
峨
院
地
打
行
政

け
で
あ
る
が
、
全
同
の
オ
ペ
の
変
必
は
出
米
ま
せ
ん

d

委
い
川
氏
の
折
.
小
を
公
け
た
符

レ
l
タ

l
に
対
し
同
じ
説
明

す
で
に
法
が
成
立
し
た
現
・
M
M
庁
の
品
川
い
.
決
川

に
よ
り
急

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
、

h

牝
、
ニ
の
質
問
に
付
し
て
は

5
ょ
桁
定
場
所
に
お
も
む
い

同

こ

の

よ

う

な

誤

っ

た

派

制

な

同

符

は

無

立

味

と

も

た

も

の

で

す
。
そ
こ
に
川
ぷ

許
察

庁
見
解
を

N

A
O
怜
都
思
わ
れ
ま
す
が
、
弊
協
会
(N

さ
れ
た
J

一機

Mm
(V
S
シ
ス

役
員
が
寝
付
け
よ
う
と
す
る

A

O
)
の

法

本

万

針

は

、

昭

テ

ム

カ

セ

y
ト
シ
ス
テ
ム

行
為
は
、
賭
博
機
の
規
制
に
和
・
九
十
九
年
凶
月
十
二
日
付
通
常
テ
ー
ブ
ル
機
)
に
つ
い

懸
命
の
努
力
を
行

っ
て

い
る
文
汚
「
改
疋
風
営
法
に
聞
す
て
ロ
ム
、
カ
セ
ッ

ト
や
ぷ
白紙

健
全
な
業
界
人
を
侮
辱

し
、

る
運
動
に
つ
い
て
」
で
明
不
の
交
換
に
よ
っ
て
、
麻
雀
、

善
良
な
国
民
に
対
し
て
兎
大

し
て
あ
る
通
リ
で
あ
り
ま
す
ポ

ー
カ
ー
な
ど
ゲ

l
ム
内
守

な
誤
解
を
も
た
ら
す
反
社
会
(
添
付
コ
ピ
|
参
照

H
本
紙
が
谷
坊
に
変
更
で
き
る
と
い

的
行
為
と
考
、
え
ら
れ
る
が
、

第
掛
回
す
で
全
文
掲
載
に
つ
き
う
業
界
人
に
と

っ
て
治
織
的

支
殿
は
こ
う
い
う
事

実
に

つ

省

略

)。

な
事
実
を
、
質
問
に
応
じ
て

い
て
ど
う
考
え
ら
れ
る

の

で

ま

た

こ

れ

ま

で

N
A
O
が
説
明
し
た
の
が
尖
怖
で
あ
り

し
よ
う
か
。

と

っ

て

参

り

ま

し

た

運

動

は

、

ま

す

。

以
上
、
で
き
る
だ
け
明
線

不

満

な

点

は

残

し

な

が

ら

も

胤

営

対
策
委
員
会
は
理
事

な
ご
回
答
を
重
ね
て
お
願
い

以
も
現
実
的
な
対
応
策
で
あ
会
に
よ
り
そ
の
活
動
を
一

任

申
し
ヒ
げ
ま
す
。

リ

、

思

考

ト

刀

法

で

あ

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
必
必

。

々
雌
附
記
し
て
お
り
ま
す
。

を
う
け
た
州
、
内
旧
会
長
は

質
問

2
に
つ
い
て
ご
指
不
似
で
あ
リ
、

仕
む
な
く
が

@

じ
川
三
卜

一
利
付

N

摘
め
よ
う
な
吻
が
流
街
し
て
後
報
行
と
な
り
ま
し
た
。

A

O
か
ら
J
A
M

M
A
あ

て

い

る

ニ

と

内

体

を

知

リ

ま

せ

ご

白

川
は
崎
や
桃
山
記
ま
た

中
川
川
火

Hn

ん
。

が
実
刑
耐
必
い
い
法
づ
く
も
の
で

質
問

3
に
つ
い

て

此

万

あ

り

ま

し

て

、
こ
の
際
、

問

的
時

附
仰・
k
卜
九
年
じ
川
の
が
実
誤
必
で
あ
リ
ま
す
。

間
代
川
の
倣
州
を
品
川
〈
.決
明
い

て
|
じ

H
付
山
川
出
川
ま
さ
に

N
A
o
m
二
次

胤

台

付

従

た

し

ま

す
。

行
受
い
た
し
ま
し
た
。
協
会
委
以
会
は
、

「
テ

レ

ビ

ゲ

ー

ま

た

、

法

律
が
成
ぶ
し
ま

会
長
と
し
ま
し
て
は
、
ご
一
伐
ム
等
を
内
向
介
に
よ
り
灰
別
す
し
た
収
点
、

ur
い
時
機
に
今

問
の
が
一瓜
に
つ
き
ま
し
て
例
る
こ
と
は
得
策
か
、
ま
た
可
後
の
業
界
と
し
て
の
対
応

策

人
的
な
立
川ん
を
開
陳
す

べ

き

能

か

」
に
つ
い
て
柿
問
看
に
持
を
協
議
す
る
こ
と
を
提
楽
巾

で
は
な
い
と
判
断

い
た
し
、

議
し
た
結
果
、
も
し
区
別
で
し
上
げ
ま
す
。

酷似
れ



( 4 ) 

グ
な
ぜ

め ミHi副11'世物必.of

警
察
斤
は
賭
博
と
た
ま
り
場
を
理
由
に
同
じ
答
弁
繰
返
す

参
院

・
地

U
'
H
政
宏
一
川
九
五

で
の
引
い
九
U
W
A
は
仁
川
卜
じ

け
か
・
り
ス
タ
ー
ト
し
、
川
会

会
則
ぷ

y
リ

y
リ
の
八
け
じ

け
で
W
H
疑
的
炉
:
ー
と
な
っ
た
が

こ
の
川
長
以
会
は
仁
川
間
開

か

れ

た

こ

こ

で
な
参
院

・

地
行
委
で
の
「
八
ザ
営
業
」

を
め
ぐ
る
質
疑

・
W
A
H
弁
を
中

心
に
、
ど
-
7
い
う
山
…
が
川
趨

氏
(
社
会
)

をナ

る
の
か
4

d
H
e
 

阜
市

さ
れ
た
か
を
.法
約
し
て
み
た

-じ
川
卜
，
け
の
参
院
本
会

ぷ
で
の
悦
ぷ
は
本
紙
約
叩
け

た
下
山
川
…
の
こ
と
』

参
院

・
地
行
会
で
の
れ
問

お
は
次
の
と
ね
り
だ
が
、
途

中
で
行
間
指
が
一

川
的
に
変

っ
て
い
る
州
場
九
け
が
あ
る
。

仁
川
卜
じ
N
H
h
ナ
川
熊
縦

、
LhH
川

η
男
氏

汁!
日
、
、
ト
l
h
u
I
，
川川トーリ軒

ー

l

J
I
l
l
-q

川
口
氏
れ
ん
亡

、
小
川
川

巳

て、
H2
、

:
li
q
-
-

l

i

H
-

v

i
l
 

佐
川
峨
・
川
氏
、
仙
仰
ω
げ
い
之
助

氏

(
忙
ハ
ハ
此
亡
、
‘
一
品
川
市
一

μ
氏

「民
社
)
‘
.
ー
・
ハ
H
n
一て

治
呪
い
氏
、
刈
川
れ
子
氏
「公

明
)
、
原
川
弘
氏

(
公
明
て

い
片
付
池
山
心
氏

(社
会
)
、
コ
.

ー

一
一H
M
L川川
杉
他
山
崎
氏
、
午

論圃

し質疑集中

ゲームマシン

• 号営業新設に関8 地行委で

• 

第243号

ス.

参院

1 984~手 9 月 1 日
A 

，... 

a・・.

a・・

、

手前は政府委員の~上の写真は 7月24自の参院 ・地方行政委員会のようす。立って質問しているのが佐続三吾氏(社会)

委
員
長
は
検
芯
す
る
と
約
束
。
を
ポ
め
る
」。

仲
れ
山
時
氏
は
党

『
次
に
、
悦
H
察
庁
と
関
係
行
品
川
が
保
山
さ
れ
る
ま
で
町
疑

庁
で
党
h
n
H
を
交
わ
し
て
い

る
で
き
な
い
と
し
、

一
時
川
半

が
、
こ
れ
も
得
議
の
場
に
山
の
杭
問
時
間
を
伐
す
。

さ
れ
て
い
な
い
。
各
行
斤
は
…
:
:
j
・
十
:
…

「
ド
似
法
令
へ

党
代
川
を
交
し
て
い
る
か
」
(
佐

…
:
:o・e・-・
い
の
安
任
が
多
〈

泌
氏
)

事
晴
晴
す
る
側
に
と
っ
て
は
此

「
ゲ
l
ム
セ
ン
任
が
持
て
な
い
。
行
政
附
は

…
 

•• 

ι:・
-J)
タ
|
‘
ハ
チ
ン
立
法
府
が
れ
紙
，
公
刊
し
て
く

コ
出
問
、
ポ
ル
ノ
映
幽
館
に
つ
れ
る
と
安
い
切
に
巧
え
て
い
る

い
て
相
談
し
、
党
代
H
を
取
リ
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
た
ま

交
し
て
い
る
」

(
通
政
省
政
ら
な
い

」

(
中
野
明
氏
H
公

策
局

・
綾
部
圧
笑
物
価
対
策
明
)

課
長

・
サ
ー
ビ
ス
産
業
企
画
…
'ti--
，
十
:
…
耐
の
由
法
て
は

調
作
官
)
。
「
覚
芹
と
い
う

一
j
i
-
-
0
・
:
一
非
常
に
制
か
い

形
で
残
し
て
い
る
」

(
建
設
問
題
が
多
い
し
、
状
況
に
応

省
都
市
部

・
鈴
木
政
徳
都
市
じ
て
変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

一計
画
課
長
)
。
「
環
続
衛
生
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に

一関
係
営
業
の
大
部
分
に
当
た
対
応
す
る
た
め
」(
問
川
大
限
)

一
る
飲
食
広
等
が
彬
酬明
日
を
受
け
…
J
i
-
-
.ト:一

「
現
行
法
が
刈

-

1

1

-

一
る
な
ど
話
し
合
い
、
事
務
的
に
。
:
:
リ
:
一
象
と
し
て
き
た

一な
取
微
い
文
冷
を
作
っ
た
‘

分
貯
と
法
楽
が
ね
ら
い
と
す

一
(厚
生
行
生
泊
衛
生
日

・
瀬

る

分

野
に
巡
い
は
あ
る
か
」

一
山
公
相
指
得
謀
長
)

(小
野
氏
}

一

・・

「
少
な
く
と
も
-
l
o
i
-
-
:
J

「
大
協
に
お
い

一
質

均

一

〆

プ

ー

:

…

答

弁
一

-

j

に
ー
;

h

一
・
:
:
:
:
:
…

=
.
併
に
党
々
が

一:jee--・:一

て
泊
い
は
む

ν

一
あ
る
悶
こ
れ
ら
の
党
』
を
引
が
、
胤
俗
九
日
内
業
に
AI
川
ゲ
|

一
ち
に
A
K
U
会
に
仰
拠
出
す
る
よ
ム
セ
ン
タ
ー
を
加
え
て
い
る
。

一
つ
に
し
て
ほ
し
い

L

(
佐

必

ま

た

胤

俗
間
泌
常
業
で
は
従

一
氏
)

|

|
安
い
N
H
K
は
こ
の
裂
米
中
途
半
端
な
彬
に
な
っ
て

一
ボ
を
理
事
会
で
協
議
す
る
と
い
た
の
を
終
備
し
、
セ

ツ
ク

一
約
求
。
昼
休
み
後
ら
理
事
会
ス
必
業
を
で
き
る
だ
け
取
り

一
が
続
き
二
十
分
間
中
断
。
委

込

ん

で

い

る
」(
鈴
木
部
長
)

一
只
長
、
「
関
係
省
庁
間
に
お
け
…
:ti---町

一

「ゲ
|
ム
機
に

一
る
覚
書
の
縫
出
に
つ
い
て
志

一
・
:
j
i
-
-
u
は
健
全
な
も
の

一
見
を
求
め
る
」

が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
今
凶
八

一
一

.

一

「
法
案
に
磁
り
号
と
し
た
か
」
(
中
野
氏
)

一
・
答
弁
一

一
一
九
J
J
・
-
:
ぃ
込
ま
れ
て
お
り
、
…
法
一
.. 十:…

「
ゲ
ー
ム
機
を

一従

っ
て
提
出
し
な
い

」

(
綾
f
i
-
-
;
・
:・
必
則
し
た
燃
防

号
一
部
課
長
)

。

「

(
同
隊
に
)

事
犯
が
近
年
多
発
し
た
。
ま

同
一
提
出
で
き
な
い
」
(
鈴
木
深
た
少
年
の
た
ま
り
場
に
な
っ

子
一
長
)
。
「
今
な
お
中
注
な
む
て
い
る
率
も
他
と
比
べ
て
いけ川

第

一
の
で
提
出
で
き
な
い
」
(
瀬
ぃ
。
本
米
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

1
一

川
課
長
)

は
適
正
な
ら
ば
川
代
に
帥
叫
ん
t

n一
一:一・::::一

「
見
冷
が
山
さ
な
似
泌
を
提
供
す
る
も
の
だ

-
i

i

-

月

一…
.
j
i
-
-
d
れ
、
な
け
れ
ば
こ
が
、
こ
の
よ
う
に
問
泌
を
似

同
一

れ
以
上
の
質
疑
は
で
き
な
い
。
じ
て

い
る
の
で
、
引
業
の
州問

ι一周
J
P
A
Z
で
何
と
か
し

て

ほ

し

全

化
を
同
る
た
め
胤
俗
併
推

唱
一

い
」

(
佐
総
氏
)

|

|
削
叫
が

の
対
象
と
し
た
」

(
鈴
木
部

日

一会
の
た
め
約
四
十
分
中
断
。

日以
)

一委
以
長

「
佐
総
委

H
の
資
料
…
:
:loo---一

「
eh
ト
六
年
版

)

一安
ボ
の
怨
旨
を
体
し
て
、
呼
…
.
ji---一

作
総
山
内
て
は

け

一及
的
述
や
か
に
資
料
の
提
出
ス
ロ

ッ
ト
?
ン
ン
は
明
ら
か

か
」

(
小
野
氏
)

で
、
セ
ミ
の
仰
け
妓
み
た
い

「・
足
以
的
に
遊
な
法
案
を
市
ぶ
し
て
も
し
か

一
答
弁
一

伎
の
紡
削ボ
カ
ぷ
た
な
い
と
『
パ
っ
て
い
る
の
だ
。

わ
れ
る
も
の
、
勝
敗
が
決
せ

一
打
、
作
・
後
山
げ
は
谷
行
げ
に

ら
れ
る
む
の

(
鈴
木
部
以
)

可
な
ぜ
立
川
を
山
さ
な
い
か
じ

1
;
:
:
;一

「
ゲ
l
ム
機
で
と
い
う
プ
リ
ン
ト
を
制
し
て

i

f

-

一
:
:
・
1
J
:一
一
そ
の
よ
う
な
)

い
る
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
委

鮎
川
市
の
山
て
こ
な

い
も
の
は

H
会
に
付
す
る
桃
山
川
で
は
な

な
い
よ
う
に
思
う
し
、
他
んれ

い

か

」

(
佐
泌
氏
}

な
む
の
は
は
っ
き
り
そ
う
と

ぺ
:
i
・e
・-:一

「
ぶ
ど
も
の
号

t

ヲ

一悠
回

怠

ハ

一

，

わ
か
る
。
そ
れ
ら
を
引

っ
く
一
・
:
j
i--一

え
を
参
与
ま
で

る
め
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
に
・a小
し
た
も
の
で
、

一
万
的

旅
館
や
ト〈
引
出
舗
の
山
'
の
ゲ

に
袋
品
、
依
頼
し
た
も
の
で

|
ム
場
は
除
外
さ
れ
る
の
か
」

は
な
い
」
(
鈴
木
部
長

)
i

(中
野
氏
)

|
佐
泌
氏
の
要
求
で
鈴
木
部

「
旅
館
等
で
オ
長
は
『
な
ぜ
覚
虫
け
を
出
さ
な

一
笈
E
A
汁
一

h
l
ブ
ン
エ

リ

ア

い

か

』
を
読
み
あ
げ
る
。

仁
置
か
れ
て
い
る
も
の
は
、

…
:::-ol--J

「
そ
の
お
触
れ

-E

1

・

だ
れ
の
目
か
ら
見
え
る
の
で

一J
i
-
-
:
:一
を
回
し
て
い
る

賭
博
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が

か
ら
れ
省
庁
は
山
山
せ
な
い
と

ま
ず
な
い
と
々
え
外
す
。

ニ

バ

っ
て

い
る
。

こ
の
党
許
は

れ
は
ゲ
l
ム
機
の
抑
制
川
と
は
ん
士
郎
総
山
松
下
刷
な
の
か
L(
佐

無
関
係
だ
」

(
鈴
木
部
-
u
k
)

総
氏
)

・:
:
:
:
j一
「
で
は
大
叩
山
… .• 
2

000十:…

「
似
術
仁
わ
た

-
質

問

…

舗

や

旅

航

で
、
f
o
o--a
i
-
-
~

る
も
の
で
は
な

ス
ロ

γ
ト
マ
シ
ン
や
テ
レ
ビ

い
」

(
鈴
木
部
以
)

ゲ
ー
ム
機
は
山
い

て
山
川
わ
な
…
:
:
:
:
:
:…

「
会
は
以
が
.於

俗
研

L
F
n
HH
・
'
i

‘，

い
の
か
L

(
小
川
川
氏
}

一
:
-
j
ol-
-
~
ぶ
し
て
い
る
次

、
そ
れ
は
人

川

に

な

ぜ
山
さ
な
い
か
」

(
佐

一

答

弁

一

i

'

一
:
j
i
-
-
u
に
つ
く
形
で
川
泌
氏
)

い
て
い
る
な
ら
付
徐
に
な
ら

一:
O
i
--::一

「
会
は
民
の
耐
火

一
広
白
品
汁
一

な
い
」
(
鈴
木
部
長
}

f
l
i
-
-:・一

ポ
の
縦
旨
を
く

I
l
l
l
i
l
l
1
1
1
1
l
l
l
ん
で
出
し
た
」(
鈴
木
部
長
)

-
E

・E

・-
E

・E

・-E
1

1
委
員
長

「省
に
よ
っ
て

ふ

Z

;

「
E
T
E降
雪

司

広

フ

、

そ
の
も
の
ズ
パ
リ
は
出
し
に

費
財
一
y
傾
事
事
右
庁
仏
カ

‘

3

・

er---・
1

〈

く
い
。
ま
た
符
似
が
な
い
の

健

全

/

賭

博

機

検

証

要

求

で
、
一棄

の

替

に

沿
っ
て

可
及
的
速
や
か

に
出
せ
と
言

で
、
以
終
的
意
思
決
定
で
は
っ

た
」
。
佐
泌
氏
「
そ
れ
で

な
い
北
佐
川
を
外
部
へ
山
山
す
は
，
H
分
の
要
求
に
沿
っ
て
い

の
は
好
ま
し
く
な
い
が
、
安
な
い
。
委
以
長
は
現
物
を
児

円
以
U
K
の
極
己
け
も
あ
り
、
そ
の

た

の

か

」。

委
れ
長
「
日
比
て

処
行
を
抗
出
し
た
t

(

鈴
木

い

な

い

」。

依
泌
氏

「
そ
れ

部
民

}

で

は
J
雌
行
ν

か
ど
う
か
も

:
:
:
:
:
:
一

「
行
斤
川
の
ぷ
わ
か
ら
な
い
c

以
上
併
を
見
せ

開

闘

腎

H

一

一
:
:
:
:
1
:
一
は
訓
燃
が
な
け
よ

(
・』
れ
ら
の
や
り
と
リ

れ
ば
附
必
決
定
が
も
ら
え
な
で
約
卜
分
川
中
断
}

い
れ
行
げ
に
し
て
み
れ
ば
一
j
i
--い。
J

「
.
附
と
し
て

円
分
の
純
似
り
を
キ
チ
ン
と
f

et
-
-
m
.
)
通
産
行
、
第
卜

す
る
た
め
党

A
を
紡
ば
ね
ば
-
-
条
一
刻
の

ψ

特
別
な
JH
情

な
ら
ぬ
。
法
案
が
成
弘
し
た
の
あ
る
日
H
に
附
し
て

f
解

ら
こ
の
党
代
U
が
比
例
徐
に
な
る
。
い
や
爪
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
、

だ
か
ら
ニ
れ
を
審
議
し
な

い

大

時
け
な
ど
と
な
っ
て
い
る

2iIべ純!HI似!物tgi.f

に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ

ン
と
似

出
づ
け
て
い
る
の
に
、
今
川

は
遊
技
機
と
定
災
し
て
い
る

な
ぜ
号
、
ぇ
万
が
よ
う
変
っ
て

く
る
の
か

も

(
小
脳
川
氏
)

「ゲ
ー
ム
憾
の

…
答

弁

…
い
こ
》
、
ぅ
、

JuhaEト

1.

，‘・
bv

・4

，・
bv

ろ
あ
リ
、
全
然
附
仙
川
と
附
M
m

な
い
の
も
あ
る
と
思
う
述

に
附
怖
に
使
わ
れ
や
す
い

ゲ

ー
ム
機
ら
あ
る
と
号
、
え
ら
れ

る
。
法
案
で
与
え
て
い
る
の

は
本
米
の
使
い
万
を
す
れ
ば

そ
れ
は
別
に
時
博
に
は
な
ら

な
い
が
、
そ
の
本
来
の
用
途

以
外
の
別
途
に
佼
っ
て
射
幸

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る

よ
う
な
形
に
な
る
む
の
を
対

象
と
し
て
い
る
。

ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
は
、
間
引
令
を
入
れ
て

現
金
が
山
山
札
ば
開
問
機
で
元

米
日
本
で
は
芯
め
ら
れ
な
い

が
、
税
金
が
山
て
こ
な
い
も

の
は
遊
び
の
機
械
で
あ
り
こ

れ
山
体
が
問
叫
に
な
る
も
の

で
は
な
い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ

シ
ン
は
マ
ス
コ
ミ
向
け
の
俗

林
と
し
て
使

っ
た
ら
の
」
(
鈴

木

m
k
)

;
:
j
i
-
-一

寸
八
日
ゲ
営
業
に

胡
門
岡

H
a
-

f
:・0・';:
一
必
当
す
る
遊
技

機
は
U
パ
体
的
に
ど
ん
な
も
の

ゲームマシン

7
月
日
目
日

委
員
長

「ぶ
委
民
会
に
参

行
人
の
出
席
を
ボ
め
る
。

H

時
と
参
考
人
に
つ
い
て
は
委

日
以
の

-日刊
と
す
る
」

-
-
:
:
:
:
:一
「
委
H
N
H
K
命
令

語両

M
a

He
i--:10
・一
で
党
代
H
の
続
出

を
求
め
た
の
に
、
川
似
山
さ
れ

た
の
は
慨
.
決

{f
解
川

pm
d

で
あ
る
。

-m主
体
に
は
コ

ビ
ー
が
流
れ
て
い
る
の
に

な
ぜ
A
K
M
会
に
出
せ
な
い
か

納
仰
で
き
な
い
」
(
佐
仏
氏
)

コH比占
は
法
案

一
答
弁
一

，

j
γ
i

u
作
成
過
れ
の
拘
川

内
の
総
過
を
ま
と
め
た
も
の

ー
片!

/ 
ノ

-a圃.

後
は
参
与
人
立
は
聴
取
、
八

川
a
J
M
H
午
前
中
は
参
号
人

忠
弘
聡
取
、
h
u
心
山
山
w
m
氏

(
社

九
三

、
じ
M
l
ぷ
川
裕
氏
、

-aM小

HHhL仁、
、、山中
心「
、u
・''-
h
M
f
、
。

h
り

2
5

、，
ι
、
r
c
t
'
1
A
U
H
F
-L

血
水
油
峨
院
段
附
と
の
述
い
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
紋

し人
の
も
の
は
次
院
で
は
新
山

山
ク
ラ
ブ
ル
」除
〈
令
。
与
野
党

が
、
八
ひ
公

定

を

と

り

あ

げ
た
の
に
刈
し
、
参
ぷ
院
で

t
k
h
z、
、
、
l、

:

}

付
制
H
A
4

ノ
'A
W
h
μ
M
H
グ

げ
此
ニ
・d叫
‘

3AL
ヒ
。
ゴ
ド
ヲ
C

1

'

l

t
s

j
j
j
d
t
!'
 

の
内
科
、
引
疑
叫
問
と
ら
拠

出
哨
院
よ
り
は
る
か
に
拡
大
さ

れ
て
お
り
、
山
品
川
以
す
る
場
州

，、

・eし、・
・0

カ
お
し
え

7
月

げ
日

法
律
上
の
「
許
可
」
の
意
味

大
改
正
な
の
に
部
改
正

:
:
:
:
:
一

可
能
令
し
な
山
管
内
業

辺国一【

H
a

一
-
:
:
:
:
:
一
を
風
俗
常
業
と

し
て
流
可
制
に
し
、
ヂ
健
全

な
常
業
を
附
け
山
山
制
に
す
る

の

は

な

ぜ

か

(

hJ
川
熊
雄

氏
H
H代
会
党
)

h
げ

4
・
M

帆
け

…
答
弁
…
H
n
-
R
ま
風
俗

i
c
i
--h
f
 

叫
刊
誌
と
川
m
w
付
則
曜
日
た
こ
吋

1

1

1

J

'

l

J

 

'

l

，
s
 

し
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
陥

む
か
に
よ
る
胤
俗
ゃ
い
業
は

で

5
る
限
り
か
引
い
れ
の
山
川
、
五
件
.

に
ま
っ
て
健
全
化
を
促
す
が
、

関
述
内
V
口
駅
北
は
実
態
を
犯
併
す

る
た
め
凶
け
出
を
さ
せ
、
必

要
な
続
制
を
行
な
い
U
以
後
は

山
崎
止
命
令
へ
ら
っ
て
い
く
も

の

(

符

察

庁

刑
十
予
防

・
鈴

木
良

.
保
安
部
・hk
}

一.トト::ト:…

「
庁
可
は
法
的

一
!

良

一
こ
ま
一

院
内
主

I
F
-
-
H
F

!

 

比
を
解
除
す
る
も
の
で
、
九%

主
に
付
す
る
紋
む
厳
し
い
制

約
で
は
な
い
か

凶
け
山
は

れ
山
山
内
主
で
は
な
い
か
a
な

ぜ
問
池
公
定
を
全
日
間
出
止
で

3
な

い

か

(

与

川
氏
}

乍

1
Jリキ品V4unL1.

…

答

弁

…

μ

g

l

!

1

の
山中
の
-
J
吋
で

な
く
、

.吹
件
を
渦
た
せ
ば
で

3
る
む
の
:
:
:
」

(
川
川
大

山

・
同
友
公
安
委
い
は

K
}

・.:-ilk-一

、
大
出
、
そ
れ

a
z
F
RH
 4

は
ぷ
仰
桝
だ
法

の叶い
凶作
で川崎
、
J
吋
と
い
う

な
ぜ
覚
書
を
出
さ
な
い

か

(符
綴
斤
)

今
川
の
党
代
H
は
、
政
府
と

し
て
の
枇
終
的
な
ぷ
思
決
定

の
場
で
あ
る
附
ぷ
で
臥
引
法

の
.
鴻
改
正
法
案
を
決
定
す

る
ま
で
の
法
案
の
作
成
過
れ

に
お
け
る
政
府
部
内
の
ぷ
思

形
成
の
途
上
に
お
い

て
取
り

が
、
党
代
u
で
は
休
日
、
休
日

の
前
日
、
祝
日
な
ど
と
な
っ

て
お
り
全
然
ち
が
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
」

(
佐
繰
氏
)

「
ク
リ
ス
マ
ス

…

答

弁

一
・
:
一
イ
プ
一ぶ
々
は
知

ら
な
い
が
、
符
祭
庁
と
の
党

主
で
は
休
日
、
休
前

H
、
悦

"
な
ど
は
含
み
う
る
と
な
っ

て
い
る
」
(
絵
部
深
長
)。

ー
ー
し
心
打
氏
「
こ
れ

(
f解

J
V
駁
)
は
ね
つ
造
文
品
川
か」

ー泊
施
行
の
「τ
川
、
守
党
代い
さ

は
あ
る
が
、
例
ぷ
と
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
・ぶ
々
と
し
た
。

休

H
・
・
ム
々
は
ぷ
内
み
う
る
w

と
い
う
ニ
と
(
鈴
木
川
一民
)

・
;
:
・

t
:…
「
ロ
ッ
キ
ー
ド

.
・
:
:
:
j
u
が
件
な
ど
叫
伐

の
終
術
で
も
委
け
は
長
の
袋
ボ

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
総
訟

で
な
い
、
寄
議
に
必
裂
な
資

料
を
出
さ
す
、
た
だ
一
対
期
し

ろ
と
一
一言
わ
れ
て
も
同
会
は
審

議
で
き
な
い

」

(
寺
凶
氏
)

「覚
舎
に
法
的

一
答
弁
一

-
J
i
-
-
:
:
一
志
味
は
な
-v

カ

省
庁
聞
で
想
議
し
な
け
れ
ば

る
ら
な
い
。
紋
終
的
意
思
の

表
明
で
な
い
の
で
外
部
に
公

ょ
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
ω

行
政
の
便
貨
の
た
め
の
も
の

に
す

Z
な
い
」
(
鈴
木

m・K
)

l

l
ぶ
川
氏

「
約
ボ
ご
と
に

版
刷
叫
が
な
い
と
は
ど
う
い
う

こ
と
た
」
と
よ
め
よ
リ

ニ

れ
ら
の
や
リ
と
り
で
約
卜
・九

分
間
中
断

会
H
N
H
K
「
先
般
、
佐
川
脱
会

日
以
の
資
料
製
ボ
の
出
世
己
け
を
体

し
た
資
科
総
出
を
求
め
た
が
、

一
枚
疑
の
過
院
で
、
安
ボ
し
た

一
-: 11:1 J.l全の

;答;氏を I~i は
!)jwf13あ

;弁: 1徐にる
す然 一
る 11'_i.E 
むしの
のた目
だ 1-_(10 
k でか
!j:そら

「
JH
い
月
が
ち

ょ
っ
と
ま
ず
か

っ
た
」

(
川
川
大
限
}

Il
o
-
-
UJ

「法
案
第
・
一条

相

同

町

闘

い

一
。;600・::一
八
ひ
休
業
に

つ

、F
¥

、同}
L

J
リ
は
民
快出
向・

4
〆

L

'

i

L

，一4
4
1ド
ム
U
-
w
lp
dん

ぶ
し
く
町
川
す
る
が
、
た
だ

ヘノ
・-ト
J
HMHリ
、，

.

.
 

3

i

i

。
JF

戸

t
l"μ

'v
，V
$
d
J
、

ぅ

l
ム
機
に
は
、
間
然
性
が
な

く
伐
術
に
よ
る
む
の
と
、
例

仙
川
…
の
山
聞
け
ご
と
を
内
山
科
と
す

る
も
の
と
、
明
ら
か
に
区
別

で
き
る
と

い
う
説
が
あ
る
。

経
常
者
が
ど
う
利
用
す
る
か

は
別
に
し
て
、
機
械
の
一区
別

を
認
め
る
か
」

(守
川
氏
)

「
な
る
ほ
ど
ゲ

一
答
弁
…

i

;

ー
ム
械
に

l
岐

部
附
介
入
性
の
伯
い
も
の
と
、

間
然
性
の
怖
い
も
の
が
あ
る

が
、
ま
っ
た
く
間
然
怜
の
な

7
月
日
日

い
も
の
は
大
変
少
な
い
。
従

っ
て
そ
こ
に
燃
怖
の
要
件
を

満
た
す
場
合
も
あ
る

(
鈴

木

m
u
E

:
j
u
-
-
一
ま
っ
た
く
叩内

閣
闘
日
開
一

一

4

1

γ
:・
・
:
;
一
然
性
の
な
い
む

の
が
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か

A
K
U
会
で
そ
の
実
態
を
肥
川
慨

す
る
必
泌
が
あ
る
の
で
は
な

{れ
寸
川
氏
)

「

、、
-v

カ
a

(eJ
Hゲル』au仇

一
答
弁
・し

み

あ

げ
)
こ
う

い・
7
む
の
を
付
後
に
す
る
。

従

っ
て
、
ま
っ
た
く
技
術
介

入
だ
け
の
機
械
な
ら
対
象
に

す
る
必
要
が
な
い
が
、
そ
の

判
断
は
大
変
慎
重
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
(
鈴
本
部

長
)

二
質
問
一

「A
F
M
の
胤
常

法
改
正
は
そ
の

内
谷
に
お
い
て
大
改

引
先
"
川
人
、

j

K

1

 

正
だ
が
、
こ
れ
は
検
竹
が
ゆ
胎

で
は
な
い
か
ま
た
風
俗
間

池
山
H
内
業
は
ら
っ
と
厳
し
く
脱

制
す
べ

5
で
、
名
M
仲

'
U

江
川

少
年
を
わ
刊
吹
け
な
問
川
崎
か
ら
保

必
ず
る
法
凶
作
"
と
し
た
・
り
、

，

m業
界
か
・り
円
分
・
り
の
菜

料
を
ね
ら
い
喉
ち
し
た
と
い

う
a
小
J
を
口
わ
な
く
て
泊
ん

だ
の
で
は
な
い
か

(K
H
川

万
男
氏
H
Q
M
A
}現

行
法
の
投

一
広
回
品
汁

一

:
:一
挙
含
め
l
L
ハ
条

と
施
行
条
例
の
三
十
五
、
Lハ

条
を
も
と
に
五
十

一
条
に
な

っ
た
が
、
決
し
て
換
A
H
毎
胎

に
な
ら
な
い
。
現
行
法
の
延

長
線
卜
に
あ
る
も
の
だ
。
風

俗
間
泌
営
業
に
付
し
て
は
般

し
く
対
処
し
て
い
く
」
(
鈴

木
部
長
)

不
明
点
多
い
見
込
み
項

覚
書
の
提
出
を
要
求
す
る

:質:

:問:

ー
(次
院
で
の

修
正
内
山
什
に
つ

き
次
院
で
の
修
正
奈
川
川
山
台

と
作
成
ポ
庁
の
立
川ん
を
聞
い

た

"‘ 
.... 

し
父
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、

何
ら
法
的
な
立
味
は
な
く
、

ま
た
以
終
的
な
立
思
の
ぷ
明

で
も
な
い
。
政
府
と
し
て
の

広
忠
は
正
に
法
案
に
民
間
引
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
立
思

形
成
の
冶
トL
の
u編
成
で
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、

一
般
的

に
外
川
に
刈
し
て
公
ぷ
す
る

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
臥
与

え
て
い
る
。

資
料
の
世
山
が
な
か

っ
た
。

さ
ら
に
明
瞭
な
資
料
の
総
出

を
求
め
る
。
嚇打
祭
庁
に
会
話

し
て
答
弁
を
求
め
る
」

「述
や
か
に
努

一公
日

A汁

一

-

カ
す
る
」
(
鈴

木
部
長
)

.

.
一
-
j
i--一

「
A
I
の
は
阪
本

相

同

時

間

一

一

lie-'ol-
-一
の
コ
ピ
!
と
い

う
立
味
を
隊
必
し
て
お
く
。

次
に
、
八
号
A
VU
業
を
新
設
し

た
思
山
は
な
に
か
。
栄
治
院

で
は
レ
I
W
党
と
も
こ
の
点
を

桁
倒
し
て
い
る
。
終
介
を
読

む
と
抑
伐
の
沿
削
刊
に
は
寸
前

が
多
過
v
u
、
品
川
引
き
が
日
な

っ
。
淀
川介
と
の
川
A
Hい

も

N

A
O
と
は
か
な
り
や

勺
て
い

る
が
、
そ
の
他
と
は

.
H通

行
。
朴
判
決
的
に

こ
の
法
案
を

け
ん
る
と
、
疑
似
脳
陣
を
公
必

し
、
少
年
に
燃
仙
川
純
刊
の
機

会
を
公
認
す
る
。
こ
れ
は
や

っ
ぱ
り
大
阪
の
賂
凶
遊
技
機

事
件
が
符
祭
に
与
え
た
シ

ョ

ッ
ク
が
大
き
か

っ
た
た
め
、

大
阪
の
か
た
き
を
江
戸
で
討

つ
と
い
う
感
的
が
込
め
ら
れ

た
よ
う
な
悠
じ
が
す
る
。
だ

が
大
阪
の
引
件
は
帥
問
問
機
駅
北

い
れ
と
符
祭
の
婚
治
で
は
な
い

か
L

(
佐
川
崎
氏
}

「
大
阪
の
恒
作

一

答

弁

一

・

:
l

h

::・

をノ
4
・M
に
出
レ

て
、
そ
の
般
的
で
こ
れ
を

h

d

叶
刈
匁
に
す
る
と
か
F
J
え
た

こ
と
は
な
い

(
以
ド
は
光
と

川
じ
終
弁
)
」
(
鈴
木
部
長
)

一
O
O
i
-
-
i
J

「総
長
は
限
会

一
Ji--・
;
:一

ゲ
ー
ム
機
の
い
作

伐
を
け
必
定
し
な
い
か
ら
、
削
叫
A
引

の
附
同
機
に
す
ぐ
品
位
抗
す
る

後
}
修
正
行
の
立
川
か
布
佐

解
釈
と
な
リ
、
そ
れ
を
行
税

げ
が
仲
休
刊
砂
附
す
れ
ば
い
い
の
に

倣
必
し
な
い
修
正
者
の
立

と
J『
J
n
う
が
、
そ
れ
は
や
り
が
う
。

健
全
ゲ
l
ム
機
は
外
す
べ
き

だ」

(佐
泌
氏
)

「健
全
出
闘
が
あ

一

答

弁

一

;

!

::一

zv-
』長」シ」
M
m
M
川

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
別
の
削

組
。
必
ら
ず
し
む
現
金
の
山

る
防
除
機
に
変
質
す
る
と
は

J
わ
な
い
勝
敗
が
決
す
る

か
、
点
数
が
出
て
く
る
も
の

は
賭
博
に
佼
わ
れ
う
る
し
、

現
に
そ
う
い
う
例
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
ゲ
ー
ム
機
に
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
実
は
非

常
に
簡
単
に
他
の
ゲ
l
ム
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
従

っ
て
ゲ
ー
ム
の
内

谷
に
よ
っ
て
区
分
す
べ
き
で

な
い
」
(
鈴
木
部
長
)

;
:
:
:
:一

「
健
全
機
で
も

臼
白
岡

H
a

一:;:・・1:一

術
協
同
で
き
る
と

い
う
m
h
FM
な
ら
、
ゴ
ル
フ
で

も
な
ん
で
も
で
き
る
わ
け
で

総
織
と

E
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
泌

.K
は
機
械
の
ソ
フ
ト
を

ち
ょ

っ
と
変
え
れ
ば
い

つ
で

も
郎
博
機
に
な
る
と
日
っ
て

い
る
が
W
M
が
あ
る
か
」(
依

泌
氏
)

寸
問
.也
に
し
て

一
忽
回
品
汁
一

い
る
の
は
営
業

と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も

の
。
ま
た
機
械
は
簡
単
に
変

え
ら
れ
る
。
非
常
に
簡
単
な

も
の
は
カ
セ

ッ
ト
一

つ
変
え

る
だ
け
で
ゲ
l
ム
内
谷
が
変

わ
る
も
の
が
あ
る
」
(
鈴
木

部
長
)

一日
;
:
:
:
一

「健
全
機
と
不

岡
剛

Ma

一
:
:
:
:
:一
健
全
機
で
は
、

保
作
然
、
料
金
殺
入
口
が
ち

が
う
ば
か
リ
か
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
の
表
ぷ
内
容
む
ち
が
う
。

郎
防
の
場
合
は
数
が

m滅
す

る
が
、
他
h
h
機
の
場
合
は
減

る
だ
け
。
委
H
N
H
K
に
咲
ボ
す

る
。

こ
こ
に
・

一つ
機
械
を
持

っ
て
米
て
、
そ
ん
な
に
附
山
下

に
い
く
か
い
か
な
い
か
技
術

お
を
入
れ
て
実
-Aし
て
ほ
し

い
」

(
佐
藤
氏
)

委
は

長
は
「
特
別
の
要
求
」
と
し

て
埋
事
会
で
検
討
す
る
こ
と

凶
が
く
み
と
ら
れ
て
い
な

い

の
で
は
な
い
か
」

(
ぶ
川
総

氏
H
社
会
)

「
併
ハ
山
同
小
跡
制
限
の

…

答

弁

…

l

i

;

f

l

W
M
u
aく
紘

一打
法
の
仙
竹
内
で

(
伝
人
り
な

ど
}
修
.比
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
L
(
符
術
庁

・
:
♂
汀
・以
山
口
}

ト

ei
-
-
-
:
:一

「
修
正
い
引
が
立

組

同

一

白

一

J

一O
E
・o・-::一

M
を
ぷ
附
し
て

い
る
の
に
、
修
正
し
て
も
川削

減
な
し
と
は
ど
う

い
う
こ
と

か
」

(
ぷ
山
氏
)「孔

斤
去
が
御

一
答

弁

一

J

J
j

;

1

山市
な
た
め
、
疑

念
が
な
い
よ
う
念
の
た
め
に

規
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
規

定
を
取
っ
た
か
ら
変
化
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
(三

4 ・a

;質iLL
:問:!巳

「修
Tt
μ
引
の
立

凶
を
地
行
に
当

っ
て
厳
胤
に
守
っ
て

い
け
る

か
」(
佐
川
時
三
.
行
氏
H
社
会
)

可決
院
で
は
必

咲
な
修
正
が
加

任:…・一 tfJ~ l~~ うて jたをえ jq:
が :員;) 月Jが 」 巡，必卜 ら :首 ;

名 ， し .j-~ 111の分 it ， _件 :
心;問: て つ川 し似.fI1¥た;弁
。 ー いた 川 て行 桝の.

くよ 大いら しと
」 う luさ |・ 、か
( に ) た分まら
三 隊 。い附 た
).1: J I ~ -.とま 十J-そ
i乏に 大，141え';i'，:i l 

「法
家
に
は
下

位
法
令
へ
の
委

指
則
の
伴
な
う

も
の
も
あ
る
が
、
ぶ
法
案
は

罪
刑
法
定
主
ぷ
に
反
し
な
い

か
」
(
佐
泌
氏
)

「
十
位
法
令
へ

一
公
園
品
汁一

の-安
打
は
技
術

的
、
細
川
的
な
も
の
で
、
山
非

行
法
定
キ
必
に
反
し
な
い
。

提
山
し
た
ド
似
法
人
H
礼
込
み

が
川
は
で
き
る
だ
け
ぶ
し
く

し
た
‘
(
鈴
木
。
泌
氏
)

「
こ
の
川A~人
一み

一
質

問

一

1

4

6

市
ド

M4
に
は
，
な

ど
H
が
多
す
ゲ
る
。
H
な
ど
u

で
は
な
く
成
文
を
叫
山
さ
せ

る
よ
う
、

m
h七
会
で
検
川
し

て
ほ
し
い
'
(
佐
泌
氏
)

，... a・‘

を
約
束
。

一
:
:
:
ト
:
…

「
八
ぢ
営
業
の

i

1

・

一
-
:
:
::
:一
線
定
文
中
、
旅

館
業
ぷ
々
の
解
釈
を
・
・
小
せ」

(三
治
主
的
氏
H
民
社
)

「

.4
1町
E

・
1
乙

・

答

弁

一

l

c

;
i

J

・
・
施
設
は
原
則
と

し
て
対
象
に
な
る
が
、
カ

ツ

コ
内
の
も
の
は
除
く
と
い
う

こ
と
」

(
磐
-
M
M
庁
保
安
部

・

占
山
防
犯
謀
長
)

:
:
:
い
いJ

「
オ
ー
ト
レ
ス

国

両

日

同

.

一
-
i
:・
1
:
一
卜
ラ
ン
に
は
ア

ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
マ
シ
ン
を

置
く
の
が
あ
り
、
長
距
離
ト

ラ

ッ
ク
の
運
転
手
が
遊
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
は
対
象
外
に

な
る
か
」
(
三
治
氏
)

「オ
ー
ト
レ
ス

一
円合

A

汁…

i

:
:
ぃ
ト
ラ
ン
に
も
形

態
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
八

号
営
業
に
当
た
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
ゲ
ー
ム
喫
茶
と
同
級

熊
仰
と
少
年
非
行
の
問
題
が

あ
る
。
大
き
な
脂
舗
の

一
角

に
わ
ず
か
し
か
附
い
て
い
な

い
場
合
は
除
外
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
う
る
。
辺
川
北
川
巾
を

統
.
し
て
い
き
た
い

」

(
鈴

木
部
長
)

-
J
olo::一

「
オ

|
卜
レ
ス

i
f
-

一
:
:
:
:
汁
:
一
ト
ラ
ン
は
風
俗

営
業
か
ら
は
ず
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
H
特
別
な
事
情
の
あ
る

目
。
は
週
休
二
日
制
の
村
会

情
勢
を
考
慮
し
、
金
曜
の
夜

と
か
延
ば
し
て
ほ
し
い
」
(三

治
氏
)

「通
産
省
と
の

・
付
合
品
汁
日

I

聞
で
休
日
一広
々

を
定
め
う
る
と
し
て

い
る
が

問
題
は
社
会
的
に
許
容
さ
れ

る
か
ど
う
か
だ
」

(
鈴
木
部

長
)

J
ol
-
-
:
:一

「
小
川
釧
の
喫

i

t

-

一
:
:
:
J
10
〕
茶
山
や
オ

l
卜

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ゲ
ー
ム
搬
を

近
い
て
い
る
場
介
、
山
H
K
が

mN剛
山
者
を
ぷ
ね
て
い
い
か
。

ま
た
喫
茶
山
へ
リ
ー
ス
し
て

い
る
業
お
が
管
理
者
に
な
る

の
か
、L北町
吋
は
だ
れ
が
と
る

(
S
め
ん
上
段
に
続
〈
)
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る
の
は
、
本
米
特
に
ゲ
l
ム
氏
)

を
さ
せ
て
い
る
、
ヱ
一
体
で
あ
リ
、一:e
・o・
-::・一

「
主
出
バ
来
物
、

[

一
答

弁

一

尖
質
的
な
常
業
お
か
許
可
を

一:
oi・e・-0・
一
紡
来
が
定
以
的

受
け
る
こ
と
に
な
る
」

(
鈴
に
山
る
い
も
の
は
刈
象
と
し

本

部

長

)

な

い

」

(
IU
山
謀
長
)

1
.
J

，
ス
ポ
ー
ツ
J
U

-
-
園
田
園
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
質

問

一

〉
:
「
t
E
E

H
V
ふ

f
d
L乙
ト
h
弘
肌
/
崎
、

義

員

会

指

こ

侍

朱

幾

変

重

で
あ
り
、
対
象
に
す
べ
き
で

E
d
コ
a
E
t
品

T
Z
J
4
1
-
=ロロ
E

な
い
と
思
う
が
」(
版
川
氏
)

浄

化

協

会

は

天

下

り

先

か

….2
:お
…
「(
先
と
同
じ
)

帥陛令
し機
と
附
仰

っ
た
が
、
議
員
会
館
地
下
一
機
は
ソ
フ
ト
、

R
O
M
を
変

附
第
二
会
議
室
に
ゲ
|
ム
機
え
る
だ
け
で
変
え
ら
れ
る
」

を
設
前
し
て
い
る
の
で
、
後
(
市
山
課
長
)

で
けん
て
ほ
し
い
」

ペ
ト
:
:
ト
:…

「簡
単
に
交
倹

-

属

官

p

n

ロ
ド
，
、

一
Z

司
一

「
八
円
す
山
守
口
業
を
・
・
:
j
i
-
-に

で
き
る
い
と
一円
H

i

-

-

一
白
:
;
・
1
:一
新
設
す
る
忠
由
、
わ
れ
て
い
る
が
」(
原
凹
氏
)

讐
祭
向

A
で
い
う
キ
ャ
ン
プ

…
答

弁

…

「

技

術

の

発

述

ル
マ
シ
ン
に
つ
い
て

(答
弁

一'e・o・-:
:
:
・
は
持
し
く
、
カ

は
先
と
同
じ
)。

ス

ロ

ッ

ト

セ

ッ
ト
を
人
れ
凶
作
え
る
も
の

マ
ン
ン
は
瓜
米
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
あ
る
」

(
占
山
課
長
}

7

シ
ン
だ
っ
た
、
と
言
う
の

一
:
:
J
r
.
-一

「
安
円
以
会
の
後

i

1

・

か
」

(
脈
問
氏
)

一:
:;:ou--一

見
に
行
く
。
他

「
照
的
押
収
機
会
な
機
械
は
風
説
に
な
じ
ま

…悠ロ

A

汁…

に
は
ポ
ー
カ
ー、

な
い
」

(
版
刷
氏
)

ス
ロ

ッ
ト
マ
ン
ン
が
多
か

っ
一
，yt・:

?:…

「
本
体
を
変
、
え

た
。
時
博
咋
刷
機
で
な

い
も
一
:
:
-
i
・e・--
ず
に
ゲ
ー
ム
内

の
も
含
め
て
、
わ
か
り
や
す
谷
を
変
え
ら
れ
る
。
州問凶川市中

〈
砂
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
H

用
機
は
認
め
な
い
」

(
I
N
山

と
し
た
」

(
山
山
深
長
)

諜
・
長
)

一:
o
o--:
:一

「
数
日
前
ス
ロ
…
:
:
:。ト:…

「
ゲ
l
ム
セ
ン

芦

田

引

回

-

-
足
hr

n
刊

・

.・
-
i
o
-
-
:一
y
ト
マ
シ
ン
を

‘::e・o・
-h:一
タ
ー
で
補
導
し

や
っ
て
み
た
が
絵
が
介
わ
ず
た
少
年
の
数
を
一示
せ
。
業
界

州
自
く
も
な
い
。
し
か
し
お
の
門
主
総
制
て
前
可
対
象
か

金
が
山
る
と
賭
時
に
な
る
危
ら
外
さ
れ
る
条
件
は
何
か
」

険
性
が
あ
る
」

(原
凶
氏
)

(

原
間
氏
)

…:白
:0.弁

;…

「
現
金
が
出
て
…

答

弁

…

'}札川。/、井」eu

遊
技
の
結
果
が
定
砧
的
に
出

た
り
す
れ
ば
、
営
業
者
い
か

ん
で
賭
博
に
使
用
さ
れ
う
る
。

た
ま
り
場
も
あ
り
八
号
営
業

と
し
た
」

(十川
山
課
長
)

一一
トト::ト
ト
:一

「
そ
の
他
の
遊

i

1

・

ぃ:・:10・一

校
設
備
と
は
何

か
」

(
原
悶
氏
)

「
づ
ノ

i
j
y

f

t
l
、

一
法
ロ
品
介
一
・
1

ノ

一
d
i
o--:
:
一
ア
ー
ケ
ー
ド
マ

シ
ン
、
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
な

ど
い
ろ
い
ろ
」
(凸
山
課
長
}

:
:0・

:J
「
明
ら
か
に
館

開
臣
F

M

同

・

.
ぃ
・;
:
1
:
一
全
な
も
の
は
対

象
外
に
で
き
る
か
」

(
胤
凶

( 6 ) 

(5
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
)

の
か
」
(
三
治
氏
)

「
営
業
お
は
符

一日合

h
A

汁一
oo--;一即
4
刊
を
旅
ね
る

こ
と
が
で
き
る

。
許
可
を
と

第三事F垂F>便物認、可

7
月
白
日

第243号

一
:
:
:
ト
:
…

「
下
位
法
令
へ

一
一;・
1
0・
一
の
委
任
が
多
く

向
紙
安
任
と
の
戸
も
あ
る
。

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
議

議
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で
政

令
等
を
検
討
す
べ
き
だ
と
本

会
議
で
提
楽
し
た
が
、
な
ぜ

大
臣
は
質
成
し
な
い
の
か
」

(
原
問
立
氏

1
公
明
)

「
立
系
段
階
で

…

答

弁

…

-
L

は
胤
俗
問
題
惣

談
会
に
治
り
、
各
省
庁
と
も

話
し
合
勺
た
の
で

一
万
的
・仏

系
で
は
な
い
」
(
川
川
大
臣
)。

「
卜
位
法
令
作
成
に
つ
い
て

は
懇
談
会
な
ど
各
方
面
の
立

見
を
聞
く
」

(
鈴
木
部
長
)

一
:i
r
-
-…

「三
月
五
日
の

i

1

・

-ir-
-::一
胤
俗
問
題
懇
談

会
の
参
加
打
か
」
(
原
則
氏
)

「
こ
れ
を
h
r
心

一
答
品
汁
一

t

J

¥

に

寺

門

家

や

業
者
の
窓
口ん
を
反
映
さ
せ
て

い
く
」
(
鈴
木
部
長
)

一
::
:
十
:…

「
修
正
さ
れ
た

一
:
j
e
---一
年
少
将
の
八
号

営
業
入
場
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
は
何
段
、
何
時
を
い
う

か
」

(
原
則
氏
)

「
ト
中
学
主
主

一
答
弁
一

リ
t
イ

J

1

:
:・
も
勺
と
早
い
時

刻
で
家
へ
帰
す
べ
き
と
い
う

こ
と
で
、
条
例
で
決
め
ら
れ

る
が
、
例
、
え
ば
日
没
時
が
考

え
ら
れ
る
」
(
鈴
木
部
長
)

|
|
以
上
で
昼
休
み
と
な

っ

た
が
、
川
崎
市
ヂ
懇
談
会
が
長
引

き
午
後

一
時
か
ら
約
一
時
間

中
断
。
委
員
長

「
先
般
の
審

議
の
際
、
仲
れ
必
委
員
か
ら
の

南
京
消
に
よ
り
、
ゲ
ー
ム
機
を

見
学
し
検
討
す
る
こ
と
に
な

1984年9月1日
"..、

高

風
俗
営
業
の
規
制
等
の

改
善
対
策
確
立
に
関
す

る
決
議

第三械郵便物留、可

ヘ参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
J

f

昭
和
五
十
九
年
八
月
七
日
」

風
俗
営
業
等
取
締
法
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
家

(以

下
、
本
法
)
は
、
最
近
に
お

け
る
少
年
非
行
の
嶋
大
と
風

俗
世
掬
境
の
変
化
と
い
う
実
的

に
か
ん
が
み
、
あ
か
ら
さ
ま

に
性
を
売
り
も
の
に
し
た
産

業
等
の
規
制
を
は
じ
め
規
定

の
懸
備
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
本
委
員
会
と

し
て
は
審
議
の
経
過
に
か
ん

が
み
、
凶
M

氏
の
基
本
的
人
権

と鵬
首
祭
資
務
と
の
関
係
及
び

法
形
式
等
に
つ
い

て
継
続
的

に
調
俗
、
検
討
を
行
う
も
の

と
す
る
。
政
府
に
お
い

て
も
、

法
の
運
用
に
当
た
っ
て
慎
重

を
期
す
る
と
と
も
に
、
所
要

の
再
検
討
を
加
、
え
る
べ
き
で

あ
る
。

な
お
、
本
法
の
随
行
に
当

た
っ
て
は
、
政
府
は
、
次
の

諸
点
に
つ
い
て
諮
問
処
す
べ
き

で
あ
る
。

一

少
年
の
健
全
な
保
護

育
成
は
、
家
庭
、
学
校
、
社

会
教
育
の
充
実
を
基
本
施
策

と
し
、
当
而
す
る
少
年
非
行

の
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
関

係
機
閉
め
協
力
を
緊
衡
に
し
、

総
合
的
科
学
的
調
査
の
上
有

効
な
対
策
を
際
立
す
る
と
と

も
に
、
現
下
の
世
相
に
か
ん

が
み
、
性
病
の
予
防
及
び
売

春
の
防
止
に
つ
い
て
も
更
に

従
来
の
「
風
俗
営
業
」

戦
後
昭
和
二
十

三
年
に
「
風
俗

営
業
取
締
法
」
で
風
師
営
業

と
な
っ
た
の
は
①
待
合
、
料

削
位
向
、
カ
フ

エ
ー
な
ど
、

②

キ
ャ
バ
レ
ー、

ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
な
ど
、

解
説

③
玉
突
場
、
麻
雀

屋。

二
十
九
年
に
は
バ
チ
ン

コ
屋
が
加
わ
り、

三
十
年
に

七
突
坊
が
外
さ
れ
て
い
る
。

三
十
四
年
の
改
正
で
現
行

徹
底
を
則
す
る
こ
と
。

二
本
法
の
山
込
用
に
当
た

っ
て
は
、
職
権
の
濫
用
を
い

ま
し
め
る
と
と
も
に
、
表
現

の
自
由
、
営
業
の
'
阿
山
間
等
態

法
で
保
隊
さ
れ
て
い
る
基
本

的
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
似
重
に
配
慮
す
る

、」シ」。三

風
俗
営
業
者
へ
の
婦

導
に
当
た
っ
て
は
、
営
業
の

自
由
を
最
大
限
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
管
制也
必
制
度
に
つ

い
て
は
、
営
業
の
肉
、主
性
を

版
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
営
業
者
の
立
場
を
ウ

重
し
て
特
に
恨
章
一
に
遜
用
す

ヲ@、」
、と
。

四

「
牢
京
キ
寸

-

J

f
-
の
意
義
に

「
昭
和
五

l
七

年
で
全
補
導
ぷ

数
行
二
十
川
力
人
。
常
業
所

関
係
で
は
|
ニ
ル
凹
「
人

G

う
ち
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
附

力
二

T
人
て
三
分
の

e
を
山

め
て
い
る
」

(
鴨
川
察
庁

・
山

凶
少
年
課
長
)
。
「
業
界
が

'H
、
正
規
制
の
努
力
を
し
て
い

る
の
は
知

っ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
問
題
が
な
く
な

ら
な
い
。
組
織
ド
郎
J
U
低
い
。

山
キ
胤
制
で
解
決
で

5
る
保

証
が
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
」

(鈴
木
部
長
)

.5

司

…

「似
岡
県
の
協

e
z
E
P

日

μ
-

・0・・-

会
の
州
場
合
は
ど

う
考
え
る
か
」

(
原
則
氏
)

「司
、
王
剖
北
川
、
』

一

答

弁

ド

ベ
l

-三
J
qH
J

:
:・
も
か
か
わ
ら
す

攻
尖
に
は
川
県
で
二
十
件
、

行
川
十
別
人
検
挙
さ
れ
て
お

り
慨
し
い
」

(
鈴
木
部
長
)

.jJi--一

「
浄
化
協
会
が

日

開

哲

-

・
:
:
:
:
一
ど
う
も
す

っ
き

り
し
な
い
。
防
犯
協
会
の
資

料
提
出
を
求
め
る
」

|
!

委

只
長
は
剣
山
れ
会
で
検
討
す
る

と
約
来
。
「
浄
化
協
会
は
山
内

山
山
小
一
日
の
パ
ド
リ
先
と
い
う
こ

と
か
」

(
尚
杉
姐
忠
氏

l
社

会品

)

「
ド
ヘ
.hl
}
ノ
レ

-+AF

一昨
合

A

汁
一

2

l

，‘
J1

と、
7
ν
、っJUF札

か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
防

犯
協
会
に
栓
験
お
が
入

っ
て

行
く
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、

本
当
に
天
下
り
先
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
新
し
く
作
っ
て
い

(鈴
木
部
長
)

〈

制
制
作
の

m.山
は
、
川
町
怖
が
多

い
か
ら
て
は
な
い
か
。
押
収

機
の
純
似
を
け
パ
体
的
に
ぶ
せ
、

(
山
崎
村
氏
)

「加制点札叩北品川+。

一
答

品介

一

I

f
J
[
l

そ
の
と
お
り
。

た
だ
社
会
の
実
状
が
変
化
し

て
お
り
機
的
の

K
別
が
如
し

く
な

っ
て
き
て

い
る
。
イ
ン

ベ
l
ダ
l
、
ス
ポ
ー
ツ
も
の

で
も
約
三
行
白
押
収
し
て
い

る
」

(lu
山
課
長
)

ハ
:
;
::一

づ

ι卜
七
年
中

相

関

叫

白

一

一
J
U
-
-
:
::
一
の
検
挙
状
況
で

押
収
機
六
千
利
行
五
ト
八
台

の
う
ち
ポ
ー
カ
ー
、
ス
ロ

ッ

ト
マ
シ
ン
、
屯
光
点
滅
点
、

ル
ー
レ
ッ
ト
を
引
く
と
ご
ト

ムム
け
と
な
る
が
、
こ
の
中
に

健
令
一機
は
例
ム
け
あ
る
か
」(
出

杉
氏
)

「二
十
主
力
は

一
日
合
品
汁

一

--

;

ロ
1
1
0
/
川

J
l
t
v瓜

1
同
転
式
で
あ
り
、
健
全
機

と
は
別
で
あ
る
。
仙時
全
機
は

三
L

円
台
押
収
し
て
い
る
」(
山

山
課
長
)

一
:::ト:…

「
い
ず
れ
に
せ

i

1

・

ぃ
:
・0
:
:一
よ
健
全
な
ゲ
ー

ム
機
約
バ
ト
力
ム
円
中
わ
ず
か

な
も
の
で
は
な
い
か
」

(
高

杉
氏
)

「rh
十
が
れ
か

一公
園
A

汁
一

ど
う
か
定
か
で

な
い
。
要
は
附
博
の
や
り
方

が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
機

械
を
分
け
る
と
対
象
外
の
機

的
で
賭
問
を
行
な
う
者
が
山
山

て
く
る
」

(
鈴
木
部
長
)

一一・:
:::一

「
附
博
機
か
ど

諸

問

一
一

|
J

d

;
:
:
!
川
:一

う
か
を
ゲ
|
ム

内
谷
で
区
別
で
き
な
い
か
。

ビ
ン
ゴ
と
フ
リ

ッ
パ

!
の
区

別
は
ど
う
か
」

(
高
杉
氏
)

「
ビ
ン
ゴ
ー
佐

・笈
ロ
A

汁
一

e

校
総
の
の
八
へ

半

を
入
れ
数
千
配
列
で
得
点
いか

よ
小
さ
れ
、
フ
リ

ツ
ハ
ー
は

焔
ち
て
く
る
五
を
勿
ひ
れ
υ
子

で
打
ち
|
げ
件
山
…
を
仰
る
も

の
。

フ
リ

ン
パ
i
は

ν
ひ
れ

uぬ
H

が
つ
い
て
い
る
点
が
ビ

ン
ゴ
と
述
、
っ
」(
l
H
山
謀
長
)

7
月
引
日

説
明
会
使
用
機
を
め
ぐ
り

そ
の
特
殊
性
の
追
及
開
始

-
E
:
:
:
:一
「
テ
レ

ビ

ゲ

|

国
司

M
肉一

-

一:o
o--::一

ム
機
に
は
偶
然

性
の
強
い
も
の
と
、
技
術
介

入
性
の
高
い
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
を
作
察
庁
の
資
料
丸
十

八
年
十
二
川
の

ρ

胤
俗
以
附仰

の
特
徴
的
傾
向
H

で
も
灰
別

し
て
い
る
で
は
な
い
か
」(
尚

杉
氏
)

，.、""、
が
お
し
い
現
状
に
か
ん
が
み
、

彼
術
上
の
規
絡
の
検
討
に
際

し
て
は
、
学
叫
州
統
験
者
及
び

業
界
代
表
等
第
三
者
の
意
見

を
総
取
し
て
前守番
一一し
、
機
械

の
幽

一
化
を
閉
叩
い
た
り
、
時

代
の
ニ

ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

技
術
開
発
を
遅
泌
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
運
用
に
特
段

の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

七
広
告
及
ぴ
宣
伝
の
規

制
に
当
た

っ
て
は
、
公
正
か

っ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

そ
の
基
準
の
明
様
化
を
図
り
、

都
道
府
県
鵬
首
祭
の
第

一
線
に

至
る
ま
で
周
知
徹
底
す
る
こ

。
'r』

八

風

俗

山
附
述
営
業
に
つ

い
て
は
、
売
泰
防
止
法
等
に

「
首
噂
こ
皮
わ

-
答

弁
一

H

|
』

j

・
i
e
o--oo--一

れ
る
遊
校
機
に

明
維
な
定
義
は
な
い
。
使
う

い引
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く

の
て
、
ゲ
ー
ム
内
谷
で
区
別

す
る
と
脱
法
行
為
が
山
て
く

る
」
(
ト
川
山
課
長
)

一-i・e・-10.一

「
何
年
十
二
月

i

1

・

-
'li・ee・o・-:一

に
発
表
さ
れ
る

本
部
長
)

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ

たが |:-J-:川 |つ.師。
。 、タ;合 j氏業 :貝

立 |: ;) ift:
J ~.!. 1ぬ:弁: 会:問j
Aが 会 と
M合に jlt 「 JIメ
Mわ人十JJ畑仁 どン
Aずつは業 う!、
の肉If.てオ |ぬ か マ
~ II!Lいぺ会 L シ
立したレも ，tiン

の
改
必
同
等
に
関
す
る
い
や
碩
が
、

本
米
地
万
公
共
同
体
の
法
山中

的
事
務
で
あ
る
こ
と
に
も
配

怠
し
、
ま
た
、
川
川
究
会
等
を

設
置
し
て
、
広
く
れ
界
の
立

見
を
削
〈
、
}
と
等
に
よ
り
、

法
の
巡
別
に
世
間
り
な
さ
を
則

参
院
• 
地
行
委
(8
月
7
日
)で

採
択
さ
れ
た
特
別
決
議
文

つ
い
て
は
、
社
会
通
念
LL
風

俗
営
業
と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
維

な
必
準
を
定
め
、
し
意
的
な

業
態
変
更
と
な
ら
な
い

よ
う

都
道
府
県
鈴
奈
の
第

一
線
に

至
る
ま
で
周
知
徹
底
す
る
こ

介、五
ぱ
ち
ん
こ
屋
な
ど
七

回
す
営
業
に
か
か
る
一
許
可
の
耐え

新
期
間
に
つ
い
て
は
、
他
の

営
業
と
の
終
合
を
は
か
る
よ

う
速
か
に
姶
演
す
る
と
と
も

に
、
ゲ
ー
ム
機
の
規
制
の
作

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
こ
と。

六

遊

戯

機
の
技
術
革
新

法
の
一
号
か
ら
七
回
す
ま
で
の

風
俗
営
業
が
援
備
さ
れ
、
こ

れ
と
と
も
に
風
俗
営
業
で
な

い
川
崎
制
営
業
も
同
法
が
扱
う

こ
と
に
な
っ
た
。
現
行
法
の

胤
俗
営
業
は
①
キ
ャ

バ
レ
ー

な
ど
、
②
待
合
、
料
周
一版
、

カ
フ
エ
ー
な
ど
、
③
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
な
ど
、

④
ダ
ン
ス
ホ

ー
ル
な
ど
、
⑤
低
附
…
皮
飲
食

応
、
⑥
区
画
協
飲
食
問
、
⑦

麻
雀
屋
、
パ
チ
ン
コ
崖
な
ど
。

風
俗
営
業
で
な

い
規
制
営
業

基
づ
き
今
後
と
も
有
効
適
切

な
取
締
リ
に
北
初
め
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
法
の
樹
を
逃

れ
る
脱
法
的
な
形
態
の
営
業

に
つ
い
て
も
述
反
の
取
締
り

を
強
化
す
る
こ
と
。
な
わ
ね
、

あ
か
ら
さ
ま
に
性
を
売
り
も

の
に
し
、
人
聞
の
尊
厳
を
傷

つ
け
る
営
業
及
び
行
為
に
つ

い
て
は
公
共
の
立
場
か
ら
こ

れ
を
厳
し
く
規
制
し
、
現
に

届
け
出
し
て
営
む
胤
俗
関
連

営
業
に
つ

い
て
も
そ
の
笑
効

を
係
保
す
る
こ
と
。

九
本
法
に
法
づ
く
政
令

等
の
制
定
及
び
本
法
の
一
連
用

に
当
た
っ
て
は
、
風
俗
環
境

は
川
悼
佼
飲
食
活
か
ら
始
ま
り
、

四
十

一
一年
に
ト
ル
コ
風
品
と

ス
ト
リ

ッ
プ
劇
場
、
四
十
七

年
に
モ
ー
テ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ

加
え
ら
れ
た
が
、
成
制
営
業

に
対
す
る
規
制
は
さ
ほ
ど
効

果
を
挙
げ
て
い
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

今
凶
の
法
改
正
は
風
俗
営

業
に
八
号
常
業
を
加
え
、
川崎

制
営
業
を
「
風
俗
閑
述
営
業
」

と
し
て
規
制
す
る
も
の
で
、

大
幅
改
正
と
さ
れ
て
い
る
。

す
こ
と
。

十

仙
台
祭
峨
只
の
立
入
り

に
当
た
っ
て
は
、
次
の
山
…
に

儲
志
し
て
、

い
や
し
く
も
戦

権
の
滋
用
や
正
当
に
や
け業
し

て
い
る
者
に
無
用
の
負
仰
を

か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適

正
に
選
別
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
旨
都
道
府
県
併
祭
の
第

一
線
に
孟
る
ま
で
刷
知
徹
底

す
る
こ
と
。

-
L
U一入
り
の
い
打
伎
は
で

き
る
限
り
避
け
る
こ
と
と
し
、

な
る
べ
く
公
安
委
員
会
が
求

め
る
報
告

X
は
資
料
の
提
出

に
よ
っ
て
・
品
川
ま
せ
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
当
該
報
告
又

は
資
料
の
袈
求
に
当
た
っ
て

は
、
今
回
の
法
改
正
の
紐
旨

に
か
ん
が
み
、
胤
俗
閑述山一円
内

業
の
川
胤
制
の
目
的
に
重
点
を

逝
い
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
特
に
風
俗
営
業
に
つ

い

て
は
、
そ
の
内
谷
、
M

刊
餓
及

び
回
数
に
つ
い
て
基
地
下
を
明

ら
か
に
し
、
行
政
上
の
帰
導
、

税
収
川
、
助
長
の
た
め
必
要
般

小
限
度
の
も
の
に
限
定
す
べ

き
で
あ

っ
て
、
犯
罪
惚
伐
の

目
的
や
他
の
行
政
片
的
の
た

め
に
こ
の
肌
之
を
川
い

て
は

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
従

っ
て
、
正
当
に
常
業
し
て
い

-，.‘ 

けん
を
聞
こ
う
と
し
た
が
、
絶

対
反
対
な
の
で
聞
け
な
か

っ

た
」

(
鈴
木
部
長
)

一一
十
:

JI--目
…

「三
月
五

H
の

i

1

・

一
:
;
:
:
;
一
訂
以
行
懇
談
会

の
メ
ン
ハ
ー
を
ぶ
せ
」

(
心

村
山
氏
)
|
|
i
u
山
謀
長
が
メ

ン
バ

ー
ぷ
を
読
み
卜
げ
る
。

「
マ
ス
コ
ミ
と
大
学
問
係
者

そ
れ
に
山内
察
庁
の

、
'v
，
、
。

カ
4
Jし

る
者
に
無
期
の
魚
川
一
を
併
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
正

に
巡
用
す
べ
き
で
あ
る
と
と

も
に
、
本
法
の
巡
別
に
関
係

の
な
い
ほ
れ
埋
帳
簿
等
を
従
山
山

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

2

立
入
り
は
、
都
道
府

県
公
安
安
員
会
の
判
断
に
よ

り
行
い

、
そ
の
結
巣
は
必
ず

上
司
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
、

立
入
り
の
行
使
に
際
し
て
は
、

本
法
の
桁
導
に
当
た
る
旨
を

明
示
す
る
特
別
の
詞
明
書
を

提
不
す
る
こ
と
。

十

一

少
年
指
導
委
員
は
、

現
在
地
打
公
共
団
体
に
前
か

れ
て
い
る
少
年
補
導
委
員
等

と
問
機
、
そ
の
活
動
は
何
ら

強
制
力
を
伴
わ
ず
、
ま
た
少

年
の
犯
罪
を
摘
発
す
る
も
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
任

怠
に
風
俗
営
業
等
に
係
る
L利

害
環
境
か
ら
少
年
を
守
る
も

の
で
、
少
年
の
人
権
を
得
議

し
そ
の
総
会
育
成
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周
知

徹
底
す
る
こ
と
。

十
二

風
俗
球
岐
浄
化
協

会
は
、
営
業
に
関
与
す
る
も

の
で
は
な
く
、
民
間
に
お
け

る
環
成
作
化
の
機
泌
を

一
一廊

崎
り
上
げ
る
た
め
に
あ
く
ま

で
件
発
活
動
等
任
意
的
な
活

動
を
行
う
題
行
の
も
の
で
あ

る
の
で
、
指
定
に
当
た

っ
て

は
、
こ
の
凶
世
田
に
め

い
法
市

を
明
般
に
し
、
ま
た
、
そ
の

巡
併
に
つ
い
て
は
、
野
山
内
小
の

関
与
を
避
け
、
業
界
の
協
力

は
山
主
的
な
も
の
と
し
、
関

係
業
界
か
ら
の
市
附
は
ボ
め

な
い
こ
と
。
ま
た
、
行
政
当

上
位
寸
の
権
限
を
一
切
臼
す
こ

と
の
な

い
よ
う
配
慮
す
る
こ

レ
」
。トれ

決
ぷ
す
る
。

「
e
-

し
1
L

、it
-
-

停
ヨ
ミ

aリ
-

ノ

1
1
L

一
J
i
-
-
小
:
…
品
以
会
航
地
ド

会
議
主
に
投
前
し
、
地
行
会

ハ
ハ
に
必
川
し
た
ゲ
l
ム
機
は

屯
山
県
法
の
検
作
に
A
H
約
し
て

い
る
か
」

(
い
け
川
杉
氏
)

--一

「
は
っ
き
り
惜
の

い
忽
回
品
汁
一

え
ら
れ
な
い
」

(
辿
時
中
n
資
似
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
公
低
下
業
部

・
J
r
凶
伝

一

郎
技
術
川
部
長
)

一一
日
;
e
i
-
-一

「
通
・斗
.
符
が
紘

一時
貝
抗
ロ

一

・

ぃ

j

i
--一

必
で
き
な
い
も

の
を
な
ぜ
民

一小
し
た
の
か
」

(
佐
総
氏
)
|
|委
民
長
「
鮮

烈
山
げ
が
山
し
た
機
械
に
つ
い

て
活
必
の
い札
会
い
を
委
員
長

は
安
必
し
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
は
技
術
的
に
簡
単
に
改
造

で
き
る
か
ど
う
か
を
比
て
も

ら、
7
た
め
だ
っ
た
か
ら
」。

鈴
木
部
長

「
休
必
委

μ
の
一妥

結
に
よ
り
先
小

H
に
けん
て
も

ら
う
た
め
民
心
し
た
。
機
械

は
市
以
さ
れ
て
い
か
も
の
て

問
題
る
い
」

|

|
こ
の
や
り

と
り
で
約
五
分
間
小
断
。

一
:
:
:
1
:…

「
咲
い
水
し
た
ゲ

6
0ぉ
P

回
目
H

H

-

一

」

|
ム
機
は
ヤ
ミ

以
一の
集
ま
り
の
よ
う
る
ゲ
ー

ム
機
で
は
志
い
。

い
つ
で
も

改
造
で
き
る
と
ペ
う
か
ら
、

そ
れ
な
ら
見
せ
ろ
と
〉
門

っ
た

の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

簡
単
に
変
わ
る
か
と
J
門
、
7
と

そ
の
よ
う
に
仕
立
て
き
た
か

ら
と
♂
う
。

こ
れ
で
は
ぷ
に

な
ら
る
い

」

(
佐
泌
氏
)。

B
-

』
の
ゲ
ー
ム
機
は
屯
取
法

上
ど
う
な
る
の
か
」

(
志
川

氏
)

「か
久
-
犯
の
限
立

一
答
弁
一

4

1

汁
川
リ

に
よ
る
z
m
rA

K
分
ら
ど
人
H
放
し
て
お
れ
ば

問
題
な
い
が
、
改
造
業
い
引
が

縦
続
し
て
行
九
ゅ
う
な
ら
厳
絡

に
検
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
る

い
」

(
ヂ
凶
深
長
)
。
「
こ

の
前
見
せ
た
機
械
の
バ
ン
プ

レ
γ
ト
が
あ
る

(
ボ
す
)。

カ
セ

ッ
ト
を
入
札
伴
、
え
る
だ

け
で
内
芥
が
変
必
で
き
る
が

ef
--
、
命
、
〉

、
、，.
ー、

ねれ山
B

刀
と
・

7
力
ぞ
か
‘
h
d
h
o
l
」

つ
き
合
い

λ
だ

o
aぜ
日
弁

連
の
ぷ
川
凡
を
聞
か
な
か

っ
た

の
か
」

(
ぶ
川
氏
)

「
一1
交
こ
凶
叫
L
9

一
答

弁

一

i
d
l
}
d

る
い弘
法
で
あ
り

H
弁
迎
に
い
則
一般
関
係
な
い
と

の
鋭
点
か
ら
。
法
務
省
か
ら

聞
い
た
」

(
鈴
木
部
長
)

ト
:
::
:一

「胤
俗
は
文
化

府

民

訓

向

一

d

一
L
oo--・1;一

と
一行
う
が
文
化

凶
体
は
ど
、
7
か
」(
ぶ
川
氏
)

「
ダ
ン
ス
数
以

一
答

弁

…

i

t
日
、

;
一
ソ

均

十じ
山
阿

L
，
人
力

そ
の
他
は
文
部
省
が
代
表
す

る
と
弘
句
、
ぇ
文
部
省
か
ら
附
い

た
」

(
鈴
木
泌
長
)

コ
ド
:
・
・
::
一

「一
一白
い
た
い
の

起』同

H
白

-

1

1

・

一
:
:
:
川
:
一
は
民
衆
の
丈
化

だ
が
、
立
系
尚
一
川村
で
聞
か
な

く
と
も
よ
い
と
の
態
度
が
う

か
が
え
る
。
だ
か
ら
何
卜
川

聞
か
け
て
事
討
議
し
て
も
次
か

ら
次
へ
と
問
題
が
山
て
く
る
。

法
案
に
反
対
す
る
お
も
山
ズ

当
然
だ
が
、
一
以
対
運
動
に
対

し
曾
察
庁
は
圧
力
を
加
え
て

い
る
の
で
は
む
い
か
。
一
候
淡

を
通
じ
て
、
党
派
を
超
え
て

危
倶
し
て
い
る
の
は
m

胃
袋
権

力
の
札
用
で
あ
る
が
、
す
で

に
そ
れ
が
出
て
い
る
」

(ぶ

山
氏
)

「
そ
の
よ
、
7
な

こ
と
が
な
い
よ

(三
井

一
公
園
品
汁
一

う
指
導
し
て
い
る
」

長
宵
)

日
:::トト:一

「
七
月
二
十
・
ハ

i

1

・

一
-
u
j
j
:
一

H
ゲ
|
ム
機
の

倹
説
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ

は
h
J
凶
、
佐
川
肺
刷
会
日
以
の
安

ボ
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、
問

題
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
ゲ
ー

ム
機
が
あ
ら
か
じ
め
セ
y
卜

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
業
界

(
凶
体
)

が
い
く
つ
も
あ
り
、
当
然
利

そ
こ
へ

(山
山
諜
・hk
)

一一ト
1・・0
・1ト

:…

「
辺
派
符
と
の

屋

市

タ

伺

n
n
・

了
解
いや
川
に
つ

い
て
、

J
m
泣
設
備
の
技
術

ト
し
の
法
布
。
は
八
H
ゲ
品
将
来
の

ゲ
ー
ム
機
の
ゲ
ー
ム
内
山
谷
を

定
め
る
も
の
で
な
い
、
と
あ

る
が
、
ト
〈
引
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
ー

ム
機
な
ど
は
ど
、
7
か
t

(
白川

杉
氏
)

「
ゲ
ー
ム
セ
ン

一袋回

A

汁
一

}タ
ー
の
以
柑
，
は

本
米
の
仙
川
附
川
機
を
山
内
川
じ
る
ほ

か
、
ハ
チ
ン
コ
と
刷
機
の
法

ψ
・を
定
め
る
。
大
川
L
ド
ラ
イ

ブ
ゲ
l
ム
機
は
以
準
を
満
た

す
」

(
鈴
木
綿
長
)

一一
ト
l
o
i
---…

「
機
械
の
人
れ

i

1

-

:
:
:
:
:
一

体
え
は
いお
後
ま

と
め
て
刷
け
る
と
あ
る
が
そ

の
則
聞
は
」

(
市
杉
氏
)

「
川
抑
制
ま

一
ヵ

こ

の

H
の
・l
u川
ド
ま
一
:
・
:
:
o・e・-一

「
逆
米
か
ら
各

一
答

弁

…

l

'

m

J

i
ソ
イ

一
答
弁
一

バ
以
卜
に
し
た
前
川
に
引
統
き
参
v
p
J
人
必
川
ノ
一
o
o
-
-
:
J
J
・
-
一
業
界
の
立
け
ん
を

い
が
、
尖
態
を
把
似
て
き
る
間
取
が
行
な
わ
れ
、
ば
輔
玲
聞
き
長
い
間
州
市
川九
し
て
き
た
。

則
聞
で
る
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
氏

(
日
本
女
「
体
向
制
大

他
の
法
律
と
も
前
一
一な
る
部
分

レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
は
公
安
助
教
授
)、
成
附

.M

判
明
氏

(備
が
あ
り
省
庁
と
も
訴
A
n
っ
て

委
民
会
の
水
認
が
必
要
。
胤

浜

凶

ぃ仏
大
学
教
佼
)
、
以

m
き
た
。

こ
う
し
て
い立
系
を
進

け
山
手
以
と
ぷ
必
明
以
は
明

十日
次
氏

(新
市

K
明

る

い

地

め

、
行
ぷ
者
懇
談
会
で
が
永
を

倣
に
す
る
」

(
鈴
木
部
長
)
域
応
成
作
り
推
遊
会
議
世
話
ま
と
め
た
。
凶
係
省
庁
に
は

・
:
::トト
:

…

「

川
は
し
て
い
人
代
い
い
さ
が
代
成
、
怯
波
新
口

(
そ
れ
を
)全
部
提
出
し
た
。

一
:
i
j
o
l--…
な
い
。
ゲ
ー
ム

生

氏

(
金
川
遊
技
業
協
同
組
凶
体
立
見
で
は
パ
チ
ン
コ
、

セ
ン
タ
ー
に
は
制
か
な
刷
け
AH
述
人
H
会
附
也
事
長
)
が
似
最
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー、

映
内
館

山
は
不
必
要
で
は
な
い
か
」

得
議
嬰
常
、
そ
し
て
新
来
正
な
ど
は
ゆ
同
庁
を
通
じ
て
聞
い

(古
川
杉
氏
)

川
氏

(会
川
尚
[
同
休
述
A
n
た

(鈴
木
郎
長
)

「本
体
の
入
れ
会
風
営
法
対
策
委
員
)
が
反
…
:
・;
:
・
U
J
「

(
人
権
問
題

一
日
合
品
汁
一

。一
体
え
で
は
、
現
刈
の
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ

ro
--j
el-
-一
で
)
日
弁
述
の

金
が
山
る
機
械
か
、
防
K
円、

た
。
以
卜
の
参
考
人
立
見
陳
立
見
は
聞
い
た
か
。

セ
ツ
ク

比
辿
し
な
ど
応
準
を
満
た
し
述
の
内
谷
に
つ
い
て
は
紙
数
ス
熊
裟
に
つ
い
て
婦
人
同
体

て
い
る
か
は
な
け
れ
ば
な
ら
仙
寺
の
部
合
で
訓
愛
す
る
か
、

か
ら
聞
い
た
か
」
(
ぶ
山
氏
)

な
い
」

(l
u
山
剤
師
長
)

安
員
会
で
行
な
わ
れ
た
も
の

一
;
j
i
・
e
・
-一

「
n弁
連
こ
っ

、
L

f

‘
:

一ザ
A

E

A

介一

「
健
全
一
な
ゲ
ー
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
屯
裟
弘
主

一
i
j
i
-
-
'
一

い
て
は
聞
い
て

一
質

問

一

:ム
機
を
泣
き
、

味
を
含
ん
で
い
る
。

る
い
。
婦
人
凶
体
に
つ
い
て

午
後
|
川
ま
で
に
締
め
る
山
一

造

有

一

「
法
定
の
党
生
は
聞
い
た
」

(
鈴
木
部
長
)

d

-

E
E
P

固
い

・

は
対
象
か
ら
外
せ
な
い
か

'

・;・:
J
i
-
-一
統
過
は
一
月
末

…
:
::
:
::
一

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ

辺忠
一一円
M
悶

「
ゲ
|
ム
内
科
マ
ス
コ
ミ
に
初
め
て
出
て
き
一
:::・
・1
:一
メ
ン
卜
業
界
は

一悠
回
A

品川…

は
別
問
題
。
喫

て

以
米
、
二
月
ヒ
旬
に
懇
談
い
く
つ
か
団
体
が
あ
る
が
ど

篠
山
が
区
日幽
さ
れ
た
地
設
に
会
に
ぷ
楽
を
出
し
た
と
一言
う

う

か

」

(
ぶ
山
氏
)

当
た
る
か
ど
う
か
は
川
内
の
が
、
そ
こ
で
の
広

4
を

示

)

一:
・
j
i
-
-
J

「ゲ
ー
ム
セ
ン

，ハ

J

I

一

答

弁

一

お
そ
れ
、
街
主
性
な
ど
に
よ
入
れ
た
か
。
ま
た
限
係
省
庁
、
一
:
:
j
i
-
-
一
夕
|
関
係
は
い

る
」

(
山
山
課
長
)

聞
係
同
体
の
立
礼
を
聞
い
た
く
つ
か
あ
る
が
小
心
は
ア
ミ

-
一hoo--11:一

「
ゲ
|
ム
セ
ン
と
言
う
が
ど
う
い
う
省
庁
、

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
|

一
j
l

i
--
:
一
タ
ー
は
間
的
よ
間
体
か
は
一ハ
体
的
に
示
せ
」(
1
U

タ
|
協
会
で
あ
り
、
こ
の
協

リ
技
術
向
卜
に
役
ぶ

っ
て

い

山

内

総

氏

)

会

と

打

ち

合

せ

て

き

た

」(
鈴

'‘ 
"... 

ー
の
名
前
を
ぷ
せ
」

(
上九

y
h

他
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
総
た
れ
る
辿
常

た
ま
り
場
と
も
概
念
が
川久
な

る
。

ゲ
ー
ム
機
会
』
附

w
mと

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
引
に

分
け
、
的
行
の
み
脱
制
し
た

ほ
う
が
実
効
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
」
(
し
け川村
氏
)

「
他
令
し
な
娯
山
本

一
家
ロ
怠
ハ

一

、

を
少
し
で
も
紺

叫
す
る
の
は
大
切
で
あ
る
が
、

AI
M
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

川
崎
制
は
、
た
ま
り
場
な
ど
に

よ
る
。
そ
れ
を
伊
解
し
て
ほ

し
い
」

(
川
川
大
臣
)

こ
の

H
の
午
後
は
参

巧
人
立
川
ん
純
取
が
行
な
わ
れ
、

山
川
ム
児
氏

(
弁
A
H
L
l
)
、

しリ川
悦
-w
川久
江
氏

(H
K午
、
キ
リ

ス
ト
教
附
人
焔
風
会
幹
事
)、

ぷ

μ
必
洋

一
氏

(
弁
必
L
L
)、

ハ
凶
心

f
氏

(弁
必
上
)
が

反
刈
、
相
川
ぷ

N
氏

(全
凶

少
年
仙
一仰
い以
協
議
会
会
長
)
、

卜
ω
八川内
サ
小弘
氏

(新
{
約
一以
一新
悩

保
健
所
術
生
課
長
)
、
什汁
ト

正
行
氏

(
令
同
磁
波
術
小
一川

染
者
抑
制
九
日
中
央
会
日
開小
務
)
が

代
成
の
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述

べ
た
。

氏
)

一
::
:
ト
J

「
ゲ
|
ム
の
内

i

i

-

ソ
:
:
1
0・一

容
が
谷
口
初
に
変

必
で
き
る
か
が
得
議
で
問
題

に
な
っ
た
の
で
、
ソ
フ
ト
の

変
更
を
物
思
的
に
見
て
も
ら

っ
た
も
の
。
時
H

成
反
対
は
無

関
係
。

こ
れ
に
つ

い
て
業
界

で
は
諸
問
調

(
坑
問
書
?
)

の
訴
も
あ
り
、
答
弁
を
避
け

た
い

」
(
鈴
木
氏
)

:i
:
:ド
:
一

「結
果
と
し
て

i

f

-

:
:
:
・J10・
…
代
成
に
泣
い
業

お
に
米
て
も
ら
っ
て
、
言、
7

と
お
リ
に
な
る
と
こ
ろ
を
児

せ
る
の
は
フ
L
ア
じ
ゃ
な
い
。

こ
う
い
う
や
り
む
も
立
法
過

犯
か
」

(
本
山
氏
)

l

l
鈴

木
部
長
は
先
と
同
じ
答
弁
。

「
管
祭
は
え
こ
ひ
い
き
、
焔

務
と
向
き
合
っ
て
科
し
て

い

る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う

な
問
題
だ
」
(
志
川
氏
)

「'}の
恨
の
業

日
公
園
品
汁
一

-e・o・-一
者
と
の
婚
粛
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
協

力
関
係
は
あ
っ
て
も
い
い
。

(問
題
の
)
機
械
に
つ
い
て

は
怖
造
を
見
て
も
ら
う
だ
け

の
も
の
で
、
業
者
と
の
癒
着

(三
井
長
官
)

は
な

い
」

る

8
月
2
日

N
A
O
の
意
見
は
聞
く
が

反
対
の
意
見
は
聞
か
な
いr園、

，、

ぺ
・::ト
ト:一

「
メ
ー
カ
ー、

な
い
と
思
う
が
」
(
原
悶
氏
)

!

i

-

一
E
R
一

オ
ペ
レ
ー
タ
ー、

一o
i
・
e
・
-
:
:一
「
乗
物
的
な
も

〆

一

答

弁

・

改
造
業
者
の
名
前
は
一言
え
な
一
・
:
j
i
---…

の
は
外
さ
れ
る

い
の
か
」
(
ぶ
苫
氏
)
が
、
結
果
の
出
る
も
の
は
続

「製
品
名
な
ら
制
対
象
と
な
る
」

(
鈴
木
部

-

M

4

E

A

汁一

ソ一-一円
、
え
る
。

V
S
長
)

シ
ス
テ
ム
、
デ
コ
カ
セ
ッ

ト
…
:・

Oi
--
:一

「
議
員
会
館
て

i

1

・

シ
ス
テ
ム
、
も
う
一
つ
は
普

一::
O
i---一

の
説
明
で
は
簡

過
の
機
械
。

い
ず
れ
も
普
通
単
に

一
分
ぐ
ら
い
で
変
え
ら

の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
れ
る
と
一言

っ
た
。
部
課
長
は

も
の
」

(

凸

山

謀

長

)

こ

れ

に

よ

り
、
ど
の
ゲ
l
ム

:
一
J
J
J
・
-一

「
大
尉
は
法
案
機
も
賂
防
性
を
椛
び
る
と
い

i

f

-

一::
:
:
J
1
0
・…
作
成
経
過
に
典
、
7
材
料
に
し
て
い
る
。
し
か

論
は
な
い
か
」

(
志
内
氏
)

し
本
当
に
賭
仰
に
使
、
え
る
の

「
(
先
と
同
じ
)

か
と
一世田
う
と
、
そ
の
よ
う
に

…
答

弁

一

:
:
:…

今
か
ら
考
、
え
る
作
っ
て
い
る
も
の
は
別
と
し

と
H
弁
泌
な
ど
と
相
談
し
た
て
直
す
に
は
凶
、
五
時
間
か

ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
か
る
と
一
言
う
。
背
少
年
が
娯

な
い
。
政
治
的
中
立
に
は
十
楽
と
し
て
遊
べ
る
も
の
が
あ

分
配
慮
し
た
」(
問
川
大
臣
)

る
は
ず
だ
」

(
原
田
氏
)

「
八
号
営
業
の

一--O
i
-
-
:
;一
「
テ
レ
ビ
ゲ
|

…
答
弁
・

機
械
に
つ
い
て

f
:
:e・o・
-
一
ム
機
が
有
用
、

賭
同
に
向
く
も
の
向
か
な
い
知
的
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し

む
の
が
あ
り
、
賂
怖
に
向
き
な
い
が
、
賭
陣
に
胤
い
ら
れ

や
す
い
も
の
を
例
以
し
規
制

る

可

能

性
の
あ
る
も
の
は
規

で
き
な

い
か
」

(志
内
氏
)

制
す
る
必
要
が
あ
る
」
(
鈴

「
現
時
点
で
二

木
部
長
)

一
悠
回
品
汁
一

業
M

刊
に
つ

い
て

切
り
離
す
の
は
で
き
な
い
。

今
後
運
用
に
当
り
業
者
の
意

見
を
聞
き
た
い
」
(
鈴
木
部

長
)

行
為
の
可
能
性
が
あ
る
。H
で

き
る
も
の
。
で
厳
絡
に
対
処

し
て
い
く
」
(
鈴
木
部
長
)

-一
-
J
o
i
e
-一
「
部
長
、
相
当

珂
同

封
白
一

.
a

・

r・-:
:一
樹
刈
取
る
ね
。
何

十
時
間
も
同
じ
答
弁
を
し
て

い
る
。
衆
院
で
は
付
帝
決
議

で
H

引
続
き
検
討
H

と
な
っ

て
お
り
、
当
委
員
会
で
も
そ

う
な
る
と
思
う
。
継
続
課
題

と
し
て
お
き
た
い
」

(
志
円

-
J
o
-
-
j
e
--
「
脳
陣
で
き
る

民
国
謡
、

mnリ

・

一
i

R

一
も
の
と
、
健
全

な
も
の
が
あ
る
が
、
あ
な
た

方
は
な
い
と
言
う
。
変
え
る

に
は
数
時
間
か
か
る
と
言
い

な
が
ら
、
な
ぜ
何
で
も
八
回
ず

の
制
に
か
ぶ
せ
る
の
か
」
(原

凶
氏
)

「
簡
単
に
変
、ぇ

一
伊合

A

汁
一

?

}

ら
れ
る
も
の
も

数
時
間
か
か
る
も
の
も
あ
る
。

数
時
間
が
長
い
か
何
か
い
か

は
考
え
万
に
よ
る
。
許
可
対

象
で
な
い
も
の
が

一
晩
で
持

吋
対
象
に
変
、
子
句
れ
る
と
な

る
と
脱
法
行
為
を
助
長
す
る

こ
と
に
な
る
」(
鈴
木
部
長
)

1
j

u
--一

「縄
問
械
自
体
が

珪
再一

H
肉

.

d

i

-
-

一・1
e・o・-:;
一
問
的
用
に
作
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
先
決

で
は
な
い
か
」

(
脈
問
氏
)

「
も
と
も
と
情

一
答

弁

一

j
叫
則
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
は
認
め
な
い
。

ゲ
i
ム
内
谷
で
分
け
る
の
は

適
切
て
な
い
」(
鈴
木
部
長
)

8
月
7
日

特
殊
機
改
造
は
時
間
必
要

ゲ

l
ム
機
。
継
続
課
題
。
に

:質:

:問 :

「
八
号
営
業
に

つ
い
て
は

一
番

時
間
を
か
け
て
論
議
さ
れ
た
。

ゲ
|
ム
機
は
全
体
論
で
は
射

中
心
を
そ
そ
ら
な

い
も
の
が

な
い
が
桐
対
論
で
は
あ
る
。

げ
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お

そ
れ
の
め
る
も
の
、
と
し
た

害
も
か
ら
み
う
る
。

特
定
の
業
凶
作

(
川
体
)

部
の
業
い
円
が
必
明
に
当
た
る

の
は
不
法
似
飽
り
な
い
。
ま

さ
に
憾
治
の
削
悦
州場
を
けん
せ
ら

れ
た
思
い
が
す
る
。
必
川
し

た
メ
ー
カ
ー
や
オ
ペ
レ
ー
タ

ら
決
世
相
が
着
く
の
で
は
な
い

か
」

(
志
川
氏
)

「
ヒ
号
営
業
と

一昨
合

A

汁一

一

の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
。
設
し
い
か
符
し
く
な
一
:j
o
-
-
:
;一

「
点
を
逆
転
す

-
国
司

Ha
.

い
か
の
限
界
が
間
総
で
あ
り
、

一-
jo--
-
::
一
る
ゲ
l
ム
機
を

こ
れ
を
入
れ
る
こ
と
で
脱
法
風
俗
営
業
に
入
れ
る
必
要
は

や

氏
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Mア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

(A
M
}
シ
ョ
ー

は
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

ア
ン
ン
工
業
協
会

(が
務
局

東
京
、
中
村
雅
談
会
長
、

J

A
M
M
A
)
と
念
日
本
遊
同

地
設
協
会
(
ぶ
部
東
点
、
山

悶
三
郎
会
長
、

J
A
P
E
A
)

の
共
催
に
よ
り
、
十
月
三
、

四
日
の
二
日
問
、
東
京

・
平

和
烏
の
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

(
T
R
C
)
で
聞
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
七
月

卜
六
円
に
出
展
申
込
み
が
締

切
ら
れ
た
結
果
、
六
十
社
が

同
シ
ョ
ー
に
出
展
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

今
年
の

A
M
シ
ョ
ー
は
J

A
M
M
A
と
J
A
P
E
A
の

ニ
協
会
共
似
と
な
っ
て
二
問

U
の
刷
似
と
な
る
む
の
で

(そ

れ
ま
で
は
N
A
0
・b
含
め
・
・
一

協
会
共
催
だ

っ
た
)
、
A
M

シ
ョ
ー
の
7
l
ク
、
テ
ー
マ

任
天
堂
側
(
本
社
京
郎
、

山
内
博
社
長
)
で
は
こ
の
ほ

ど
、
鮒
福
武
舎
庖
(
本
社
岡

山
、
福
武
哲
彦
社
長
)
と
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム

と
し
て
可
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ

ュ
ア
ル
エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

(
A
V
E
S
)
」

の
闘
発
に
つ
い
て
合
志
し
、

七
月
ニ
ト
日
に
業
務
健
機
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

A
V
E
S
と
は
任
天
堂
裂

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ビ
ュ
ー

タ
」
を
利
川
し
た
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
時
代
に
対
応
す
る
た

め
の
視
聴
覚
教
行
期
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
。
川
シ

ス
テ
ム
は

「
A
V
E
S
カ
セ

ッ
ト
・ア
ダ
プ
タ
ー
」
、
「
A
V

ナムコ ・

• 

f

h
oh
i

…
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A
共
催
の
辺
川
A
M
シ
ョ

ー
の
シ
ョ
l
委
民
会
(
中
村

雄
哉
委
員
長
)
と
シ
ョ
l
尖

行
委
員
会
(
日
南
脊
実
行
委

μ
長
)
は
、
小
川
削
減
な
ど

の
訓
燃
を
総
て
、

八
川
一ぺ
日

に
聞
か
れ
た
小
川
川
り
決
・
見

会
で
A
K
山
民
社
の
小
間
似
山

を
決
め
た
。

郡
白
川
八

M
シ
ョ

ー
の
山

反
中
込
み
総
数
が
当
初
設
定

小
山
数
を
ト〈
川
に
超
過
し
た

た
め
、
三
小
川
以
ト
の
申
込

み
小
聞
を
一
一
作
約
三
O

%
削

減
し
、
そ
の
じ
n
会
出
展
祉
に

通
知
さ
れ
た
が
、
シ
ョ
l
笑

行
委
員
会
で
は
こ
の
ま
ま
小

間
訓
り
を
進
め
る
と
依
託
決

定
に
際
し
て
泌
乱
を
生
じ
る

と
の
観
点
か
ら
、
七
月
二
ト

じ
目
、
氷
点

・
水
川
町
の

T

B

R
ビ
ル
に
て
郡
阿
川
会
合

を
山
さ
、
昨
年
と
川
憾
に
あ

ら
か
じ
め
.
~
ハ
必
刷
成
肌
悦
別
の
小

川
位
出
配
分
を
決
め
た
e

な

お
同
会
合
で
は
こ
の
ほ
か
、

小
川
削
減
に
よ
る
申
込
み
小

川
料
の
基
軸
削
払
民
し
を
八
凡

十
H
ま
て
に
行
な
う
ニ
と
と

し
た
が
、
昨
年
の
よ
う
な
食
ら
れ
、
冒
頭
、
中
村
委
員
長

券
や
屯
話
袈
設

i
本
質
な
ど
が
「
立
派
な
シ
ョ
ー
を
開
催

と
の
相
殺
は
し
な
い
こ
と
に
し
て
、
大
い
に
業
界
の
気
勢

な
っ
た
。

を
上
げ
た
い
」
と
険
拶
。
絞

こ
う
し
て
八
月
二
日
、

点

い

て
実
行
委
円
以
会
か
ら
山
展

点
の
は
が
開
ビ
ル
に
て
小
間

取

機
総
定
そ
の
他
出
回
収
に
際

訓
り
決
山
会
が
聞
か
れ
た
が
、
し
て
の
ル
|
ル
に
つ
い
て
制

こ
の
瓜
的
に
川
会
場
に
て

m
mな
必
川
が
あ

っ
た
、
と
〈

二
川
シ
ョ
l
委
日
会
、

m・h
に
五
%
川
品
取
締
法
、

J
A

川
実
行
委
μ
会
が
そ
れ
ぞ
れ

M
M
A
の

「
附
同
機
械
の
法

聞
か
れ
、
小
川
淵
リ
決
以
会
相
も
の
辺
守
な
ど
が
ボ
め
ら

の
円
滑
な
進
行
に
つ
い
て
雌

れ

た

。

砂
時
が
な
さ
れ
た
。

小
間
決
定
は
名
ゾ
|
ン
ご

小
間
訓
り
決
定
会
は
川
市
と
に
巾
込
み
小
間
数
の
多
い

尖
行
安
比
い
伎
の
斗
会
で
進
め
州
か
ら
催
先
的
に
、ド山
吉
川
に

決
め
ら
れ
た
小
間
位
置
配
分

に
沿

っ
て
縫
保
し
て
い
く
と

い
う
十
刀
法
で
進
め
ら
れ
、
申

込
み
小
間
数
が
州
数
の
場
合

の
み
州
選
な
ど
で
順
位
が
決

め
ら
れ
た
こ
う
し
て
ま
ず

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
ゾ
1
ン

か
ら
始
ま
リ
、
続
い
て
来
物

機
ゾ
l
ン
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

ゾ
l
ン
、
出
版
附
係
ゾ
ー
ン

の
剛
で
そ
れ
ぞ
れ
小
川
位
泣

か
決
定
さ
れ
た
そ
の
紡
米

出
燥
し
ハ
ト
社
の
小
川
似
訟
は

h
h
に
仰
向
械
の
配
れ
凶
の
と
お

り
と
な

っ
た

ー

... 

そ
ζ

で
シ
ョ
l
実
行
会
以
側
カ
プ
コ
ン
、
附
カ
ワ
ク
ス
、
行
/
公
聞
の
日
付
、
発
明
/

会

(
日
市
及
川
実
行
委
以
長
)

附
州
以
山
本
側
、
附
問
州
仏
機
号
案
の
名
林
、
山
願
人
、
八
ム

で
は
七
パ
ニ
ト
刊
、
点
以

・

制
点
作
所
、
問
点
以
来
仁
業
側
、
行
/
公
開
係
号
、
出
願
併
号

及
川
町
の

T
B
R
ビ
ル
に
て
グ
ロ
|
リ
|
耐
ポ
側
、
コ
ナ
の
順
に
ぬ
岐
。
な
お
@
は
事

A

M
シ
ョ

l
の
小
間
申
込
み
超
過
で
実
行
委
が
調
整

M
M
川
れ
れ
什
川
崎
ド
比

一一
川
川
一
円
ば
同
十
け
叫
い
あ
…
ハ
れ
川
口
い

は
従
米
ど
お
リ
と
な
り
、
ま
か
ら
)。

入
場
い
れ
の
交
付
は
分
の
訓

V
，に
つ
い
て
検
川
を
側
、
側
ジ
ャ
レ
コ
、
い
水
口
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
品
品
川

た
山
山
民
社
は
、
巨
他
行
の

J

協
約
.
.
以
ぷ
州
場
.
附
外
側
に
ぷ
行
な
っ
た
，
そ
の
紡
米
、
設
幼
側
、
側
新
川
本
企
州
、
附
協
会
な
ど
に
わ
り
問
い
A
H
わ
せ

会
い
ず
れ
か
の
会
以
で
あ
る
け
ら
れ
、
」
般
入
場
行
は
ま
定
小
間
数
を
ニ
ト
九
小
間
附
セ
イ
ミ
ツ
、
州
セ
ガ

・
エ
ン
ド
さ
い
‘

こ
と
、
入
場
に
は
州
向
券
が

ず

m..M火.小州場
一
階
に
入

つ

や
し
て
四
行
九

l
二

小

川

と

タ
|
プ
ラ
イ
ゼ
ス
、
以
問
機

特
許
出
願
公
告

必
袋
な
こ
と
、
民
ぷ
会
場
な
た
後
、
同
.
階
へ
、
そ
し
て
し
た
う
え
で

4
4
間
以
上
仁
側
、
以
防
興
業
側
、
附
総

ど
は
前
凶
ど
お
り
と
な
っ
て

m.
民
ぷ
幼

へ
と
一
定
の
万
の
申
込
み
小
間
数
に
刈
し
て

・州
、
綜
A
H
ユ

ニ

コ

ム

側

、

附

七
H
n
二
卜
し
ハ

H
付
H

「屯

い
る
。

向
で
進
む
こ
と
に
な

っ
て
い
約
三
O
%

削

減

ご

社

紋

大

タ

イ

ト

l
、
大
東
氏
桃山側、

f
ゲ
l
ム
マ
シ
|
ン
」
、
日

T
R
C
の
展
ポ
会
場
は
第
る
。

一
小
聞
の
陶
械
は
三
×
申
込
み
五
十
小
間
は
三
十
五
側
太
陽
山
動
機
、
タ
ス
コ
側
、
本
電
気
附
(
東
京
)
、
公
告

一
会
場
(
二
階
フ
ロ
ア
、
問
、
三
の
九
平
万
げ
で
、
以
前
の
小
聞
に
)
す
る
こ
と
に
な
っ
反
巳
屯

f
L
業
側
、
附
テ
1
3
0
4
3
6
、
出
.刷
朝
日
i
l

四
七
三
平
方
い
川
)
、
第
二
展
よ
、
7
な

「
日
間
航
刻
り
L

は

な

た

。
こ
の
調
接
後
の
れ
小
間
カ
ン
、
附
デ
i
シ
l
パ
ッ
ク
、
5
8
7
4
0
。

示
場
(
一
階
一

、
九
八
凶
ギ
い
。

数

は

、
七
月
二
十
問
日
付
で
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
側
、
東
洋

特
許
出
願
公
開

方

γ
、
二
階
一

、
九
八
九
平
山
山
皮
巾
込
み
の
内
谷
は
出
各
出
展
社
に
通
知
さ
れ
た
。
娯
山
本
機
側
、
附
ナ
ム
コ
、
日

H
K
)
の
計
八
、
問
刊
・ハ
ヂ
展
社
六
十
社
(

H

削
回
は
じ
ハ
十
同
シ
ョ
ー
出
展
社
名
は
次
の
州
旅
業
側
、
附
け
本
コ
イ
ン

七

月

ニ
ト
八
日
付
H

「ビ

ト刀

γ
全
部
を
佼
川
。
こ
れ
を
三
社
)
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
ゾ
と
お
り
。

コ、

日
本
物
政
側
、
任
ベ
立
デ
オ
ゲ
l
ム
装
置
」
、
コ
レ

旋
ぶ
内
容
に
よ
り
ア
|
ケ
|

|
ン
五
μ
九
小
問
、
メ
ダ
ル
ア
イ
レ
ム
側
、
例
日
エ
ン
側
、
パ

l

リ

l
・
サ
ー
ビ
ス
コ

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
i
ズ
(米

ド
ゲ
l
ム
機

(
と
他
の
三
ゾ
ゲ
ー
ム
ゾ
|
ン
四
十
二
小
問
、
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
側
、
肱
川
ドム
附
、
フ
才
ル
テ
屯

f
附

、

附

同

)
、
公
開
@
1
3
1
3
8

l
ン
に
含
ま
れ
な
い
も
の
)、
来
物
機
ゾ
l
ン古
川
凶
ト
小
間
.
側
、
附
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
ホ
|
プ
、
町
永
点
開
業
側
、
μ
4
、
山
顧

問

1

7

8

4

0

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
、
来
物
機
出
版
ゾ
i
ン
・
九
小
聞
の
川
六
産
業
出
版
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
砂
i
業
側
、
ミ
ゼ

ッ
テ
ィ
・
よ
4

「
ビ
デ
オ
パ
伐
疑
応
符

(小
引
来
物
機
と
遊
州
地
投
)、
.h九
卜
・
ハ
小
川
と
な
り
、
こ
ン
ト
通
い
社
、
ア
ル
フ
ァ
屯
業
側
、
川
川
特
妹
内
業
附
、

ゲ
ー
ム
淡
白
」
、
パ
リ
|
-

山
版
聞
係
の
州
ゾ
|
ン
に
反
れ
は
中
l

初
川
明
叫
ん
必
さ
れ
た
小
川
子
側
、
附
エ
ス
コ
れ
い
初
、
側
側
ぷ
栄
、
附
ユ
l
ピ
l
エ
ル
、
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
リ
ン

分
し
、
水
物
機
と
山
似
附
係
数
刊
行
・
ハ
ト
ニ
に
対
し
て
二

大
阪
テ
ン
ト
、
大
成
川
公
側
、
制
ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
ズ
、
グ

(
米
川
)
、
公
開
@
1
3

の
ゾ
l
ン
は
第
二
川
氏
ぷ
会
場
・
h
一戸
・ト
コ
.
小
川
(
約
五
O
%
)

側
同
年
制
点
作
所
、
思
川
企
州

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
似
必
側
、
レ
1
3
8
5
‘
山
山
断
利
回
1
6

一
階
に
設
け
ら
れ
る

(
燃
物
も
必
治
す
る
巾
込
み
と
な
っ

側
、
加
れ
屯

f
側
、
附
カ
ト
ジ
ャ
ー
ト
ロ
ン
仁
業
側
、
附

機
は
ほ
の
川
川
市

a

強
皮
の
凶
係
た
。

ウ
製
作
所
、
加
必
似
品
収
工
業
、
ロ
ー
ラ
ー
卜
ロ
ン
。

~、

，園、

E
S
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
、

「
A
V
E
S
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
」
よ
り
椛
成
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
業
務
提
併
に
よ
る

と
同
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
任
天

東京(03)438・0698 大飯06(943)-2512 
畠首置{OS2)2臼・制措掴問{092)472-36冊怠祉(C)6)，.3・3322

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

視
聴
覚
教
育
も

A
V
E
S
来
年

4
月
発
売
予
定
に

技術と信頼を誇るメダルメーカー

係式会社

ア
ミ
リ
l
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
を

発
光
し
て
い
る
。

悩
武

μAumで
は

「
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
の
実

績
に
着
目
し
、
同
社
の
通
信

教
育
「
進
研
ゼ
ミ
」
の
会
只

(
ヒ
十
二
万
人
)
の
鉱
大
を

悶
る
た
め
に
今
回
の
教
育
ソ

フ
ト
の
開
発
を
決
定
し
た
。

A
F
同
の
業
務
提
燃
は
、
両

社
の
対
象
と
す
る
年
附
肘
の

売
以
米
、
約
行
ニ
卜
万
台
を
大
部
分
が

一
一
放
し
て
い
る
こ

山
州
し
て
お
り
、
家
経
川
T

と
か
ら
、
双
万
に
と
っ
て
M
M

V
ゲ
i
ム
機
と
し
て
は
圧
倒
め
て
効
来
的
な
シ
ス
テ
ム
間

的
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
党
で
あ
る
こ
と
か
ら
行
な
わ

も
の
で
、
任
天
武
で
は
米
年
れ
、
と
く
に
任
パ
悦
で
は
「
フ

判
川
ま
で
の
以
社
山
山
術
数
を

ア
ミ
リ
l
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
B

一}:h
H
h
に
述
す
る
と
見
込
が
酬
航
海

・
教
育
刈
耐
を
叫
品
川
川

ん
で
い
る
。
ま
た
川
社
で
は
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
家
庖
川
T

M
凶
刊
の
機
能
拡
必
を
広
範
附

V
機
総
と
し
て
の
地
似
を
仰

に
わ
た
っ
て
企
画
し
て
お
り
、
な
で
き
る
ニ
と
に
な
っ
た
と

す
で
に
今
年
六
月
よ
り
寸
フ
し
て
い
る
。

版
売
は
来
年
四
川
月
初
め
よ
り

主
に
悩
武
井
庖
を
通
じ
て
行

な
う
チ
定
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
は
五
十
八
年
七
月
発

内
H

れが

A
V
E
S
カ
セ
ッ
ト

・

ア
ダ
プ
タ
ー
と
八

V
E
S
叩

附
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
山

発
、
こ
れ
を
川
氏
M
A
附
が
附

入
。
さ
ら
に
川
氏
内
山
は
こ

れ
ら
に
似
川
す
る
山
川
戸
川
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
開
発
す
る
と

い
う
も

の
。
な
お
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・公
開

(7
月
羽
田
1
8
月
同
日
)

柏村批
川
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

化
川
お
よ
び
尖
川
新
奈
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
日
以
新
分
で
A

M
業
界
闘
述
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
半
内
容
は
、
公

7
6
3
3
 

八
川
ト
日
付
H

、混

f
遊

戯
機
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
鮒
い
切

皮
設
定
↑
刀
法
」
、・
同
砂
川
也
器

産
業
側
(
大
阪
)
、
公
開
@

1
3
9
2
8
6
、
出
顧
問
-

2
i
q
J
2
i
h
U
必
味
。

八
月
十
凶
H
付
H

「
ビ
デ

オ
自
動
卓
走
行
プ
レ
l
装
置
」
、

ガ
イ
ガ
l
ア
ウ
ト
マ
|
テ
ン

パ
ウ
(
丙
ド
イ
ツ
)
、
公
開

1
4
1
9
7
5
、
出
願
臼
|

9
3
8
6
。
「
ビ
デ
オ
信
号

令
成
方
法
」
、
附
リ
コ
l
(求

京
}、
公
開
1
4
1
9
7
6
、

出
願
日
l
l
7
0
2
7
。「
いい火

・
ボ
装
れ
」
、
附
パ
ン
ダ
イ
(点

点
)、
公
開
1
4
1
9
7
7

出
願
時
1
1
5
0
6
9
.

実
用
新
案
出
願
公
開

I I~~J 紛
1 1 )1・八
o 1近 付
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平

素

は

格

別

の

お

引

立

て

を

賜

り

、

し

ょ

げ

ま

す

。

さ

て

、

こ

の

た

び

弊

社

が

発

表

致

し

ま

し

た

ビ

デ

オ
ゲ

l
ム

機

「

パ

ッ

グ

ラ

ン

ド

」

は

、

弊

社

が

独

自

に

開

発

・
製

品

化

し

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

製

品

で

あ

り

ま

す
。

従

っ

て

、

右

製

品

を

無

断

で

模

倣

ま

た

は

類

似

す

る

商

品

と

し

て

製

造

す

る

行

為

、

及

び

そ

れ

ら

を

販

売

ま

た

は

設

置

営

業

す

る

等

の

行

為

は

、

著

作

権

法

、

工

業

所

有

権

法

、

不

正

競

争

防

止

法

等

に

抵

触

し

、

弊

社

の

正

当

な

権

利

を

侵

害

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

業

界

の

秩

序

を

乱

す

こ

と

に

も

な

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

ら

の

行

為

の

な

い

よ

う

謹

告

申

し

よ

げ

る

次

第

で

ご

ざ

い

ま

す

。

な

お

、

弊

社

と

し

ま

し

て

は

、

業

界

秩

序

の

確

立

の

た

め

、

ま

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

品

の

み

を

ご

購

入

の

お

客

様

を

守

る

た

め

に

も

、

模

造

ロ

聞

の

製

造

者

及

び

販

売

者

に

限

ら

ず

、

設

置

営

業

さ

れ

る

方

々

に

対

し

ま

し

て

も

、

民

事

、

刑

事

両

面

か

ら

そ

の

責

任

追

及

を

し

て

ゆ

く

所

存

で
す
。

昭
和
五
十
九
年
九
月

厚

く

御

礼

申

東
京
都
大
回
収
蒲
問
.
九
丁
目
.
ニ
八
番
一
工
号

朝
日
ピ
ル

株
式
会
社

ナ

ム

コ

任
天
堂
と
福
武
書
屈
が
提
携

〆R

洲、



(10) 品s:州JlllII匝物必.fゲームマシン第243号1984年9月1日;i1・H痢1IlJ!物必Ilfゲームマシン第243号1984年9月1日、‘E
，，i
 

l
 

，，
a‘、

言ず

コニ

ァ
4

参
加

J
A
P
E
A
第
内
回
理
事
会
で
、

ん
ヒ
日
本
遊
州
地
設
協
会
(上中

部
点
点
、
山
川
三
郎
会

k
、

J
A
P
E
A
}
で
は
じ
け
-
-

l
附
日
、
大
阪
・北
似
の
阪
急

グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
に
て
第
卜
九

刷
用
下
会
を
聞
き
、
今
年
度

下
業
社
州
の
実
焔
そ
の
他
に

つ
い
て
検

J
を
行
な

っ
た
。

今
年
度
事
業
計
州
は
第
四

回
通
常
総
会
(
五
月
ト
八
日

)

で，

m認
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
具
体
的
内
谷
が
検
討
さ
れ

た
が
、
ほ
ぼ
昨
年
ど
お
り
の

活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な

っ
た
。

そ
の
中
で
、
例
H

-
本
昇
降
機
安
全
セ
ン
タ
ー
が

さ
き
ほ
ど
ぷ
出
し
た

「
安
全

ヵ所で

トシ ョー

新ゲーム場発表

任天堂のプライベー

全国5
MDシステム、

任
.
火
山
仇
附

(・
本
社
京
郎
、

山
内
神
社
H
K
)

で
は
仁
川
て

ト
h

ハ
れ
か
ら
一て
ト
日
ま
で
に

氷
点
、
大
阪
を
は
じ
め
ん
ヒ
川

託
会
場
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ

ョ
ー
を
聞
き
、

T

V
ゲ

l
ム

機
・
ニ
機
Mmを
発
ぶ
し
た
。

こ
の
免
れ
氏
以
示
会
は
、
二

十
六
日
に
氷
点
会
州
場
は

M
悦

〆'‘-

ー可

ム
コ

氷
川
サ
ン

フ
ラ
ン

シ
ス

コ

ヤ
れ
物
の
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
か
ん
'

戸川
的
修
似
仁
が
を
終
え
、
約

二
年
ぷ
り
に
内
開
通
す
る
ニ

と
に
な
り
、
そ
の
オ
|
フ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
しハ川・

1
一
日
に
川
市
主
催
に
よ
り

行
な
わ
れ
た
。

こ
の
修
復
工

事
の
一
助
に
と
待
付
を
行
な

っ
た
側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

中
村
総
技
社
長
)
の
米
凶

f

会
任
、
ナ
ム
コ

・
ア
メ
リ
カ

社

(本
社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ニ
|
ベ
イ
ル
、
中
山
災

行
社
長
)
に
対
し
川
市
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
花
辺
市

一

川吋
〆
川
岬
'i
F
、
、，
L
、
h

ド，
1
、

J
M
V
J
L
バ
E
引
サ

41

ι
a
Z
J
H
l
h
a

小
山
向
社
長
ら
が
こ
れ
に
品
取

り
込
ん
で
中
I
H
の

ハ
レ
|
ド

に
参
加
し
た

州
市
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は

泊
よ
約

.h
年
む
の
川
市
民
の

足
と
し
て
前
町
し
て
き
た
が

-・r

対
策

・ハ
必
則
検
広
川
鰍
作
制
度

俄
進
会
川
会
L

の
吾
川
と
し

て
、
同
協
会
か
らい
本
仏
旬
以
W

州
市
け
が
参
加
す
る
こ
と
、
遊

戯
地
設
の
ム
川
似
快
仰
の
巡
行

状
況
に
つ
い
て
、
遊
同
地
の

オ
ー
ナ
ー
凶
係
以
外
の
資
料

は
そ
ろ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
同
オ
ー
ナ
ー
に
も
資
料
の

提
出
を
ボ
め
る
依
似
状
を
山
山

す
こ
と
な
ど
の
機
併
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
他
の
附
係
団
体

と
の
協
力
に
つ
い
て
稲
本
副

会
長
か
ら
、

同
協
会
と

H
本

遊
凶
地
協
会
と
が
合
同

で
法

人
組
織
を
作
っ
た
ら
ど
う
か

と
提
案
が
あ
っ
た
が
、
遊
同

い
米
ボ
立
山
シ
ョ

ー

ル
ー
ム
、

大
阪
会
場
は
い
州
慌
の
ア
ー
ク

ホ
テ
ル
に
て
、
.
一ト
八
り

に

名
十
円
以
会
均
は
川
社
中
早
川
Mm

営
業
所
、

九
州
会
場
は
的
多

の
ス
タ
|

レ
|

ン
民
.. 小州場
に

て
、
そ
し
て
ニ
ト
け
に
は
札

幌
会
場
と
し
て
同
社
札
帆
引

業
所
に
て
そ
れ
ぞ
れ
聞
か
れ

た
も
の
で
、
托
会
場
合
わ
せ

て
計
約
ヒ
.
白
取
引
の
オ

ペ
レ
ー

タ
ー
ら
関
係
業
ぷ
が
参
集
し

-a-a-
--

E
判
化
の
た
め
.. 午
前
い
い
全

日
山
修
似
た
肋
叫
ん
咲
か
と

い
う
状

態
に
な

っ
た
。
そ
ニ
で
川
市

民
と
と
ら
に

日
系
命
業
な
ど

が
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
を
守
る
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
以
問
、

ニ
れ

に
米
凶
ア
タ
リ
H
れ
がい
け
が
ド

ル
、
ナ
ム
コ

・
ア
メ
リ
カ
社

が
卜
万
ド
ル
を
寄
付
し
た
ほ

か
多
く
の
側
人
ま
た
は
企
業

か
ら
寄
付
が
集
ま
っ
た
た
め
、

修
似
伐
の
八
刈
を
述
郎
政
府

が
負
仰
す
る
形
て
修
似
「
ム
恒

が
行
な
わ
れ
て
い
た
む
の
。

開
通
式
典
の
パ

レ
ー
ド
に

は
卜
U
H
ド
ル
以
ヒ
を
均
付
し

た
側
人
、
企
業
に
そ
れ
ぞ
れ

得
付
行

の
名
を
ほ
し
た
化
叫

引
が
川
市
寸
て
ら
れ、

ナ
ム
コ

は
ゆ
ナ
ム
コ

ザ
ザ
の
打
似
を

つ
け
た
川
市
に

て
パ
レ

ー
ド

に
参
加
し
た
。
な
お
よ
の
行

似
は
し必
念
と
し
て
中1
U
以
後

前
回
議
事
録
訂
正

地
オ
ー
ナ
ー
と
砲
丸
叫
ぷ
抗
業

いれ
と
い
う
伝
場
の
沿
い
か
あ

る
よ
と
か
ら
、
ま
す
刷
協
会

の
わ
り
打
を
考
え
た
う
え
で

今
後
の
検
バ
ぷ
組
と
す
る
こ

と
に
な

っ
た

こ
の
ほ
か
米
年
じ
川
巾
・
旬

か
ら
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る

陣
民
会

「
全
凶
都
市
紘
化
神

戸
フ
4

ア
」
の
遊
凶
地
部
分

を
同
協
会
に
州
当
し
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
が
来
て
い
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を

前
向
き
に
検

J

叩
け
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
ま
た
六
月
卜
九
日

の
校
術
委
長
会

(・
本
紙
第
別

号
既
総
)
の
内
待
、
第
辺
川

た
。
発
表
さ
れ
た

T

V
ゲ
ー

ム
機
三
機
付
は

「
V

S
・
レ

ツ
キ
ン
グ
ク
ル
|
弘
、

「
ゴ

ル

フ

、

「
ヒ
ン
ポ
|
ル

ま
ず

「
V

S
・
レ
ッ
キ
ン

グ

ク

ル

|
」
は
川
社
内

V
S

シ
ス
テ
ム
u

シ
リ
ー
ズ
の
新

作
で
、
解
体
小

の
ピ
ル
の
ゆ

を
ぷ
と
災
か
ら
岐
し
て
い
く

も
の
で
、
二
人
別
の
場
合
は

V

S
シ
ス

テ
ム
な
ら
で
は
の

特
徴
を
生
か
し
た
ゲ

l
ム
桜

A

M
シ
ョ
ー
の
準
備
状
況
な

ど
に
つ
い
て
む
鰍
行
が
な
さ

'
L
、
.
0

2
1

d
'
h
 

な
お
お
阿
川
辿
山川山
総
会
(本

紙
第
捌
サ
既
鰍
)
の
泌
引
U
M

の
中
で
、
泣
い
以
改
巡
の
件
に

つ
い
て
の

m分
に
バ
川
正
を
加

え
る
ニ
と
に
な

勺
た
。

よ
れ

は
点
洋
航
決
機
附

{本
悦
ぃ収

点
、
山
川
俊
犬
社
H
K
}

か
ら

会
H
K
あ
て
に
、
川
泌
が
り
仰
に

事
実
と
制
巡
す
る
泌
分
が
あ

る
と
し
て
訂
正
争
本

め

る
、
中

入

S
L
(じ
川
噌
ニ

H
付

)
が

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

同
巾
入
冷

の
内
容
は
、
①

山

凶
俊
夫
氏
は
岡
本
H
門
明
氏
(
明

uu
特
妹
産
業
側
)
と
新
聞

m

元
字
氏
(
サ
ク
ラ
娯
楽
拘
)

か
ら
委
任
状
を
受
け
て
総
会

に
出
席

(こ
氏
と
も
前
年
度

間
仕
事
)、
②
役
は
改
選
で
(
令

聞
が
併
任
の
提
案
が
あ
っ
た

聞
が
裂
し
め
る

(ぶ
し
く
は

本
紙
的
ザ
「品
川
叫
の
ア
ン
ン
」

参
照
)

次
に
、
ゴ
ル
フ
」

は
本
料
的
ゴ
ル
フ
ゲ

ー
ム
、

ピ
ン
ポ
ー
ル

」
は
フ

リ

ッ

ハ
i
を
T

V
ゲ

l
ム
出
開
化
し

た
ら
の
だ
が
、
フ
リ

ッ
パ
|

ゲ

l
ム
に
別
州
耐
の
ボ
ー
ナ

ス
ゲ
!
ム
む
つ
い
て

い
る
(
州

ゲ
ー
ム
と
も
本
サ

「
品
川
必
の

マ
シ
ン
」
参

m…)。

ま
た
同

社
で
は
一
台
に
二
つ
の

T

V

-.，.， 
経天堂農のようす.ょの写真はE臣家会場、下は大阪会場

4・--...-，..・

，.. • 

席
理
事
全
良
か

ら
内
任
を
要
割
じ

さ
れ
、
山
川
氏

は
態
度
を
保
向
川、

@
同
隊
に
川
本

氏
に
つ
い
て
も

態
度
を
似
仰
、

岡
本
氏
に
は
会

民
と
わ
仏
似

mMけ

が
後
日
川
任
を

安
心
す
る
こ
と

に
な
り
、
⑤

府

川
町
山
氏
の
日
迅

は
認
め
た
ー
ー
ー

と
い
う
も
の
。

従

っ
て
議
下
録

で
全
会
一
欽
で

新
役
員
が
不
認

さ
れ
た
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の

は
誤
り
で
、
事
実
は
山
凹
、

附
本
山
氏
の
剛
也
事
就
任
は
保

仰
と
な

っ
て
い
る
。
同
理
事

会
で
は
こ
の
訣
リ
を
認
め
た

う
え
で
、
訂
正
す
る
こ
と
に

J
A
P
E
A
理
事
会

(
1
月
M
H

日
}
の
よ
う
す

が
)
山
川
氏
は
同
氏
と
岡
本

氏
、
行
川
部
氏
二
名
の
聞
也
事

就
任
を
は
川
辺
、
た
だ
し
③
出

オペレーターのパートナー
1人よDもE入@カで

-集務内容 ….. .・H ・..…・・、

・ゲームコーナーの共倒経営

i ・ゲームマシンの長綱審IJl量販売

・長期資金融資

ケイ・ア ミューズメ ントリース:~
東京(425)8102 大阪(365)8819

モ
ニ
タ
ー
を
組
込
み
、

二
帥刊

の
ゲ

i
ム
が
ん
川
市
し
め
る
同
社

新
引
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト

「
M
D

シ
ス
テ
ム
」
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

タ
イ
プ
も
発
表
し
、
こ
れ
に

「
ゴ
ル
フ

」
と
「
ヒ
ン
ポ
ー

ル
」
を
組
込
ん
で
展
・
が
し
必

泌
と
な

っ
た
。

川
礼
れ
で
は

R
O
M
キ

ッ
ト

交
換
ね
式
の

V

S
シ
ス
テ
ム
、

--
h分
の
働
さ
を
す
る
う
え

に
辺
川
r
n
u
H
川
を
川
る

M
O

シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
臥

附
術
性
を
強
制
州
し
、

「
ニ
れ

は
校
術
市
析
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
は
そ
の
安
く
な

っ
た

，.‘ 
• 

夫
人
モ
デ
ル
機
一て
人
が
ハ

ッ

物
存
が
化

U
引
の
州
り
を
山

ク
マ
ン
と
ミ
ズ
パ

ソ
ク
マ
ン
、
心
川
市
に
へ
H

わ
せ
て
行
泣
す
る
な

そ
れ
に

「
フ
ア

|
ザ
|

・
オ

ど

、

約

二
時
間
の
ハ
レ

i
ト

ブ

・
パ

ッ
ク
マ
ン

」

(
パ
ツ
は
大
変
な
お
祭
リ

M
Yと
な

ク
マ
ン

の
父

と

川
い

た
小

っ
た
u

ナ
ム
コ

・
ア
メ
リ
カ

付
札
代
以
の
品
川
万
点
の
フ
ラ
カ

仇

で

は

、
ア
メ
リ
カ
人
の
ケ

J
U
H
9
勺
と
そ
の
上
ま
付
け
て

l
ド
を
け

》
て
参
加
・

』
れ
|
ブ
ル
カ
|
に
市
せ
る
深
い

わ
り
く
よ
と
に
な

J

て
お
り
、
に
は
さ
す
が

の
巾
・
村
M
N
H
K
L

縦
愛
の
山
川
を
%
強
す
る
と
と

川
山
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か
巡
少
々
附
れ
ぎ
み
だ

ゥ
た

と

い

も

に

、
余
冊
以
と
い
う
脱
念
を

い似
を
続
け
る
限
リ
ナ
ム
コ
サ
う
化
必
併
の
ハ
レ

l
ド
は

M
U

え
て
そ
の
地
域
社
会
に
的

(川
市
併
ハ
ゲ
・
・

l
e
・爵
)
ら

同

け

正

午

刷

、
川
山
で
は
市

け
込
む

こ
と
の
ぷ
筏
泌
さ
を

心
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
前
の
見
物
%
で
泌
さ
返
る
な

州
賊
し
た

t

と
し
て
い
る
。

ニ
の
ナ
ム
コ
む
に
は
小
村
、
か
、
州
市
中
心
部
か

ら

フ

イ

な

お
川
市
の
ケ
ー
ブ
ル
カ

中
山
向
社
長
と
と
む
に
ナ
ム

ッ
シ
ャ

l
マ
ン
ズ
ウ
ォ

|
フ

l
は
ニ
ル

l
卜
の
路
線
で
社

コ

・
ア
メ
リ
カ
社
の
社
以
や
ま
で
を
占

っ
た
り
止
ま
っ

た

問

卜
ムH
が
心
リ
、
逆
れ
は

一

附
係
お
も
品
取
り
込
ん
だ
ほ
か
、
り
し
な
が
ら
任
彼
。
へ池
小

比

例

一
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。

先
端
技
術
集
め
た
科
学
博
に

A

M
機

ノ、

イ
テ
ク
ノ
一フ

ユ〆
ド

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
と
ナ
ム

コ
が
参
加

先
端
技
術
を
集
め
た
M
H
午
こ
れ
に
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附

イ
ベ
ン
ト

ー
ハ
イ
テ
ク
ノ
ラ

(本
社
点
以
、
制
川
折
れへ
社

ン
ド
t

(

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
ト
と
と
附
ナ
ム
コ

(本
社
以

h
似
}
が
じ
川
ニ
ト
六
日
か
点
、
小
付
作
ば
社
以
)
が
協

ら

l
・
N
川
、
点
以

・
日
本

h
H
山
山
燥
し
た

怖
の
日
川
川
oMum
に
て
同
航
さ
れ
、
こ
れ
は
反
体
み
に
人

勺
た

小
中
川
十
ル
ー
た
ち
に
ニ

ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
先
端
以
術
を

紹
介
す
る
と
い
う
他
行
で
J
水

米
“
日
?
と
遊
ぶ
。
を
テ
|

?

に
聞
か
れ
た
も
の
で
、
約
三

ょの写真はサンフランシスコのケーブルカー再開通パレ-1-'1ニモデル娘 3人とともに参加し

たナムコの中村社長(右)とナムコ・アメリカ祉の中島社長 (左)。パックは・ナムコ号.

l
u札
の
企
業
が
山
展
し
た
。

デ
ー
タ

イ
ー
ス
ト
は

V
D

採
用
の

T

V
ゲ

l
ム
機

「
サ

ン
タ
|
ス
ト
ー
ム
」
と
ポ
ー

タ
ブ
ル

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

「
デ

ー
タ
フ
ァ

ッ
ク
ス

2
0
0
0
」

を
民
ぶ
し
た
t

「
サ

ン
ダ
ー

ス
ト
ー
ム
」
は
へ
リ
コ
フ
タ

ー
に
よ
る
戦
闘
ゲ

1
ム
で
『本

紙
約
掛
けゲ

1A
泌
の
マ
シ

ン

参
山川

』
、
会
場
で
は
附
凶
作川収

初
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
%
物

を
仙
川
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

そ
の
操
縦
仰
に
内

っ
て
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
的
に品川山

U

附
さ
れ

た
T

V
モ

ニ
タ
ー

の
州
耐
を

凡
て
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
背
科

を
附
き
る
が
ら
操
縦
作
と
ポ

デ

i
タ
イ
ー
ス
ト
重
役
陣
強
化

新
た
に
・・圃圃園圃-聞圃.

」

シ
ス

コ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
修
復
、
再
開
通
記
念
し

取
締
役

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附

(本

ロ

ニ
ク
ス
が
業
印
刷
桔
応
部

K
)、

批
ぃ
氷
点
、
制
川
刊
夫
社
民
}

布
川
町
帆
卜
木
氏

(a
H
M
m以
殺

で
は

h

ハ
川
二

l
九

H
の
妹、
R
U
ι
j機
総
が
業
部
川
な
u
muuk
}、

総
会
で
新
た
に
制
川
、
山
川
、
一川
川
ゃ，

r氏
『非
常
勤

4

.
 

.
 

内
村
の
J

一氏
を
取
締
役
に
選
制
川
行
千
代

『
レ
ジ
ャ

ー

ェ

汀
し
た
ニ
と
を
こ
の
は
ど
川

レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
引
業

m
f

ら
か
に
し
た
，

こ

れ

に

よ

り

業
本
部
以
ペ

市
川
ヂ
氏
(
M

W

M
社
の
呪
役
仰
は
次
の
よ
う
即
日

m・K
}、
州
村
正
山
氏
-
U
肌

に
な

っ
た

以

ぺ

山

人
久
米
川

f
機
泌
が
草
刈

代
れ
れ
取
締
役
社
U
K
H
M
川

竹

た
本
m
v
k
)
g
航
伐
役

H

利
夫
氏

取
締
役

H
般

公

時

内

川
忠
紘
氏

判
花
氏

(
レ
ジ

ャ
ー
エ
レ
ク
ト

な

っ
た

ま
た
明
ハ
が
剛
州
事
就
任
を

保
刈
川
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
社
に

M
m
が
会
山

腐
の
案
内
状
が
送
付
さ
れ
て

わ
ね
り
、
同
社
か
ら
こ
れ
に
抗

泌
を
中
入
れ
る

h
x
S
(七
川

ト
四
日

)
が
附
い
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
に

関
連
し
て
明
日
が
閲
姐
£
部

の
存
続
に
反
対
し
て
い
る
と

の
話
む
出
さ
れ
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
明
H
自
の
品
川
き
を
け
凡
た

う
え
で
同
支
部
存
続
に
つ
い

て
話
合
う

こ
と
に
な

っ
た
。

分
だ
け
山
の
健
全
性
、
イ
メ

ー
ジ
の
ア

ッ
プ
へ
の
投
資
に

向
け
て
む
ら
い
た
い
。

そ
の

結
決
業
界
の
発
股
を
則
す
こ

と
が
で
き
る
。
心当
札刊
の
わ刀
針

は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

イ
以
小

の
投
資

(機
械
附
人

)
で
以

大
の
利
益
を
H

と
い
う
こ
と

で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
行
て

て
業
界
の
走
け
肌
を
大
き
く

す
る
こ
と
が
メ
ー
カ
ー
の
依

命
L

と
し
て
い
る
。

(
3
め
ん
か
ら
の
続
き
)

し
ふ
え
ま
「

d

八
日
け
.
二
日
付
N
A
O

か
ら
サ

ン
ハrufあ
て
川
符
代
日

回

答

附
加
刊
・九
九
年
仁
川
.
一
日

付
山
川
行
代
川
先
制
い
た
し
ま
し

た
ご
指
術
の

テ

モ
ン
ス
ト

レ
l
シ
ョ
ン
」

は
、山
弁山内小山斤

い代
弁
に
あ
る
よ
う
に
、
参
治

院
地
打
行
政
A
K
い
れ
長
の
嬰
r川

に
よ
リ
、

mmJ
察
庁
が
行
っ
た

む
の
と
用
解
し
て
お
り
ま
す
。

タ
ン
に
よ
り
プ
レ
イ
で
き
る

よ
う
に
し
た
ら
の
を
出
品
。

ナ
ム
コ
は
中
山
仁
気
股
ロ
ボ

ッ

ト

「
腕
相
m
M
ロ
ボ

ッ
ト
」
を

山
山
口
川
・
』
れ
は
上
依
の

1
.で

.

4

つ
の
大
き
な
予
が
腕
利
伐

を
行
な
い

、
片
十
々
の
予
が
米

肌
切
れ
の

wm
力
に
応
じ
て
品
川
く

よ
う
に
し
た
む
の
で
、
山
水
位
州

連
れ
に
人
気
を
集
め
た
。

会
均
て
は
こ
の
ほ
か
ハ
ソ

コ
ン

で
機
縦
す
る
ロ
ボ

ッ
ト、

料
開
な
ど
を
巡
ぷ
ロ
ボ

ッ
ト

倫
川
政
送
シ
ス
テ
ム
、
中
小
ぷ

燃
料
自
動
市
午
、
相
央
制
沢
機

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

新
会
社
設
立

長
い
変
娯
来
日
東
京
郎
小
山
八

区
銀
座

一
の
l
の
l
二
、
加

繰
ビ
ル
、

合
・h
hハ
仁
|
三

L

ハ

じ

-h
、
羽
ド
μ
吋
吟
社
氏
。

事
務
所
移
転

川
門
川
企
州

H
金
沢
山
州
念

-
E
H
u
-
-ぃ1
.

.

 、
HU
川・lu可
H
Hリ
・
台

u
-，

.'ν
、

'
'
H
r
1
i

M山

7
J
Y
H
H
J
Y
J
ι

・、
1

合

{
り
じ
h

ハ4

・
-••• 

l
・h

.品
川

.
H
H
!
h
v治
上
〈
『

l
i
f
-
-

附
亦
出
向
が
か
川
件
以

a

J

・

打
郎
:
一打
町
J

・
U
州

l
八
の

州

l
、
念

(
い
じ
じ

早
川

“e

A

て
J

、
必
υ
也
化
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の
行
政
弘
畑
導
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
、
そ
う
い
う
行
政

指
与
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

た
か
と
い
う
鰍
背
な
り
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
讐
察
庁
は
昨

午
ヒ
川
「
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
ん
土
凶
強
淵
月
間
」
中

に
「
全
問
て
犯
保
さ
れ
た
少

年
の
た
ま
り
場
」
と
し
て
「
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
二
千
刊
十円
三

十
ニ
ヵ
所
」
を
学
げ
て
い
る

が
、
こ
の
数
千
は
ど
こ
か
ら

米
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
そ
し
て
不
思
議
な
こ

と
に
、
こ
の
数
字
に
つ
い
て

は
長
い
間
岡
山
げ
は
発
表
を
抑

え
て
き
て
い
る
。
間
進
い
な

いんア

l
タ
な
ら
、
湖
上
代
ん
法

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
立
々

と
発
表
し
て
よ
い
と
巧
え
ら

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ

ゆ令
。同

会
提
出
資
料
で
は
こ
れ

は
少
年
諜
訓
べ
と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
「
常
業
所
総

数
」
で
は
十
月
末
現
什
で
防

犯
課
が
湖
上
代
し
た
ゲ

l
ム雌開

設
炭
山
=
万
六
「
六
百
十
八

制
の
う
ち
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
等
専
業
机
」
の
数

(三
下

心
行
十
六
)
を
そ
っ
く
り
流

用
、

「
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
の

う
ち
約
七
訓
が
少
年
の
た
ま

り
場
と
な
っ
て

い
る
」
と
説

明
し
て
い
る
。
し
か
も

「非

行
少
年
の
た
ま
り
場
」
で
な

く

「
少
年
の
た
ま
り
場
」
で

あ
る
。
な
ん
と
眠
状
な
似
拠

で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
が

ど
う
だ
ろ
う
か
。

新
M

州
首
法
は
、
少
な
く
と

も
「
八
号
営
業
」
に
つ
い
て

は
、
風
説
化
し
た
即
日山
か
ら

し
て
す
で
に
疑
問
だ
ら
け
で

あ
る
。
内
科
に
人
れ
ば
、，
f

ど
も
が
ス
ロ

ッ
ト

マ
シ
ン
で

遊
ん
で
い
い
な
ど
、
山
州
出
向
機

に
附
す
る
世
界
的
な
常
織
に

反
す
る
も
の
ま
で
あ
り
、

日悪

法
て
あ
る
と
言
え
る
。
し
か

し
、
法
律
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

の
抑
圧

"" 

!空三
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A 
M 

論潮

多
く
の
問
題
残
し
た
新
風
営
法
の
法
制
化

第三純i銅11記事物認可

基準を満たしていない他社品と交換されますと誠に心苦しい事ではございます民製品全体の品質(事

故・故障・性能等)の保証ができなくなります二

グローリー製品には
EiLロR~の紙幣識別機をご使用くださし、。

げております二

ところ民最近、弊社製品と互換性があると称し、紙幣識別機のみを製造・販売する企業がいくつか現

われています二弊社の新紙幣識別機は、識別性能はもちろん、本体の性能・機能を最大限に発揮でき

るよう設計され、総合試験を経て製造いたしております二万一、心臓部である紙幣識別機を弊社の品質

きてよ今秋の新紙幣発行に伴ない、弊社ではすでに新紙幣識別機を開発し、交換のご案内を申し上

犯
の
卜本
然
防
止
は
卜
分
に
縄

師
併
で
き
る
し
、
ま
た
そ
う
し

た
脳
陣
争
犯
の
検
挙
は

一
層

強
化
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
賭

州
問
機
を
似
附
し
た
時
同
恒
犯

の

一
い
仰
を
望
ん
で
い
る
の
は

他
な
ら
ぬ
健
全
な
ア
ミ
斗
|

ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
業
界
な
の

で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
「
脳

陣
機
」
と
言
う
の
は
、
技
術

介
入
件
が
乏
し
く
、
偶
然
の

勝
負
ご
と
を
内
谷
と
す
る
ゲ

ー
ム
機
て
あ
り
、
「
叫
符
し
く

射
撃
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の

あ
る
遊
技
機
」
を
ぶ
叫
略
し
て

い
る
。

な
ぜ
符
戸
川
小
山
げ
は
今
に
る

っ

て

「
附
州
刊
に
似
川
さ
れ
や
す

い
遊
校
機
」
と
そ
れ
以
外
の

ゲ
|
ム
機
と
の
区
別
を
撤
脱

し
た
の
か
、
は
継
の
ま
ま
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
、
今
凶

の
風
営
法
改
止
が
表
向
化
す

る
ま
で
は
、
鴨
川
察
当
局
'H
体

が
灰
別
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
区
別
し

て
い
た
の
を
、
区
別
し
な
い

よ
う
に
持
っ
て
い
っ
た
の
は

だ
れ
か
、
ま
だ
ど
う
い
う
政

山

ケ
」
り
か
ー
ー

が
今
後
も
追

及
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
、
7
。

末永く安心してお使いいただく為にも、よろしくご理解賜わり、弊社の新紙幣識別機をご装着いただきま

すよう、ご案内かたがたお願い申し上げます二

風
俗
営
業
等
取
締
法
が
大
止
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

一怖
に
改

πさ
れ
、新
た
に
「
ゲ
と
説
明
し
て
い
る
。
問
問
行

l
ム
セ

ン
タ
ー
」
が
風
俗
営
為
の
未
然
防
止
と
い
う
観
点

業
と
し
て
許
可
制
に
な
る
こ
か
ら
は
、
ど
う
い
う
ゲ

l
ム

と
に
な
っ
た
。
わ
が
国
の
ア
機
が
ど
う
い
う
場
所
で
ど
の

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
産
業
に
と
よ
う
に
帥
閥
的
行
為
に
結
び
つ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
白
陶
か
つ
い
て
い
る
か
ー
ー
と
い
う
笑

創
造
的
に
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
態
調
併
の
結
果
が
必
要
で
あ

拡
げ
て
こ
れ
た
の
に
対
し
て
る
が
、
国
会
審
議
の
場
で
は

法
律
に
よ
る
ス
ト
ッ
プ
が
か
総
合
的
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま

か
っ
た
こ
と
に
な
り、

オ
ペ
に
終
始
し
た
。
た
だ
五
十
八

レ
|
シ

ョ
ン
も
法
律
で
厳
し
年
・
巾
ゲ
l
ム
機
を
使
用
し
た

く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
賂
時
事
犯
の
検
挙
状
況
は
、

る
ど
、
廃
史
始
ま
っ
て
以
米

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
専
業

の
法
的
抑
圧
が
加
わ
る
こ
と
附
」
で
百
九
十
一
件
、

T
百

に
な
っ
た
。

六

十
五
人
、

「
喫
茶
所
生
守
と

新
し
い
風
営
法
で
は
従
米
の
併
設
応
」
で
九
丙
凶

l
三

肝
波
し
に
な
っ
て
い
た
い
わ
件
の
凶

T
・ハ
パ
川
六
十
八
人
、

ゆ
る
セ
ッ
ク
ス
熊
業
に
対
し

「
ス
ナ
ッ
ク
仙
寺
と
の
併
設
応
」

て
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
成
で
凶
μ
|
七
件
、
二
千
八
卜

米
を
あ
げ
る
か
わ
か
ら
な
い
七
人
、

「
そ
の
他
」
で
Ah
こ

が
、
日
け
制
に
よ
る
法
成
制
寸
件
、
ム
パ
六
|
二
人
、
合

を
と
っ
て
お
り
、

こ
の
内
…
で
計
干
し
ハ
が
七
十

一
件
、
八
千

は
評
価
で
き
る
が
、

「
ゲ
|
附
ド
リ
八
|
二
人
検
本
し
、

ム
セ
ン
タ
ー
」
を

「
八
号
品
川
力
二
干
ニ
ム
刊
の
機
械
な
ど
と

業
」
と
し
で
胤
営
化
し
た
の
約
七
億
六
千
が
川
の
附
企
を

は
将
来
に
わ
た

っ
て
大
き
な
押
収
し
た
こ
と
ぐ
ら
い
て
あ

問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

る
。
押
収
さ
九
た

一
いか
三
千

な
ぜ
な
ら
胤
営
法
で
言
、7
風

ニ
ムけ
の
ゲ
ー
ム
機
と
は
ほ
と

俗
営
業
は
、
こ
れ
ま
で
未
成
ん
ど
全
部
が
山
町
時
機
で
あ
ろ

年
括
の
入
場
で
き
な
い
も
の
う
し
、
検
挙
さ
れ
た
常
業
者

ば
か
り
だ
っ
た
の
に
刈
し
、

は
い
わ
ゆ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
業

今
回
初
め
て
よ
成
年
必
の
入
お
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
わ
れ

坊
を
リ
品
川
す
営
業
が
入
っ
て
き
わ
れ
は
、
健
全
な
ゲ
ー
ム
機

た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
か
ら
が
締
怖
に
使
わ
れ
る
例
や
、

の

「
胤
俗
泌
裟
」
は
こ
れ
に
健
全
な
ゲ
ー
ム
機
の
み
を
設

よ
り
概
念
いか
不
明
陥
な
も
の
附
す
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

に
な
っ
た
と
言
え
る
。

同
開
怖
が
行
な
わ
れ
る
例
な
ど

を
ぷ
し
て
も
ら
わ
ね
ば
、
般

会
な
ゲ

l
ム
機
の
み
を
同
〈

ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
を
許
吋
制

に
す
る
と
い
う
新
風
骨
法
次

に
刈
し
て
納
如
何
で
き
な
い
の

が
当
然
だ
ろ
う
。

附
凶
問
機
を
似
川
し
た
以
降

昭和59年8月1日
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暖

昧

な

た

ま

り

場

M

帆
営
化
の
も
・
7
ひ
と
つ
の

閉
山
は
非
行
少
年
の
た
ま
り

場
化
の
よ
然
防
止
て
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

ど
の
よ
、
つ
に

「
ゲ
ー
ム
セ

ン

タ
ー
」

が
問
組
の

「
た
ま
り

場
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
尖
態
調
伐
な
り
、
そ
れ
が

ポ
尖
な
ら
い
き
な
り
法
制
胤
制

す
る
の
で
な
く
、
な
ん
ら
か

1 984~手 9月 1 日

賭
博
機
と
健
全
機

な
ぜ

「
八
号
笛
業
」
が
新

設
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は

終
察
当
日
均
は
帥

mwと
少
年
の

た
ま
り
場
の

日
つ
を
よ
然
防

r-

，、
，..、

A 

A 

A 

h 

~ 

戸、
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担
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A

一Ef
悶

訴
事
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h
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=d

M
目

白
米

引・

T
U

回
目

制
川

回
開

神
山
川

刷
av
天
川
山

川
レ

区
日
4

・
・

北
日

'
'
市
冶

Z
J
阪

m

E
L
大
釦

-ブレアテ'ス(母艦日)の中心tこうまく着艦

す制正5，∞0点。

-倣のベース基担割こ侵入。貴弘ウ方ーキー-

Bベースの"書置をかわし、磁壊せよ"
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ゲームの

しくみと働き (II)

両吉宗 9回目

A
N
O
ゲ

l
ト
の
問
つ
の
人

力
を
プ
ラ
ス
し
た
航

(す
な

わ
ち
制
+
悶
+
臼
+
4
H
m
)

で
す
。
こ
の
N
A
N
D
ゲ
ー

ト
の
出
力
は
、
問
例
自
の
パ

ル
ス
で
し

(
O
)
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
次
の
間
例

刊
の
パ
ル
ス
で
刊
の
F
F
か

ら
水
.
巾
「
リ
セ

ッ
ト
ハ
M
uゲ
と
し

て
出
力
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

(
H
R
E
S
E
T
と
い
う
信

り
表
示
文
字
の
上
の
償
俸
は
、

こ
の
水
平
リ
セ

ッ
ト

μサ
が

ネ
グ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
を

ぷ
し
て
い
ま
す
)
こ
う
し
て

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
水
平
リ
セ
ッ

ト
信
号
は
、

m
叫
倒
自
の
ク
ロ

ッ
ク
パ
ル
ス
ご
と
に
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
こ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の

水
・
中
リ
セ

ッ
ト

U
Hゲ
は
、
附

の
F
F
の
ク
リ
ア
入
力
端
下

に
つ
な
が
れ
て
お
り
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
の
水
平
リ
セ
ッ
ト
信

号
は
、
二
例
の
mm
カ
ウ
ン
タ

の
れ
リ
セ
ッ
ト
綿
子
に
つ
な

が
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

カ
ウ
ン
タ

・
チ
ェ
ー
ン
全
体

は
、
削
例
目
の
パ
ル
ス
で
元

の
ゼ
ロ
に
リ
セ

ッ
ト
さ
れ
ま

第三純fillfl匝物a可ゲームマシン第243号1984~手9月 1 日(15) 

• ビデオ

~ 国
H BL玄高官

H BLANK 

ft R I::S E:T 
H RE:SET 

H BLANK 

32H 

16H 

a-
•• •• 

--U

前
回
の
第
j
同
凹
目
ま
で
に

日
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
と
っ
て
必

的
決
な
、
次
の
デ
ジ
タ
ル
川
路

況
に
つ
い
て
H

品
川
し
て
ま
い
リ

一ん
ま
し
た
。

間

・

ゲ
ー
ト

日

・
フ
リ
ッ
プ

・
フ
ロ
ソ
プ

泊

・

カ
ウ
ン
タ

山

・
シ
フ
ト
レ
ジ
ス
タ

3

・p
u
p
-
U

日

-
R
O
M

Z

・
R
A
M

山

今
凪
は
ゲ
ー
ト
や
フ
リ
ツ

ぷ
プ

・
フ
ロ

ッ
プ
(
以
下
F
F

配
と
略
す
)
や
カ
ウ
ン
タ
な
ど

市

の
成
本
的
な
デ
ジ
タ
ル
川
路

脚
川む

を
使
っ
た
マ
ス
タ
ー
-
タ
イ

市

ミ
ン
グ
同
路
に
つ
い
て
み
て

町

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十一

第
七
回
目
の
C
P
U
の
説

此

明
の
と
き
に
も
、
ち
ょ
っ
と

市

触
れ
ま
し
た
が
、
c
p
U
が

品

人
間
の

、
政
悩
」
に
例
え
ら

一一

れ
る
の
に
対
し
て
、
マ
ス
タ

町一

ー

・
タ
イ
ミ
ン
グ
川
路
は
、

M

人
附
の

「
心
臓
」
に
例
え
ら

品

れ
ま
す
。
人
聞
の
身
体
の
す

'a 叫

べ
て
の
節
分
が
心
臓
か
ら
送

叫

リ
山
山
さ
れ
る
胤
液
を
も
と
に

'a 出

し
て
機
能
し
て
い
る
よ
う
に

凶

ビ
デ
オ
ゲ
1

ム
で
は
、
マ
ス

，. 川崎
タ
l
・
タ
イ
ミ
ン
グ
凶
山
内
で

凶

作
り
出
さ
れ
る
ク
ロ
ッ
ク
パ

・圃川崎

ル
ス
を
も
と
に
し
て
、
C

P

M

U
を
は
じ
め
と
す
る
P
C
ポ

品

l
ド
の
す
べ
て
の
m
品
が
作

印

刷
し
て
、
州
戸
川
に
映
伐
を
酬
明

・・
1

市

し
出
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

凶

れ
で
は
そ
の
マ
ス
タ
ー

・
タ

・・品

イ
ミ
ン
グ
回
路
の
内
部
に
つ

釦

い
て
、
順
に
み
て
い
き
ま
し

‘.
 

-
d
 --

骨
川3

 

4
F岨

駒
山2

 

4
V
岨

ょ、ヲ
。

レ

;(1) 

回ク
路ロ

''/ 

ク

〉〆

ヱ
ネ

ク
コ

ッ
ク

・
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
回
路
の
中
心
に
な
る
も
の

は
水
品

(
ク
リ
ス
タ
ル
)
で

す
水
品
は
、
そ
の
紡
品
を

す
。
そ
し
て
こ
の
仰
と
い
う

数
は
、
幽
戸山
の
水
千
万
向
の

叫
岬
線
の
数
と
一
飲
し
て
い
る

の
で
す
。
す
な
わ
ち
T

V
モ

ニ
タ
ー
の
画
面
は
、

水
平
方

向
に
叫
に
分
別
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

ω
水
平
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

信
号
と
水
平
周
期
信
号
発
生

田
路次

の
第
6
図
は
、
水
予
ブ

ラ
ン
キ
ン
グ
幻
号
と
水
干
同

州
日
サ
を
発
生
す
る
M

m
で

す
。こ

の
図
の
よ
う
に
、
こ
の

回
路
は
、
回
の
N
O
R
ゲ
ー

ト
二
例
と
刊
の
F
F
で
鱗
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
先
の
第
3
M
の
刊
の

F
F
か
ら
出
h
H
さ
れ
た
水
.
巾
γ

リ
セ

ッ
ト

μけ
{
H
R
E
S

E

T
)
は
、
こ
の
回
路
の

ω

の
N
O
R
ゲ

l
ト
を
通

っ
て

水
平
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
信
号

(
H

B
L
A
N
K
)
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
子
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
日

り
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
で
は
、

次
の
ニ
ヵ
所
で
使
わ
れ
て
い

宇品、す
。

P 

水平プランキング信号と

水平同期信号発生回路

32ft 

16H 

図 S

切
り
出
し
て
、

一
対
の
一
定
極

の
聞
に
は
さ
み
ま
す
と
、

4

紗
川
に
.h.力
川
以
し
し
の
正
維

な
似
品
川
を
繰
り
か
え
す
札
口

を
む
っ
て
い
ま
す
。

(
こ
の

原
尽
を
時
計
に
応
則
し
た
の

が
ク
オ

|
ツ

・
ク
ロ

ッ
ク
で

す
)
た
だ
し
水
u
聞
の
振
動
を
、

そ
の
ま
ま
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
に

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ク
ロ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ
と
い
う
川
路
を
通
し
て
、

そ
の
振
動
波
形
を
終
え
て
、

P
C
ボ
ー
ド
を
作
動
さ
せ
る

の
に
通
し
た
パ
ル
ス
伝
号
に

変
え
て
い
ま
す
。

次

の

m
l
凶
は
、
凶

・
制

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
の
ク

リ
ス
タ
ル
を
使
っ
た
ク
ロ

ッ

ク

・
ジ
子
不
レ

l
タ
凶
路
の

図
で
す
。

ニ
の
M
の
川
路
の
ク
リ
ス

タ
ル
の
わ
れ
側
の
プ
レ
ー
ト
に

フ
ラ
ス
の
刈
一
化
を
加
え
、
ト
κ

側
の
プ

レ
ー
ト
に
マ
イ
ナ
ス

の
高
圧
を
加
え
ま
す
と
、
こ

の
二
枚
の
プ

レ
ー
ト
は
、
ク

リ
ス
タ
ル
を
成
屯
体
と
し
た

コ
ン
デ
ン
サ
の
よ
う
な
働
さ

を
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
マ

イ
ナ
ス
の
川
正
は
、
イ
ン
バ

ー
タ

ωに
よ
り
以
い
私
さ
れ
て

川
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ラ
ド
の
コ

ン
デ
ン
サ
を
通
し
て
、

イ
J〆

R 2 
330!l 

i
V
 

7

M
 

川
門
H
U
リ
um

-

-‘
"
 

の，

インバー 7(1)

R 1 
330!1 

04 

-心
川
則
パ
ル
ス
を
発
生
さ

せ
る
た
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

作
り
出
す
こ
と
と
、

②
映
像
を
水
平
に
動
か
す

た
め
の
入
力
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
作
り
出
す
こ
と
で
す
。

次
の
部
7
肉
、
水
.
ヂ
リ
セ

ッ
ト

U
号
(
口
氏
E
S
E
T
)

256V 

256V 

v 

H 

と
水
市
γ
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
信
号

(
H
B
L
A
N
K
)
お
よ
び

水
千
同
期
川
号

(
H
S
Y
N

C
)
の
タ
イ
ミ
ン
グ
図
で
す
。

ま
た
次
の
第
8
図
は
、
画

面
上
の
水
平
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

信
号
の
位
置
関
係
を
示
し
て

水平ブランキングの薗面ょの位置関係

可才 164H

水平の各信号のタイミング図図 7

(実際に映像が ) 
映し111される悌分l

図 8

パ
ー
タ

ωに
カ

ッ
プ
リ

ン
グ

さ
れ
、
そ
こ
で
ま
た
候
性
が

反
似
さ
れ
ま
す
。
ニ
の
よ
う

に
こ
の
ク
ロ
ッ
ク

・
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
川
路
に
よ
り
フ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
を
繰
り
返
す

パ
ル
ス
が
発
生
す
る
の
で
す
。

こ
の
パ
ル
ス
も
、
ま
だ
P

C
ボ
ー
ド
で
実
川
に
な
る
よ

う
な
波
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
イ
ン
バ
ー
タ

ωと
吋

と
い
う
F
F
凶
助
閉
会
』
通
し
て
、

さ
ら
に
波
形
が
繁
形
さ
れ
ま

す
。

(注
l
)

こ
の

n
刊ア

は、

一
般
に
「
ナ
ナ
ヨ
ン
」

と
体
読
み
し
て
、
I
C
の

川上得

(
タ
イ
フ

・
ナ
ン
ハ

|
)
を
ぷ
す
J
U
の
で
す
。

こ
の
均
九
。
が
山
山
た
つ
い

で
に
、
こ

こ
で
I
C
の
引

得
点
ボ
に
つ
い
て
、

一
泊

り
説
明
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
ョ

I
C
に

つ
き
ま
し
て
は

第
二
回
目
で
説
明
し
て
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
岡
弘
主
T
T
し

(
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

・
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ

・
ロ
ジ

ッ
ク
)
が
、巨

械
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

T
γ
し
は
、
D
T
L
(
ダ
イ

オ
ー
ド

・
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ

・

ロ
ジ
ッ
ク
)
の
ダ
イ
オ
ー
ド

を
、
マ
ル
チ

・
エ
ミ

ッ
タ

・

¥0) 

CLOCK 

CLOCK 

クロック・ジェヰレータ回路

P 

(.) 

図 1

い
ま
す
。

回
路 (4)

垂
直
同
期
チ
ェ
ー
ン

次
の
節
9
凶
は
、
霊
前
同

期
チ
ェ

ー
ン
凶
路
の
同
で
す
。

こ
の
回
路
は
、
先
の
水
川
γ

附
則
チ

ェ
ー
ン
同
路
と
ほ
と

vi¥tSET 

V RESET 

P 

H RESET Q 

P 

量量.同期チェーン回路

c 

GATE 

10 

図 9
32Vの信号図10

ん
ど
同
じ
で
す
が
、
次
の
二

点
が
違
っ
て
い
ま
す
。

①
こ
の
回
路
の
犯
の
カ
ウ

ン
タ

ωに
は
、

水
平
リ
セ
ッ

ト
信
号

(
H

R
E
S
E
T
)

が
ク
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ

と
と②

刊
の
N
A
N
D
ゲ
|
卜

が
入
力
の
加
例
目
(
す
な
わ

ち
制
+
4
+
I
H
加
)
の
水

平
リ
セ
ッ
ト
パ
ル
ス
で
出
力

さ
れ
る
こ
と
で
す
.

ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
に
同
さ
変
え

て
、
出
力
を
ト
ー
テ
ム

・
ポ

ー
ル
引
に
す
る
こ
と
で
、
消

叫H
A屯
力
を
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

し
な
い
で
高
迷
化
に
成
功
し

た
I
C
で
す
。
そ
し
て
そ
の

た
め
に
他
の
品
川
よ
り
シ
リ

ー
ズ
化
か
進
ん
で
、
い
ろ
い

ろ
な
機
能
を
持
つ
も
の
が
多

数
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
T
T
し
の
シ
リ
ー
ズ
化
は
、

T

l

(テ
キ
サ
ス

・
イ
ン
ス

ツ
ル
メ
ン
ツ
)
社
を
は
じ
め

と
し
て
、
モ
ト
ロ

ー
ラ
社、

シ
グ
ネ
チ
ッ
ク
ス
社
、
川
内

で
は
、
H
弘
、

-ぺ
炎
、
H
屯
、

東
芝
な
ど
の
会
社
が
シ
リ

l

ズ
化
し
て
い

∞
伺

ま

す

が

、
そ

ト
邸

内

げ

の

小
で
も
以

M
ω

mu

J
u
h付
申
れ
な

の

S

司

ゆ

が

T
I
社
の

一

q

H
/
川
シ
リ

刊門
図

的

!
¥
，

c

i

ズ

で

す

。

N
H
H

そ
の
T

I
社

の
明
一
得
ぷ
ぷ

は
、
次
の
泊
り

h

ハ
つ
め
川引
け

か
ら
成
リ
伝

っ
て
い
ま
す
。

-
第

l
瓜

こ
の
か
S
N
H
は
ス
タ
ン

ダ
ー
ド

(標
準
)
の
窓
味
で

L

す
。

-m
2刷

、』の
.的引
に
は
、
作
日
H
と

仰
向

H
の

4

・M
刊
紙
が
あ
り
、

日
は
市
市
ド
川

(
M
l
L
)
で

あ
り
、
叫
が

一
般
用
で
す
。

制
と
九

の
途
い
は
、
ぬ
度
使

間
だ
け
で
す
。

刊

什

0
1
河
℃

1

9
4
P
え

日
H
一
日
1
m
℃

-
m
3
刷

無

印
H
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

H
H
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

L
H
ロ

|
パ
ワ
-

cd
H
シ
ョ
ツ
L
l
七「

L

S
H
ロ
i
ハ
ワ
|

・
シ

ヨ
ツ
L
1
キー

(日比
2
)

の
シ
ョ
ッ

ト

キ
々
と
い
う
の
は
、
泊
常

の
T
T
し
を
さ
ら
に
尚
速

に
す
る
た
め
に
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
の
コ
レ
ク
タ
と
ベ

-
V BLANK 

V SYNC 

垂直ブランキング信号と

垂直岡剣信号の発生回路

V BLANK 

8V 

図11

し

「

雪量直の信号のタイミング図

8V 

V BLANK_j 
8V 

す言干NC

4V 

次
の
m
ω
同
は
、
泣
V
の

恥いわ似

U
号
を
州
日削
で
H
凡
た
聞

で
す
。ω

垂
直
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

信
号
と
垂
直
同
期
信
号
発
生

回
路次

の
m
u
凶
は
、
喰

hmブ

ラ
ン
キ
ン
グ

μ
ザ

(
V
B
L

A
N
K
)
と
垂
直
同
期
信
号

(
V

S
Y
N
C
)
の
発
生
回

路
の
閲
で
す
。

こ
の
図
の
よ
う
に
、
こ
の

州
防
も
、
先
の
水
子
日
号
の

場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す

が、

ωの
N
O
R
ゲ
|
卜
で

榊
成
さ
れ
て
い
る
R
S
-
F

F
一凶
路
が
、
垂
直
リ
セ
ッ
ト

信
号

(
V
R
E
S
E
T
)
で

セ
ッ
ト
さ
れ
、
そ
の
後
凶
V

の
い
号
で
リ
セ

ッ
ト
さ
れ
る

と
い
う
点
が
水
干
の
場
合
と

巡
っ
て
い
ま
す
。
安
す
る
に

水
平
の
州
場
合
と
タ
イ
ミ
ン
グ

の
と
り
方
が
途

っ
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

次
の
第
は
凶
は
、

そ
の
タ

ー
ス
問
を
シ
ヨ

γ
ト
キ

・

ダ
イ
オ
ー
ド
で
グ
ラ
ン
プ

し
て
飽
和
し
に
く
い
形
式

に
し
た
も
の
で
す
。

-
第

4
雨
明

∞
か
ら
は
じ
ま
る
述
添
(シ

リ
ア
ル

・
ナ
ン
バ

ー
)
で
ニ

仙
か
・
ニ
仰
の
数
千
で
U
K
ぶ
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
泊
治
、

と
く
に
区
別
す
る
必
要
が
な

い
限
り
、
他
の
項
は
除
い
て
、

こ
の
述
需
だ
け
で
I
C
を
呼

林
し
ま
す
。
従
っ
て
先
に
述

+
&
7
2
3

〆

べ

た

J
同

H

の
場
A
H
は、

T

l
u刊
の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ル
』
礼

れ
ば
「
デ
ュ
ア
ル

・
D
タ
イ

プ

・
フ
リ
ッ
プ

・
フ
ロ

ッ
プ

(リ
セ
ッ
ト
端
チ
と
ク
リ
ア

端
子
付
き
)
I
C
」
で
あ
る

、
で
と
が
分
リ
ま
す
。

-
第
5
瓜
と
お

6
.刷

ヒ
ン
の
配
列
と
パ

ッ
ケ
ー

ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
ま
た
本
筋
に
戻
り

ま
し
て
、
次
の
第
2
同
は
、

先
の
第
l
図
に
い
小
さ
れ
て
い

た

ωωω
外
部
の
パ
ル
ス
の

波
形
を
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
で

比
た
閃
で
す
。

(0) (b) (.) 

図12

イ
ミ
ン
グ
の
附
係
を
ぷ
す
閃

で
す
。

次
の
第
日
阿
は
、
水
平
と

垂
直
の
信
号
の
相
互
関
係
を

一不
す
悶
で
す
。

こ
の
悶

ωは
、
同
州
の
水

子
と
吸
爪
の
カ
ウ
ン
ト
数
を

ぶ
し
ま
す
。
凶
川
川
は
、
水
・
干

の
の
こ
ぎ
り
泌
を
法
ゆ
と
し

た
黍
直
の
信
号
の
関
係
を
一
不

す
図
で
す
。

こ
の
図

ωの
よ
う
に
、
水

H

川
の
同
布
引
似
品
川
周
波
数
か
ら

出
発
し
た
マ
ス
タ
ー

-
タ
イ

ミ
ン
グ
同
断
は
、

岡
山
に
、

こ
の
よ
う
な
水
平
と
畳
似
の

カ
ウ
ン
ト
数
を
与
え
る
の
で

す
。
そ
し
て
図
川
の
よ
う
な

テ
レ
ビ
の
走
伐
線
を
法
準
に

し
て
、
同
似
の
カ
ウ
ン
ト
数

で
、
岨
而
k
の
位
山

g
め
を

し
て
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
映

像
信
号
を
の
せ
て
や
れ
ば
、

画
面
上
の
望
む
場
所
に
、
ゲ

ー
ム
の
映
像
を
映
し
出
す
之

と
が
で
き
る
の
で
L

す
。

ニ
の
凶
め
よ
う
に
、
ハ
ル

ス
の
波
形
は
、
イ
ン
バ
ー
タ

ωで
、
少
し
終
形
さ
れ
、
刊

の

F
F
M
路
を
通
っ
て
実
用

に
な
る
万
形
波
に
近
づ
い
て

い
き
ま
す
。

こ
の
間
川
と
肉

ωを
比
べ

て
み
ま
す
と
、
凶

ωの
ハ
ル

ス
の
叫
が
-
一的

(従
っ
て
周

波
数
が
下
分
)
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
刊
と
い
う
立

ち
k
り
で
動
作
す
る
F
F
回

路
を

a

段
通
し
た
た
め
に
約

川
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
ハ
ル
ス
が

7
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に
な
っ
た
た

め
で
す
。
こ
う
し
て
出
て
き

た
図

ωの
よ
う
な
波
形
の
7

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
パ
ル
ス
が
次

の
水
千
同
期
チ
ェ
ー
ン
回
路

ニ
送
ら
れ
ま
す
。

回
路 (2)

水
平
周
期
チ
ェ
ー
ン

次
の
第
3
闘
は
、
水
平
・
同

期
チ
ェ

ー
ン
凶
路
を
一示
す
凶

で
す
。

こ
の
間
の
よ
う
に
、
ニ
の

‘，.
L
W

，ad，
 

川
断
は
J

M

刊
の
カ
ウ

ン
タ
一が

こ
川W
U附
W

F

F
と
均
の
ゲ

ー
ト
で
憐
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
7
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
ク

ロ
ッ
ク
バ
ル
ス
が
mm
の
カ
ウ

各自I!'~Iレスの波形図 2

256H 

25611 

P 

16H 
32H 
6411 

128H 

-

0(1時

CLOCK 

クロックパルスとカウンタの出力のタイミング図

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l COUNT 

図 4

(.)64ft (b)32H ¥.)l6H 

水平信号の画面表示図5

Q
H
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H

 

曲。
ハ可
M
H
つ&
U日

仏
、
H
4

H

ハ
町

H
8

H

幻
の
カ
ウ
ン
タ

ω

ハ
m
H
凶
日

ハ
刷

H

n
H

n則
H
制

H

nw
H
m

H

 

m
仙の
F

F

Q
H
揃

H

一Q
H

一m
H

次
の
お
4
肉
は
、
ク
ロ

ッ

ク
ハ
ル
ス
を
も
と
に
し
た
仰

の
カ
ウ
ン
タ
の
出
力
仏
恥
恥

仏
の
タ
イ
ミ
ン
グ
図
で
す
。

ま
た
次
の
第
5
図
は
、
犯

の
カ
ウ
ン
タ

ωの
出
力
ぱNH、

犯
H
、
山
明
日
を
、
今
度
は
州

日
向
上
に
・r小
し
た
同
で
す
。

-』
こ
で
第
3
M
に
.
民
り
ま

し
て
、
聞
の
F
F
か
ら
山
て

く
る
揃
H
の
ハ
ル

ス
は
、
却

の
N
A
N
D
ゲ
ー
ト
を
通
っ

て
、
印
日
の
パ

ル
ス
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
仰
の
N

厚
く
お
礼
申

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

し

上

げ

ま

す
。

こ
の
た
び
発
売
し
ま
し
た
「
ロ

l
ド

ラ

ン

ナ
ー
」
(
L

o
d
e
R
u
n
n
e
r
)
は
米
国
ブ

ロ
l
ダ
l
バ
ン

ド
社
よ
り
独
占
許
諾
を
受
け
、
弊
社
が
ア
ー
ケ
ー
ド
用

ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
ニ
の
製
品

に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
弊
社
に
無
断
で
模
倣
、
又
は
類
似
す
る
製

品
を
製
造
、
販
売
、
輸
出
、
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
使

用
し
て
、
営
業
す
る
行
為
は
不
正
競
争
防
止
法
、
工
業

所
有
権
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分

ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
秩
序
の
維
持
、

健
全
な
発
展
の

為
に
、
皆
棟
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま

す
。

昭
和
五
十
九
年
七
月

国
吋

J
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Z
R
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ン
タ

J

一例
と
聞
の
F
F
を
泊

り
ま
す
と
、
こ
の
パ
ル
ス
は
、

次
の
泊
り
、
合
計
で
九
回
二

分
さ
れ
ま
す
。

仰
の
カ
ウ
ン
タ

ω

H RES 1::1' 

P 

水平同期チェーン回路

大

府

原

J! ~ 
2ル室
長ム工
渡株三
高式き
嶋 2T
哲社 等
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図 3
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セガ

フューチャー ス/~イ

栄光の一瞬をめぎして体力の限界に挑戦.グ

5種類の競技が楽しめる

熱中スポーツ・ビデオゲーム

W間宮RMATCIr 敵機動部隊撃滅作戦開始一一旗艦空母を撃沈せよグ

ダイナミックな戦闘シーンを次々と展開する

エキサイティング・ バ トルゲーム
セガ・ウォーターマ yチ目

tfl 

'‘ 

車t

‘11.， 

"、• 
忽動

tl;島守.

‘'.，.7， 
・、..1

!新紙幣にも対応の紙幣識別機搭載 1
DAnClnGH前 TM

包ガ・ (DP-07) 

包ガ・ (DP-l7) 踊
り
お
わ
る
と
シ
ル
ク

・恥'
リ''

J
 

グン、γンダガセ

-使用貨幣は便利な 4ウェイ・タイプ

一一1，000円札(新札にも対応)

500円札/500円・100円硬貨。

-高性能ホッパーを 2基繕織、 100門 ・

50円硬貨を払出し。専
用
台
は
別
売
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
。

. 1 . 

• 圃iど3
2 ト:は -1. 000門札(新札にも対応)、

500円硬貨を100円硬貨に両替。

・両替用100円硬貨は1，800枚収納。

・7イコン制御の自己鯵断機能で

作動状態をひとめて・砲Ml。

包ガ・ (DP-05・1) 

圃圃 I，I， .500円、 100阿{硬貨)を50円硬貨に筒嘗。

・大容量Eの収納枚数(筒瞥周50円硬貨3，000枚)

・両替硬貨の補充はス ピーディな上部専用車置

からホッパーへの投入方式。

-s; 

メダルゲーム織の放置司1"につ害草しては

rメダルゲーム喝遁嘗i5J11J4:守っτニ憎用下さい

'‘ 

データが
りズムと集中/

れる本格的コルフゲーム
貴方のスコアは?

/一

可

新リッチ感/

-

cク
二歩

_ (1クレジットでスコアに換戦)(5ク

レジツトでハーフラウンド〕の画期的

プレイ選択方式を録用。

.;也あり、パンカーあり…の全日ホール

(アウ ト・イ ン)。

・クラブの選択、打E事方向、風向.lI.ヵ

を計算に入れスタンスを決めτ打つ。

・ホール ・イ ン・ワンは記録できます。

・スライス、フック等ミ スショット あり。

会長6610'"、編1‘10""，と コンパクトな

形状とあって、 スベース効率もよ〈 、プ

レーも 4人から 1人までが楽しめ、料金

設定も 1ゲーム300問、400円、500円の 3

段階切換えデイ ツプスイッチ付事。しか

も4人プレーまで 1I変にコイン役入可能

となってL、る。

-H
叶
a

、
叶
J

，
A
!

¥、
M
r

，』、

や
i

.1

¥

a

，、、.
-Jv
、

• 今、

/ ;. 
ニ:.s 
}
〉

t
F

一
'叫母， 

本 社 平 IH 東京師究聞広東純益S7 8 
TEL. 03(741)5201(代間}

大 幅 営 蝿 所 干556大服用II!l温区売 町212・N・106
γEL. 06(647H455 

名古屋 営 蝿 附 干464名古鹿市平柵 区今池トト11
TEL. 052(732)2611桝田ピル

-'. 遊空間/今

TRADING CO.，INC. 
株式会社:C:Z::lII

CREDIT 

@ NASCO 守95-2459

1984~手9月 1 日第243号 ゲームマシン

マッド・クラ、ソシャー

tli -:J.f(郵便物12.iif (16) 
F 

-、

を使い

WER3つのテクニック
ける事が出来るかグ

-、

クラッシャーバイクのツインビームで敵のバイクを撃破しながら、無限軌道をつき

進むゲーム。軌道上には、ジャンプスポットやパワーゾーン・障害物ゾーン等があ

り、常に変化している。そして、バ一ミリアン I・パ一ミリアンE等強烈な敵が次

から次へと攻撃をしかけてくる…走行ラインの選択と高度なレバー操作・瞬間の判

断が高得点につながる。

マッド・クラッシャ-3大テクニック

て、前方の敵
ら迫って来る

ーみ、レー

ジャンプ -スポ、ソ トは、 タイミング
が全て、ジャンプ距離を伸すと高得
点になる。
ジャンピングを使って敵から避ける

事もテクニックのひとつだぷ/

パワースポ、ソトに入れば、パワーと

スピードが増す。パワーアップ時に
は、 体当りで敵や陣容物をやっつけ
る事が出来る。
スピードが増すのでジャンプのタイ
ミングに注意。

可雪 ;

-、

可咽"""
ιy 

ぜsr

平訴は棉月IJの御引立を賜わり厚く御礼申し上げます。

さで、この度、 弊社が発表致しましたビデオゲーム機「マッド ・

クラッシャー」は弊社が独自に開発製品化したオリジナル製品

であります。

従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品と

して裂造、改造、販売、 輸出する等の行為をすること及びこれ

らの機械を使用して常業することは著作権法、 工業所有権諸法、

不正競争防 止法等に抵触し弊社の正当な権利を侵害することに

なります。つきましては、これらの行為のないよう充分にご沖.

芯賜わり業界の秩序維持、健全な発展のために特様のご協力を

お願い申し上げます。

開発・製造株式会社

販 売株式会社

lI?l利59年6凡

工ス工ヌケイエレクトロニクス

新日本企画

代表取締役川崎英吉

SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
S N K C ORPORATI ON 

* u 大阪市淀川区東三国6丁目 111145'号甲532n (06) 396 16211¥ 

東 京 支后 東京都台東区i量五4晶子4-4;;ュエル秋県原申 11 1官 (03)866-6175(¥ 

福岡営蝶所福岡市1時多区1哩N>駅東3丁目316川渦ピル304号字812宮 (092)471-8612--3

E巨大阪営鍵所 東大阪市吉田7-2-35;jミヴイトシャト 1111¥〒578官 (0729)65-0533 

3043 Kashiwa Str剛 Torrance.Cahforllla 90505 PI即時 (213)539-2744

22新日本企画
SNK E LE CTRONI CS CORP. 

1・45，HIGASHI MIKUNI 6-CHOME， YODOGAWA-KU， OSAKA， JAPAN 

PHONE: OSAKA(06)396-1621 TELEX: 523 6785 
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略。
コナミ朝正式会主I〒切手przppmmRお

， ，、

T

V
ポ

西
独
オ
ペ

西
ド
イ
ツ
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会
、
Z

A
O

(ウ
ィ
ル

へ
ル
ム

・
オ
ル
ケ
会
長
)
は

こ
の
ほ
ど
正
式
に
、
同
国
内

に
お
け
る

T
V
ポ
ー
カ
ー
な

ど
T

V
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
を

全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
の
業
界

誌

「
オ

i
ト
マ
テ
ン

・
マ
ー

ク
ト
」
六
月
号
が
報
じ
た
も

の
で
、
そ
の
要
旨
は
次
の
よ

う
に
な
る
。

ま
ず
西
ド
イ
ツ

に
は
今
年

一
月
の

I
M
A
シ

ョ
ー
で
初
め
て

T

V
ポ
ー
カ

ー
が
出
品
さ
れ
、
初
め
の
う

ち
こ
れ
は
純
然
た
る
ア
ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
機
の
よ
う
に
人

の
目
に
は
映

っ
た
が
、
そ
の

後
こ
れ
ら
の
機
械
が
市
場
に

出
る
や
脊
や
、
違
法
営
業
の

か
ど
で
検
挙
さ
れ
る
者
が
続

出
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を

カ

レ
l
タ
l
協
会
、

"...、

禁
F

Z
O
A
が
強
い
措
置

見
た

Z
A
O
が
、
す
ぐ
さ
ま

調
査
を
開
始
し
、
こ
れ
以
上

進
法
営
業
が
広
が
ら
な
い
う

ち
に
徹
底
的
に

T

V
カ

i
ド

ゲ

i
ム
機
を
追
欲
す
る
こ
と

に
な

っ
た
も
の
。
そ
の
理
由

は
た
だ
ひ
と
つ

、
こ
れ
、
め
の

悪
質
な
ゲ

i
ム
機
に
よ
り
自

分
た
ち
の
健
全
な
ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す

る
一信
用
が
失
わ
れ
る
と

い
う

煩
失
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

Z
O
A
は
こ
れ
ら
の
機
械

が

ご
控
除
な
賂
同
行
為
に
結

び
つ
く
こ
と
の
て
き
る
賂
博

機
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
会

員
投
娯
に
語
り
、
そ
の
結
果

全
会
民

一
欽
し
て
こ
れ
を
認

め
、
こ
れ
ら
の
機
械
の
設
績

な
ら
び
に
移
動
を
禁
じ
る
挑

債
を
講
じ
た
。

こ
の

Z
O
A

の
決
定
に
従
わ
な
い
会
員
は

除
名
さ
れ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

. .ー ・

.， 
'. . " 一・.. 一.・，、，、

日ふ

ま
な
拍
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

Z
O
A
の
メ
ン
バ
ー
数
は

本
紙
に
は
わ
か
ら
な
い
が
全

米国アタリ社は 2社に分割

家庭用はアタリコープ
業務用はアタリインク

米
国
の
ア
タ
リ
社
の
う
ち

家
庭
用

(
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
、
ホ
ー
ム
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
)
部
門
は
七
月
二
日
に

コ
モ
ド
ー
ル

・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
祉
の
元
社
長
ジ

ヤ

ツ
ク

・
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
に
貿

い
と
ら
れ
た

(本
紙
第
加
号

既
報
)
が
、
そ
の
結
果
ト
ラ

ミ
エ
ル
氏
に
よ
る
家
庭
用
部

門
は
「
ア
タ
リ

・
コ
ー
プ
」

と
名
付
け
ら
れ
、
ワ
ー
ナ
!

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

(W

C
I
)
祉
の
手
に
銭

っ
た
業

務
用
部
門
は

「
ア
タ
リ

・
イ

ン
ク
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

る
。

コ
ー
プ

(
コ
ー
ポ
レ

l

シ
ョ
ン
)
と
イ
ン
ク

(
イ
ン

コ
ー
ポ
レ

l
シ

ョ
ン
)
も
共

に
会
社
を
意
味
す
る
言
葉
で

あ
り
、
日
本
語
で
ど
う
区
別

す
る
か
が
ま
た
課
題
と
な

っ

て
き
て
い
る
。

業
務
用

T

V
ゲ
ー
ム
機
を

ドランズノミ‘Y
. ，・・、

~Jヵlエlスlふ

西
ド
イ
ツ
に
わ
た

っ
て
お
り

相
当
な
数
に
及
ぶ
と
見
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
メ

ー
カ
ー
の

協
会
、

V
D
A
ー
も
こ
の

ソム

O

A
の
決
定
を
支
持
し
同
じ

情
訟
を
と
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

海

外

と

日

本

で

は

回

今

年

の

A
M
O
A
エ
キ
ス

惜
の
ち
が
い
は
当
然
だ
が
、

ポ
は
、
昨
年
の

ニ
ュ

l
オ
|

見
溜

っ
て
い
い
こ
と
は
結
締

リ

ン
ズ
か
ら
-山
什
ぴ
シ
カ
ゴ
に

多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。一
戻一
り、

シ
カ
ゴ
市
中
心
部
の

ハ
イ
ア

ッ
ト

・
リ
|
ジ

ェ
ン

シ
|
ホ
テ
ル
で
、
卜
月
二
十

問
白
か
ら
二
|
七
日
ま
で
の

四
日
間

(う
ち

A
M
O
A
シ

ョ
ー
は
二
十
五
日
か
ら
の
三

日
間
)
聞
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
今
年
は
と
く

被
う
ア
タ
リ
イ
ン
ク
で
は
、

こ
れ
ま
で
ア
タ
リ
社
全
体
の

社
長
を
し
て
き
た
ジ

ョ
ン

・

フ
ァ
ラ
ン
ド
氏
が
再
び
業
務

用
部
門
に
戻一
る
形
と
な

っ
て

社
長
に
納

っ
た
。
同
氏
は
こ

れ
ま
で
業
務
用
部
門
の
社
長

だ

っ
た
ス
キ

ッ
プ

・
ポ
ー

ル

氏
と

一
緒

に
業
務
を
行
な
う

こ
と
に
な

っ
た
。

か
れ
ら
の

下
に
あ
る
ス
タ

ッ
フ
に
つ
い

て
は
変
更
は
な
い
が
、
上
に

い
た
ジ
エ

|
ム
ズ

・
モ
ー
が

ン
会
長
は
解
任
さ
れ
た
。

モ

ー
ガ
ン
氏
は
、
昨
年
七
月
に

更
迭
さ
れ
た
レ
イ
モ
ン
ド

・

カ
サ

l
ル
氏
か
ら
会
長
戦
を

引
継
ぐ
た
め
、
大
手
タ
バ

コ

会
社
の
フ
ィ
リ

ッ
プ

・
モ
リ

ス
U
S
A
社
執
行
副
社
長
の

ポ
ス
ト
を
放

っ
て
ア
タ
リ
祉

に
来
た
も
の
で
、
今
回
の
ア

タ
リ
社
家
庭
用
部
門
の
処
分

に
つ
い
て
も
積
盤
的
に
進
め

て
き
た
功
紛
が
認
め
ら
れ
た

が
、
A
7
や
不
要
の
人
と
な
り

解
任
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ア
タ
リ
イ
ン
ク
で
は
業
務

用
ゲ

ー
ム
機
の
製
造
が
絞
け

ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
あ

っ

た
ミ
ル
ピ
タ
ス
の
工
場
は
閉

鎖
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
エ
ル

バ
ソ
新

i
場
、む
綴
勤
し
て
い

な
い
た
め
、
い
く
ぶ
ん
不
安

定
な
点
は
否
定
で
き
な
い
よ

う
だ
。
八
月
現
在
「
ア
イ

・

ロ
ボ

ッ
ト
」
が
下
請
け
工
場

で
作
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
日

本

の
辰
巳
電
下
が
リ
許
諾
し
て

い
る

「
T
X
|
l
」

の
追
加

製
造
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
お
り、

今
秋
に
は
新

810-Eシリーズ
810-ES ￥100 

810-E ￥500 

810・EC US25中

810・EF その他コイン

ロケーション
必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

子の時代メカ+

米
国
A
M
O
A
シ
ョ
ー
へ
は

約
百
五
十
社
出
展

う
ち
日
本
メ
ー
カ
ー
関
連
は
川
社

ゲ
ー

ム

「
リ
タ
ー

ン
・
オ
ブ

・

ザ

・
ジ

ェ
ダ
イ
」
が
出
荷
さ

れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
従
米
機
の

パ

l
ツ
供
給

や
技
術
サ
ー
ビ
ス
も
十
分
に

保
持
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ア
タ
リ
社
は

一
九
七
二
年

ノ
ー
ラ
ン

・
ブ

ッ
シ

ュ
ネ
ル

氏
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、

四
年
後
の
七
六
年
に

W
C
I

社
に
会
耐
的
に
買
い
と
ら
れ

た
。

そ
の
後
同
社
は
業
務
用

部
門
、
家
庭
用
部
門
と
も
に

飛
縦
約
発
展
を
遂
げ
た
が
、

家
庭
用
部
門
が
八

二
年
を
ピ

ー
ク
に
急
激
に
忠
化
し
て
W

C
I
社
に
と
っ
て
も
ア
タ
リ

社
に
と

っ
て
も
大
き
な
お
前

に
A
M
O
A
シ
ョ
|
白
体
が

三
卜
丘
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

例
年
に
助
し
て
各
慢
の
催
し

が
加
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い

A
V
。A

M
O
A
(ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
&
ミ

ユ
|
ジ

y
ク

・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ズ

・
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
本
部
イ
リ
ノ

イ
州
オ
ー
ク
ブ
ル
ッ
ク
、

ド

ッ
ク

・
リ
ン
ゴ
会
長
)
で
は

物
に
な

っ
て
い
た
。

今
固
め

買
収
劇
で
、
ア
タ
リ
社
は
二

つ
の
会
社
に
分
裂
し
た
こ
と

に
な
る
。

家
庭
用
を
扱
う
ア
タ
リ
コ

ー
プ
は
、
川
ア
タ
リ
社
の
本

社

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
l
ベ
イ
ル

)
に
本
拠
を
置

き
、
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
の
息
子

た
ち
が
経
営
に
当
っ

て
い
る
。

つ
ま
り
サ
ム

・
ト
ラ
ミ
エ
ル

氏
は
社
長
に
な
り
、
ゲ
ー
リ

|

・
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
は
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
部
門
の
貨
任
者
、

レ
オ
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ミ
エ

ル

氏
は
同
祉
の
依
務
終
埋
な
ど

財
務
部
門
の
責
任
お
に
な

っ

て
い
る
。

ア
タ
リ
社
の
新
T

V
ゲ

i
ム
機

。
ジ
ェ
ダ
イ
の
復

米
岡
ア
タ
リ
社
か
ら
T

V

ゲ

l
ム
機

「
リ
タ
ー

ン

・
オ

ブ

・
ザ

・
リン
エ
ダ
イ

(
ジ
エ

ダ
イ
の
復
内
)」

が
、
パ

リ

l
・
ミ

ッ
ド
ウ
エ

|
社
か
ら

エ
レ
メ
カ
ゲ

l
ム
機

「
ビ

ヅ

グ
パ

ソ
ト
」
が
発
表
さ
れ
た
。

「
ジ
ェ

ダ
イ
の
復
作
」
は

ア
タ
リ
社
の
ヒ

γ
ト
ゲ
|
ム

「
ス
タ
|
ウ

ォ

l
ズ
」
に
続

く
も
の
で
、
九
H

月
に
発
完
が

~~ 

予
定
さ
れ
て
い
る
。
映
副
「
ス

従来のメカ式タイプのセレクター

730・A/B

F50Mme) 
他各種メタル用j

720・A/B
(￥ 100、￥50)

• • 

スパンスプリング

官E子の目
(瞬時にして疋貨を)
完~~に見分けます.

投入r-， 

ー
. 

こ
の
ほ
ど
、
七
月
三
日
現
花

の
出
展
社
リ

ス
ト
を
発
表
し

た
。

そ
れ
に
よ
る
と
少
な
く

と
も
百
四
十
七
社
が
出
展
す

る
と
の
こ
と
で
、
う
ち
主
な

メ
ー
カ
ー
は
次
の
と
お
り
と

な

っ
て
い
る
。
ま
ず
純
然
た

る
米
国

の
メ
ー
カ
ー
と
、
日

本
の
メ
ー
カ
ー
の
関
係
会
社

に
わ
け
て
み
て
、
純
然
た
ヘ

~st.l~ 間i倫倫ω~II
向mo倫馴ρ。IllífllOfñl l悌4~
…~伺tOfI W制恥i吋 F航。

除eu.e噌 mAdwt.y…

、駐'k

下手狭惨カミ由。、);l.-可。

J J.o1 ¥/クヲ_.... 

官~fí:')\~地主事止のメtJ~ヲベツレ

返却レノて

返却口

810・E

製造販売し、!l!疋l革、 絢入使用し疋告に苅して1(1.、

上!e出願にOi¥る発鈎警察ガ出願公告されだ際I.::)n

に襲フ〈鴻償金を腸求し、事疋法に基づき使用を

差し比められることにもなりま曹のでかかるコピ

-5Dの絢入使用をはさらぬよう智告恕しま苛。

昭和57年7月

実

信頼と技術のふれあい

-詳細は本社また

{立、営業所宛に

カタログをご縞

求下さい。

本社・本社営業部東京都港区南青山2・24・15青山タワーピル2F〒107企03(401)6181

営業所/東京都台東区竜泉 3- 7 - 3干110fr03(876)3405 

部代表取締役 安

謹 告
密度鰐従1A15Dを銅愛顧陽わり脱にありガとうござ

いま草。 11子セレクター引かEI.革、全体およびg
sの慨燭1こっき、符軒、実用新案、 .笹等を@腸

しており、 その-8¥は、E互に袋線および公開され、

工鍍所得権によって保織されておりま守。

これと岡じ側道のコピ一回を毘当4主権利もなしにr、

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
、
シ

l
パ
に
必
要
な
登
録

(
レ
ジ
ス
ト

l
グ
社
、

ス
タ
ー

ン
社
、

U

レ
|
シ
ヨ
ン

)
で
は
、
例
年

S
ビ
リ
ヤ
ー
ド
社
、
ウ
ィ
コ
ど
お
り

A
M
O
A
の
会
員
は

社
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
な
ど
。
少
な
く
と
も
二
名
ま
で
は
無

H
本
の

メ
ー
カ
ー
や
関
連

料

で
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ

会
社
で
は
、
デ
ー
タ
イ

l
ス
以
上
の
追
加
分
に
つ
い
て
は

ト

U
S
A
社
、
フ
ナ
イ
/
E

か
な
り
復
維
な
料
金
休
系
と

S
P
社
、

コ
ナ
ミ
社
、
ナ
ム
な
る
。
ま
ず
同
シ

ョ
ー
で
は

コ
ア
メ
リ
カ
社
、
ニ
チ
プ
ツ
事
前
登
録
制
が
定
着
し
て
お

U
S
A
社
、
ニ
ン
テ
ン
ド
|
-
り
、

こ
れ
に
従
っ
て
登
録
す

c田ICAGOIIYATI' REGENCI" HOTEL 
c阻ICAGO.ILLI.l曹OIS

OCTO・ER2・・27，AMOA EDUCATIO同 PR。由同AM.
OCTD・E関25・E・・27，INTE開制ATIO同ALEX_ITIO剛

AMOA"'M・fn・地"，111'骨 Show101 Cojn-Op.，，，~ 
G.m・$，MvSic and AII.・dPf(Xlucts 

る
米
国
の
メ
ー
カ
ー
で
は
、

ア
タ
リ
社
、
パ
リ
|
社

(
パ

リ

l
・
ミ

y
ド
ウ
エ
|
社
を

含
む
)
、
パ
リ

l
・
セ
ン
テ

社
、
セ
ン
チ
斗

リ

l
社
、
シ

ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
、
エ
キ

シ
デ
ィ
社
、
ゲ

1
ム
プ
ラ
ン

社
、

I
C
E
社
ド
イ

ン
タ
ー

ロ
ジ

ッ
ク
社
、

-
G
T
社
、

マ
イ
ル
ス
タ
|
社
、

ロ
ッ
ク

オ
|
ラ
社
、

ロ
ウ

・
イ
ン
タ

タ
ー
ウ
オ
|
ズ

・
ジ
エ
ダ
イ

の
復
刊
」

(
ル

l
カ
ス
映
画

社

)
の
内
容
を
テ

l
マ
に
、

映
耐
と
同
じ

。
フ
ォ

l
ス
H

を
使

っ
て
二
ア
ス

・
ス
タ
|
。

に
向

っ
て
い
く
と
い
う
も
の
。

the Jedi Return of 

オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
社
、

S
N

K
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
、

タ
イ
ト

l
・
ア
メ
リ
カ
社
、

テ
|
カ

ン
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

U
S

A
社
な
ど
。
上
記
以
外

の
日
本
の

メ
ー
カ
ー
口
聞
は
米

固
め
提
携
メ
ー
カ
ー
な
ど
か

ら
出
回
附
さ
れ
る
も
よ
う
で
あ

る

(
セ
ガ
社
製
品
は
米
間
で

は
パ

リ
|
社
が
扱
う
な
ど
)。

A
M
O
A
シ
ョ
ー
の
入
場

る
な
ら
会
員
の
顧
客
に
つ
い

て
は
各
二
十
ド
ル
、
仲
間
に

つ
い
て
は
各
三
十
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
非
会
員
は

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
各
七
十
五

ド

ル、

メ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ

ュ
ー
タ

l
は
各
百
ド

ル
だ
が
、
こ
れ
も
事
前
畳
録

し
て
お
け
ば
各
五
十
ド
ル
と

な
る

(但
し
事
前
奄
録
は
九

月
二
十

一
日
ま
で
)。

八
段
附
の
雌
易
度
や

3
D
効

果
両
国
な
ど
ゲ

ー
ム
機
と
し

て
の
特
徴
も
多
い
と
さ
れ
て

いヲ匂
。

一
万
パ
リ

l
・
ミ
ツ

ド
ウ

エ
|
祉
の
「
ビ

ッ
グ
パ
ッ
ト
」

Big Bat 

は
伝
統
的
な
野
球
ゲ
ー
ム
を

テ
!

?
に
し
た
エ
レ

メ
カ
機

で
、
ボ
ー

ル
を
タ
イ
ミ

ン
グ

よ
く
打
ち
返
す
-
}
と
で
本
格

的
な
肝
球
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む

と
い
う
も
の
。
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前
川
に
引
き
続
き
A
f
川
も

ト
〈
阪

・
ミ
ナ
ミ
に
あ
る
ゲ

ー

ム
場
に
ル
以
内
…
を
中
I
て
る

こ
と

に
す
る
。
前
川
て
は
ミ
ナ
ミ

そ
の
と
し
て
い
伏
防
防
、
下

川
山
、
市
小
川
通
り
な
ど
の
ア

ー
ケ
ー
ド
術
を
中
心
と
し
た

一
向
を
取
り
上
げ
た
が
、
A
I

川
の

2
ナ
ミ
そ
の

ニ
で
は
こ

れ
ら
の
市
北
に
紘
抗
す
る
地

械
を
取
り
|
げ
る
ω

ぃ
山
側
に

つ
い
て
は
いけ川

'
M
M
の
川
辺
を
、

ま
た
北
側
に
つ
い
て
は
道
州

刷
、
心
ぽ
紙
削
汁
限
て
辺
況
を

行
な

っ
ケ

|
ム
坊
を
そ
れ
ぞ

れ
制
介
す
る
c

ま
い
す
出
側
の
地
械
だ
が
、

ミ
ナ
ミ

の
伎
と
J
Y
U
.
υ

え
る
し
日川

'M
u
m卜人
阪
山
が
あ
り
、

ニ
れ

に
附
似
し
て
市
一

mM州
法
似
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ヒ
ル

「
な
ん
ば

シ
テ
ィ
し
が
あ
る

6
M
ビ
ル

は
地
上
一ぺ
問
、
地
十

}山川
の

桃
泣
に
な

っ
て
お
り
道
路
を

は
さ
ん
で
本
館
と
巾
館
と
に

分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に

は
フ
ア

ツ
ン
ョ
ン
か
ら
オ
ー

デ
ィ

オ
、
ス
ポ
ー
ツ
川
品
、

，・、

『
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右の写真は「ゲーム・ゲーム』

の運営に当たる徐昇氏で夢のあ

るゲーム機を期待すると語る。

下の写真は悶J苫の庖内のようす

機
に
つ

い
て
は
以
前
に
比
べ

る
と
人
気
が
統
〈
商
品
が
少

な
い
よ
う
だ
が
、
コ
ッ
ク
ピ

コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
に
利

用
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
同
館
地
卜

一
間
て
は

「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」
が
巡
パ川仇

さ
れ
て
い
る
。
山
内
は
約
仁

十
山

TM
M
の
フ

ロ
ア
で
、

こ

こ
に
コ

ッ
ク
ピ

γ
ト
引
こ
れ

を
含
む

T
V
ゲ
|
ム
機

一ト

a

ハム
H

を
設
置
し
て
い
る
。
山

内
は
照
明
も
明
る
く
ま
た
川

凶
の
M

恨
の
色
も
ハ
を
ぷ
訓
に

し
て

い
る
た
め
、
作
治
ち
必
い

た
f
仲
間
気
が
以

っ
て
い
る
。

を
連
常
し
て
お

3‘ 

川
山
の
す
ぐ
前
に
は
地
卜

へ

の
述
総
附
段
が
あ
り、

こ
こ

を
利
用
す
る
人
も
比
較
的
多

い
よ
う
で
、
川
町
の
存
情
と

し
て
は
川
定
作
以
外
に
も
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
米
た
桁
い
れ
の

姿
が
目
立
つ
よ
う
だ
。

ま
た

阿
析
の
近
く
に
は
休
必
コ

ー

ナ
ー
か
設
け
ら
れ
て
お
り、

こ
こ
に
も
十
附
れ
の

T
V
ゲ

ー
ム
機
の
ほ
か
数
れ
の
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機
を
放
置
し

て
い
る
。

周
囲
に
広
が
る
ゲ
ー
ム
場

「-u
向
仏
照
一民
上
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
」
は
こ
の
界
限
で
は
数

少
な

い
S

C
ロ
ケ
で
、
似阿川場

の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
は

一

味
異
な

っ
た
組
さ
が
あ
リ、

と
く
に
幼
児
を
山
辿
れ
た
家
鉄

谷
に
点
、
ば
れ
て
い
る
。

こ
こ

は

「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」

を
巡

営
す
る
附
渋
川
商
桁
と
附
山

川
尚
会
の
二
社
に
よ
り
辺
佐川

さ
れ
て
い
る
。
山
鹿
卜

の
ほ
ぼ

中
央
総
に
山
間
尚
山

の
ロ
ケ

が
ん
り
、
こ
れ
を
は
さ
ん
で

山
側
に
渋
川
両
山
の
コ

ー
ナ

ー
が
投
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
渋
川
尚
山
の
ロ
ケ
に

「
ワ
ン
ダ
ー
ホ
イ

| は

ル鋭
'- I:i'-: 

定
行
式
品
本
物
機
「
モ

ノ
レ
ー
ル
」
の
大
川
上
総
ぷ
を

は
じ
め
、
ト
ど
行
式
ゃ
ん
必
泣
い入

の
小
刷a
水
物
機
約
六
|
台、

パ

γ
テ
リ
|
カ

l
六
台
、
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
約
六
十

ムN

エ
ア
ー
ク

y
シ
ョ
ン
滋

川
二
ム
け
を
投
目
。
ま
た

um
--仁

↑
仏
川
に

γ
V
ゲ
ー
ム
、
メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
コ

ー
ナ
ー
を
ぷ
け
、

テ
ー
ブ
ル
引
を
小
心
に
附
|

数
ム
け
の
T
V
ゲ

l
ム
機
と
ス

ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
弘
ど
ニ
ト
こ

れ
の

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
を
山

い
て
い
る
。

同
社
の
古
岐
川
U
巾

務
は

「
当
山

の
特
徴
と
し
て

は
白
山
な
来
り
物
機
と
メ
ダ

ル
ゲ

ー
ム
機
で
あ
る
が
、
そ

の
中

で
も
メ
イ
ン
は
観
覧
市

だ
ろ
う
。
機
械
に
つ
い
て
は

健
全
な
も
の
を
選
ん
で
ぷ
出

し
て
い
る
。
利
凶
作
に
.小
快

小松
を
与
え
な
い
よ
う
と
く
に

機
械
の
的
れ
な
ど
に
弘
立
し

て
い
る
」
と
訓
司
令
。

ま
た
山
川
商
会
の
ロ
ケ
に

は
T
V
ゲ
|
ム
機
卜
こ
れ

を

合
む
ア
ー
ケ
ー
ド
機
約
問

1

れ
の
ほ
か
、
定
泣
い
入
の
小
川
上

来
物
機

l
↓ハム
ハ
を
ぷ
目
。
川

町
は
こ
こ
で
二
十
数
年
間
ず

飲
食
山
な
ど
が
数
多
く
あ
り

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
山
ん
ど
術

で
あ
る
。
ま
た
す
く
そ
ば
に

は
山
川
副
ホ
ー
ク
ス

の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
球
場
で
も
あ
る
大

以
求
払
・守
口
事
H
師
、
レ
ト

7

j

vuH
ぶム
ι

E
46

ム

'

rI

ト，

.，
r

l

ン
グ
場、

ス
ケ
ー
ト
功
、

ブ

ー
ル
志
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ル池山叫

が
山
中
し
て

大
レ

ジ
ャ

ー

ゾ
!
ン
を
形
成
し
て
い
る

ょ
の
周
辺
の
ゲ
|
ム
場
だ

が
な
ん
ば
シ
テ

ィ
に
.
付
、

し川叶
汁叶』研一
・ゼ
|

ニ
コ
川円
、
ま
た

11
l

i

l

i

--;

j
 

山
山
以
か
ら
少
し
州
側
の
地

峨
に

一一
軒、

A
eハれ刊
の
ロ
ケ

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
山
刊
の

泌
バ
討
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う

d--
a
 

''L 
「な
ん
ゴ
ン
テ

ィ

・
ピ

ッ

ク
キ
ヘ
ロ

ッ
ト

は

川
シ
テ

ィ
市
山
川
に
似
抗
す
る
ゲ

i
ム

ム
場
ω

約
仁
いn
.Tん
;
の
大

き
な
フ
ロ
ア
に
れ

・
H
m
と
も

に
山げん
川川
な
機
的
を
揃

え
て
い

る

ぷ

問

機

械

は

T

V
ゲ
ー

ム
機
約
九

l
h
、
フ
リ

ツ
ハ

ー
卜

h
、
メ
タ
ル

ゲ
|
ム
機

l
Lハ
打
、
そ

の
他
ア

|

ケ

|

っ
と

ロ
ケ
巡
九
%
を
い
飢
け
て
お

り
、
ま
た
川
村
社
U
K
の
山
川

二
郎
氏
(附
以
陥
興
業
日
判
長
)

が
初
め
て
ロ
ケ
を
約
九
V
H

し
た

と
い
う
も
の
。
川
仙
の
以

川

又
ま

「
kU
リ
E

仁

f
ま
-ド
年
作

l
i

t

i

-

-
J

ー

み
だ
ろ
う
。
ド
の
附
で
行
な

わ
れ
る
似
し
物
に
も

μ科
さ

れ
る
よ
う
で
食
料
品
や

ν
の

み
の
市
々

的
な
似
し

の
時
は

お
作

の
数
も
か
な
リ
柄
、
え
る
。

で
き
れ
ば
日
航
ト
で
い
ろ
い
ろ

な
似
し

を
行

な

っ
て
ほ
し
い

の
だ
が
、
経
仰
H

な
ど
剣
し
い

γ

聞
も
あ
る
よ
う
で
今
年
に
な

っ
て
か
ら
も
数
え
る
ぐ
ら
い

だ
」
と
説
る
。

ま
た
川
氏
は

「
崖
i
l

ロ
ケ
の
た
め

4

人
似
に

も
大
い
に
友
布
さ
れ
る
。

州

大
や
汗
い

U
に
は
ど
う
し
て

も
終
け
ぬ
が
減

っ
て
し
ま
う
。

と
く
に
ニ
卜
皮
を
越
え
る
よ

う

な
川
は
、
子
ど
も
は
厄
公

に
滋
ん
で
い
る
の
だ
が
械
の

U
が
ま
い

っ
て
し
ま
う
」
と

述
べ
る
。

「
ゲ

l
ム

・
ゲ

l
ム
」
は

向
山
U

肢
の
州
向
か
い
に
あ
る

ゲ
|

ム
場
。
山
内
の
フ
ロ
ア

は
約
五
十

e巾

r
H
ν
で
、

こ
こ

に
コ

ッ
ク
ピ
ッ

ト
川
上

一
ムピ
乞

合
む

T

V
ゲ
|
ム
機
ニ

i
一

れ
を
ぷ
出
し
て
い
る
。
川
当

の
巡
リ
切
に
当
る
徐
川
氏
は
「
必

上の写真は rなんばシティ・ピ yグキャロット J の庖内。広いフロ

アに怠宮な機穫を設置している。下の写真は問庖入口のようすド
ゲ

|
ム
機
約
三
卜
台
、
出
川

h
仁
川
ト
数
ム
け
で
、
そ
れ
ら
を

機
何
ご
と
に
ま
と
め
て
配
山

し
て
い
る
。
山
内
:
一ヵ
所
に

キ
ヤ

ツ

ン
ヤ
|

(
州
伴
カ
ウ

ン
タ
ー
)
が
ぷ
け
ら
れ
て
お

リ、

プ

レ
イ
ヤ
ー

へ
の
サ

ー

ビ
ス
を
焔
化
す
る
と
と
む
に
、

山
内
の
山
々

ま
て
け
ん
校
せ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
心

さ
ら

に
フ
ロ
ア
の

一
向

に
は
ベ
ン

チ
や
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

リ
、
休
日
必
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
幼
と
し
て
判
川
さ

れ
て
い
る
ω

4

川a

い山
の
け
山
，

，

H

1
u
z〈
ま

「
川

『J

I
l
l

-

一

る
い
ぶ
川
公

の
山
づ
く
り

み
4
Z
川け山一巾‘

-、

d
|

{

{
 

千

ι
r
h
Tl、

e

ー
リ

''uv
t司
1
s

aLド

似
ク
ハ

γし
て
い

る

ら

ん

ぱ

シ
d

ア
ィ
の
い
w
m

J
U

卵
、
に
あ
る

た
め

ι地
条

守
主
心
ま
九

i
i
l

i
 

て
い
る
と
は

パ
え
な

い
が
.

?
?
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な

ど
の
川
定
作

て
版
わ

っ
て

い
る
。
休
け

な
ど
に
は
家

，.、

，、

焔
竹
肋
や
干

H

H

別
に
比
べ
る

と
人
通
リ
は

か
な
り
少
る

い
が
、

こ
の

凶什
限
の
ゲ
ー

ム
坊
は
当
山

だ
け
で
あ
り
、

hHM川
崖
や
近

刈
の
飲
食
い仙

の
従
業
い
は
な

ど
が
よ
く
遊

び
に
米
る
。

ト
見
院
な
山

だ
が
新
製
品

を
で
き
る
だ

• 
• -

• 

r ， 

， 

ッ
ト
な
ど
は
比
較
的
安
定
し

て
い
る
」
と
続
け
る
。
さ
ら

に
同
氏
は
青
少
年
の
非
行
防

止
に
は
絶
、え
ず
注
志
し
て

い

る
と
語
り、

こ
れ
に
つ
い
て

同
席
の
仰
名
従
業
員
は

「
今

の
チ
ど
も
は

一
日
比
た
だ
け

で
は
米
成
年
か
ど
う
か
判
断

で
き
な

い
「
が
多

い
。

そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
な
お
一

一朗
川
口
県

に
当
る
者
の
細
心
の
沌
怠
が

必
要
だ
ろ
う
。
当
山
で
は
市川山

に
町
内
を
周
回
し
て
喫
側
一な

ど
が
る
い
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
語
る
。
な
お
州
出

で
は
同

シ
テ
ィ
内
に
約
肖
一千

M
MMの

フ
ロ
ア
が
あ
る

「
キ
ャ
ロ

y

ト
ホ

l
ル
」

丹羽

しけ
て 11L 
フ。〈

レ J与

イ 人

半

ヤ
ー
の
袋
望

除
以
沖
一
れ
の
奈

が
H
H
-a札

つ

む

S
C
ロ
ケ
の

よ
う
に
小
さ

な

f
ど
も
て

も
滋
べ
る
プ

ラ
イ
ズ
も
の

の
ゲ

ー
ム
機

J
U
多
く
役
山

し
て
お
り、

こ
れ
が
ん
本
版

述
れ
に
υ
札口ば

れ
て
い
る
よ

う
だ
。
ま
た

勺
什
ロ

ケ
で

は
仏
均
し

い
メ

ダ
ル
ケ
|
ム

機
も
ぷ
山
し

て
い
る
」
と
ぷ
る
“
ま
た
川

氏
は

「機
械
ご
と
に
レ
イ
ア

ウ
ト
し
て
い
る
が
、
テ
ー
ブ

ル
引
の

T

V
ゲ
ー
ム
機
に
つ

い
て
J
U

ス
ポ
ー
ツ
も
の
、
ス

ペ
ー
ス
J
U

の
、
J

駄
作
も
の
'
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ナ
ー
を

ぷ
け
て
ま
と
め
て
い
る
。
必

リ

l
げ
山
だ
け
を
巧
え
る
と

新
製
品
は
人
川
部
分
に
山
い

た
ん
が
・以
い
が
、
そ
れ
よ
リ

J
U

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
・
」
と
を
F
J

え
た
け
ん
や
す
さ
ぶ
似
の
も
の

に
し
て
い
る
ん
F

の
ゲ

l
ム

ー且a圃~

一
a 

な
ん
ぼ
シ
テ
ィ
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る

『
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
』
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
な
っ

て
い
る

... ~ 
h色 孟

百

全機種 1回50円の料用となっている rビデオピア 20 0 1 J の鹿内

に
終
え
て
い
る
」
と
祈
る

。

ま
た
川
氏
は

「
約

l
年
ほ
ど

前
の
ク
レ

ー

ン
ブ

ー
ム
の
時

か
ら
ロ
ケ
泌
泌
を
行
な

っ
て

き
た
。

こ
の
間
何
度
も
純
一
倒

的
に
鰍
し
い

川
則
が
あ

っ
た

が
、
そ
の
剛
山
皮
バ

ッ
ク
マ
ン

な
ど
人
気
商
品
が
党
場
し
て
、

こ
れ
ら
の

ピ
ン

チ
を
来
り
凶
唱

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ノ入

グ〉

ス
に
似
ら
ざ
る
を
併
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
る
。

以
後
に
ゲ

l
ム
内
存
に
つ
い

て
同
氏
は
「
オ
ペ
レ

ー
タ
ー

の
い止
場
か
ら
言
、
え
ば
以
終
的

'

に
は
人
気
の
絞
く
機
械
が
出

れ
ば
良
い
わ
け
だ
が
、
で
き

れ
ば
ゲ

ー
ム
の
内
科
も
来
し

く
て
夢
の
あ
る
も
の
に
し
て

ほ
し
い
も
の
だ
。

人
を
殺
し

た
り
物
を
岐
決
す
る
も
の
は

良
く
な
い
だ
ろ
う
」
と
付
け

加
え
る
。

「
ビ
デ

オ
ピ
ア

2
0
0
1
」

は
川
つ
係
筋
の
凶
側
に
あ
リ
、

ゲ
ー
ム
機
に
は
爆
発
的
な
人

え
の
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
し
か
も
人
れ
の
あ
る

則
附
が
似
か
く
な

っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
ど
う
し
て
も
リ
|
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必
ひ
に
米
る
よ
う
と
と

九
州
る
ま
た
川
氏
は
「
中
i
山

で
は
新
製
品

L
含
め
令
機
的

五
卜
円
に
し
て
い
る
。

-h川

に
比
ぺ
る
と
や
は
り
存
の
人

り
ら
多
く
る
り
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然
と
府
内
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鉱
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な
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札
た
場
所
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悦
さ

九
ゾ
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本
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れ
て
い
る
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の
フ
ロ
ア
に
コ
ッ
ク
ピ
ゾ
ト

ヤ

-
ム
什
と
テ
ー
ブ
ル
川
上
二
十

一
台
、
計
二
l
工
作
の

T
V

ゲ
l
ム
機
を
設
問
。
同
出
の

逆
九
百
を
行
な
う
附
ア
ス
ト
ロ

の巾
γ
地
従
業
川はは

「
去
年
の

J

一
片
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
米
、

と
く
に
子
州
校
生
な
ど
の
判

定
存
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
A
F

はい反
休
み
で
，rM川
校
生
は
か

な
り
少
な
、
ド
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、
が
わ
り
こ
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し
山
さ
れ
る
辺

川
町
制
川
の
市
川
沿

い
に
あ
り
、
泊

り
の
配
布
に
は

演
劇
場
や
映
両

館
な
ど
の
は
か

大
阪
を
代
い
い
ぶ
す

る
飲
食
山
が時怯

ん
で
い
る
。
主

つ
の

あj1e ，立心た
し必"討も
て紛れ伝う
い紡 IJIj
るには
大級 IH

上の写真(;1:rゲームプラザVI
PJのl苫内のようす。メダルゲ

ーム機を縦しみに来る固定客が

多いとのニと。左の写真は向庖

の鎌田司自s":/'ネージャー

に
的
%
が
あ
ふ
れ
で
く
る
よ

う
だ

f
ど
む
存
か
多
い
よ

と
む
あ
り
健
全
性
に
倣
し
た

一
池
山
討
を
行
な
っ
て
い
る
」

述
べ
る

と

こ
の
出
介
限
は
戎
僑
筋
や

T

ア
ー
ケ
ー
ド
仇
ミ
ナ
ミ
で

此
J
U
絞
併
な
い
州
山
川
町
山
で
あ
リ、

正
行
を
小
心
に
ウ
イ
ン
ド
ー
-

シ
ョ
ッ
ヒ
ン
グ
を
楽
し
む
人

た
ち
で
終
日
・
身
動
き
が
と
れ

な
い
ほ
ど
の
人
山
が
あ
る
。

ニ
の
出
汁
限
に
は
一
軒
の

S

C
ロ
ケ
を
合
め
八
判
の
ゲ
ー

ム
川
憎
か
泌
位
さ
れ
て
い
ゐ
。

、
ゲ

i

今
ラ
ザ
V
I
ド

は
.
附
-
E
二
附
附
の
a
.
つ
の
ツ

ロ
ア
で
の
巡
九
%
a
附
は
約

a・
rけ
十

H
，
の
燥
地
に

Y
V

ゲ
l
ム
機
な
ど
の
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
八
卜
れ
と
メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
機
問
ト
ム
H

を
ぷ
川
、

一
-
附
は
約
六
卜
-
十
万
パ
の
フ

ロ
ア
に

T

V
ゲ
i
ム
機

:.
l

i
‘
，，

l
y
、

J
;
、
T

J

l

p

，t
d

'

l

l

川「
4
1

2f
'

わ
ぜ
て
.h・
九
ト
放
の
を
山
い

て
い
る
川
山
の
鎌
川
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

マ
イ
ン
ベ

l
ダ

|
ブ
ー
ム
以
降
ハ
チ
ン
コ
山

な
ど
に
変
わ
う
た
山
な
ど
も

あ
る
が
、
川
以
近
ま
た
新
し
く

閉
山
す
る
ロ
ケ
も
い
く
つ
か

み
リ
、
今
後
2
U

ゲ
l
ム
判
例
数

は
附
加
す
る
の
で
は
な
い
か
L

と
J
る
ま
た
川
氏
は
「
中1

山
ご
は
ス
ロ

ゾ
ト
マ
シ
ン
・ヤ

ホ

i
ヵ
ー
な
ど
の
ノ
グ
ル
ゲ

ょの写真は rプレイシティキャロ ットiII頓

絹1苫J の庖頭部分。左よの写真はり、イプ
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(
そ
の
2

〉

大
阪
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国
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街
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ゲ
!
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日
的
な
ど
に
比
べ
る
と
人
泊

リ
は
か
な
リ
減
る
か
、
ロ
ケ

の
数
J
U
少
な
く
分
散
し
て
い

る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
附
定
作
を

中
心
に
問
実
な
巡
併
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う
だ

ー
ム
機
合
多
〈
品
川
市
し
て
お

リ
、
安
定
し
た
人
公
を
似
っ

て
い
る

T

V
ゲ

i
ム
出
聞
の

新
裂
け
川
は
こ
の
凶
作
限
で
も
υド

〈
将
人
し
て
い
る
。
山
内
の

装
飾
は
ん
「
節
感
を
出
す
よ
う

な
ら
の
に
し
て
い
る

と

べ
る3

ゲ
l
今

ラ

サ

八

日

C

は
八
け
に
オ

l
フ
ン
し
た
ば

か
リ
の
山
山
，
附
と
二
附
の

.
a
つ
の
フ
ロ
ア
で
の
辺
川
V
H
J

へ
い
わ
せ
て
約
-
一

:
h千
ね

f
の

倣
地
に

T
Y
ゲ
|
ム
機
八
卜

数
台
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
二

ト
二
台
、

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
数
台
、
-
川
約
h

|
ム
け
を
山
M

m

M山
引
と
寸
ゲ

ー
今

ラ

ザ

V

l
ド

を

泌

川M
F
る
叩

v
l
い
の
ト
し
川
M
N

P
〈
+
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「
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ヤ
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7
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し
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シリ
ヤ lニ

左
の
写
真
は
『
そ
ご
う
虚
よ
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
』

し
た
リ

ン
デ
リ
ア
や

ス
テ
ン
ド
ク

ラ
ス
な
ど
を

仙
え
付
け
て

従
米
の
ゲ

|

ム
州
場
と
は
一

味
ヰ
7
ぴ
川

公
に
し
た

『
ゲ

i

今

ラ
ザ
』
は
附

H
H

U
J

ドー、
u
r

rぶ
1
u
υ
r
ll

'
'
aFh

の
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
ブ
ー
ム

の
時
に
オ
ー

プ
ン
し
た
山

で
A
F

で
し
メ

ダ
ル
ゲ
ー
ム

機
を
メ
イ
ン

に
し
て
い
る

-v'
九
削

Z
V

、
フ
レ
イ
シ
テ
ィ
キ
T

ロ

ッ
ト
辺
川
川
川
引山川

川
崎
去
年
の

川
定
作
が
多
い
.
問
川
崎
祈

川M
H
川
を
メ
イ
ン
に
し
た
レ
イ

ア
ウ
ト
に
し
て
わ
り
リ
、
地
.
ト
'

は
桝
彼
や
従
米
機
で
人
気
の

安
定
し
て
い
る
も
の
を
ぷ
抗

し
て

い
る
。

コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト

な
ど
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
し

か
味
わ
え
な
い
よ
‘
ヲ
な
機
M

慨

は
か
な
り
安
定
し
た
人
%
が

ん

る

と

J
る

な

む

川

山

で
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に
.
川
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ら
い
の
加

で
イ
ベ
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を
行
な
っ
た
り
、

予
約
に
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せ
て
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火
な
ど

ム
機
を
ぷ
山
し
て
い
る
山
が

多
い
。

T
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ゲ
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に
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べ
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と
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気
は
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し
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中
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く
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て
い
る
よ
う
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り・

}
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・
り
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い
く
の
で
は
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い
か
と
述

べ
る
。
な
お
川
山
で
は
化
性

%
を
付
後
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
行
な
っ
て
お
リ
川
町
eJ

を
附
し
て
い
る
と
の
・
」
と
。
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プ
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ゲ
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ム
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ー
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燃
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川
市
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山
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山
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ほ
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ル
ゲ

l
ム
機
二
l
ム
ベ
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
卜
数
ム
H

、

川

μ
ニ
卜
数
ム
け
を
ぷ
山
し
て

い
る

M
山
の
小
林
山
以
は

「健
全
で
安
心
し
て
准
べ
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
日
桁
し
て

お
リ
、
そ
の
た
め
従
た
川
に

は
娘
待
懲
役
な
ど
を
倣

-Mさ

せ
て
い
る
例
川
%
は
し人
小

中
な
ど
の
附
定
作
が
多
い
が
、

心
南
総
に
あ
る
た
め
外
人
な

ど
の
回
収
た
存
や
広
性
存
J
U

比

較
的
多
い
よ
・
7
だ
」
と
.J
る
。

ま
た
川
氏
は

「機
械
の
レ
イ

ア
ウ
ト
ば
祈
製
品
か
人
っ
た

州
場
介
は
む
ち
ろ
ん
た
が
、
作
山

に
%
の
必
れ
を
号
、
え
た
も
の

に
し
て
い
る
ニ
の
体
制
で

は
勺
山
'
U
へ
パ
め
ノ
タ
ル
ゲ
|

フ
リ

ァ

メ

組也

， 上
の
写
真
は
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ

l
光
』
の
鹿

内
の
よ
う
す
。
右
の
写
真
は
こ
の
界
隈
で
も
古
〈
か

ら
あ
る
『
千
目
的
ゲ

l
ム
セ
ン
ヲ

l
」
の
よ
う
す

，.‘ 
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211・1850 本社=問主。 図

平目前ゲームセンター 南区溢~\庖1 ・4 ・ 16、
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12'ス (fi03・742・3171)と側光商事 (fi211・3

211)との只匂運営。 田

そごう思主プレイランド 南区l邸粛倫筋1・38、

そよう大阪后屋上、 fi281-3111、本柱白例

制機(附 (fi0723-37・0590) 囚
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データの見方1芯、をからe58、所在俗、aAd

m号、銀管省、そして泡図上の位包を示。(s

gの嗣に怠っている。

は
イ
ン
ベ

l
ダ
ー
の
時
に
オ

ー
プ
ン
し
た
山
。
当
時
は
す

ぐ
近
く
に

h
、
し
ハ
粁
の
ゲ
ー

ム
坊
が
あ
っ
た
が
、
ブ
ー
ム

が
終
わ
っ
て
か
・
り
は
他

t
u聞

に
変
わ
っ
て
し
ま
い
今
で
は

中l
山
ど
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ブ
ー
ム
時
の
よ
う
会
勢

い
は
な
い
が
、
川
ん
必
%
を
小

心
に
安
定
し
た
巡
九
%
を
行
な

っ
て

い
る
」
と
弔
問
る

心
一
成
紛
の

S
C
ロ
ケ
だ
が

か
つ
て
は
大
九
大
阪
心
弱
焔

山
に
も
ぷ
目
さ
れ
て
い
た
が
、

九ー
で
は
そ
ご
う
大
阪
山
um
上

ど
け
で
泌
九
抗
さ
れ
て
い
る
。

，
そ
ご
う
以
上
フ
レ
イ
ラ

ン
ド

は
本
内
の
ゲ

l
ム
コ

ー
ナ
ー
と
以
外
の
来
り
物
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
ロ

ヶ
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は

T

V
ゲ
ー
ム
機
を
巾
・
心
に
ト

じ

h
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム

機
を
設
問
。
ま
た
品
取
り
物
コ

ー
ナ
ー
に
は
定
泣
い
八
を
中
心

に
ニ
卜
し
ハ
ム
刊
の
小

mh来
リ
物

機
の
ほ
か
ご
.
卜
・
九
れ
の
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
1
ム
織
を
ぷ
出
し

て
い
る
。
川
山
川
で
は
や
は
り

家
朕
池
れ
が
多
い
よ
う
だ

以
仁
小
川
凶
と
今
川
の
二
度

に
分
け
て
大
阪

・
ミ
ナ
ミ
の

ゲ
ー
ム
場
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
ょ
の
山
池
山
城
の
特
徴
と
し

て
メ
タ
ル
ゲ
|
ム
憾
の
人
気

が
か
な
り
安
定
し
て
い
る
よ

う
で
、
ニ
ト
J

一の
ロ
ケ
の
下

数
近
く
が
ニ
れ
を
ぷ
叩
仇
し
た

泌
や
けを
行
な
っ
て
い
る

|データ (…|
ぷ
出
し
て
い
る
。

「子

M
山
削
一
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ

ー
」
は
小
刷
局
悦
だ
が
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
卜
数
年
紙
つ
山

で
こ
の
制
作
限
で
も
し
行

い
ゲ
ー

ム
州
場
山
内
は
約
問
卜
千
万

:
の
ツ
ロ
ア
に
T

V
ゲ
ー
ム

憐
ト
じ
れ
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

i
ム
機
『e
h
、
川
川
ト

じ
れ
を
ぷ
抗

A
H
巾
泌
芥
が
多

く
と
く
に
小
手
生
、

L
H

川
校
生

の
姿
が

H
hu一
つ
よ
う
だ
。
山

内
は
照
明
2
U

明
る
く
比
較
的

孫
ち
お
い
た
手
川
公
に
な
っ

て
い
る
"

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ

ー
た
-
は
.
附
と
地
下
で
の

叩
油
公
て
、
そ
れ
ぞ
札
の
フ
ロ

ア
は
約
二
.h千ト
4
1
u
合
わ

せ
て
T

V
ゲ

i
ム
機
約
九
十

若
者
、が
集
ま
る
街
ミ
ナ
ミ

さ
て
む
う
.
む
の
北
側
の

地
峨
ど
が
、
こ
の
川
介
山
は
道

州
制
収
泊
り
、
心
必
紙
筋
の
↑一

つ
の
通
り
を
小
心
に
終
け
治

川
叫
を
足
し
て
い

る
。
ま
ず
道
M
m

M
通
り
だ
が
、

伎
に
な
る
と
さ

ま
さ
ま
な
ネ
オ

E宇{! 

⑤ 

，.‘ v s .レッ キングクルー

2人でも 1人でも楽しめ

るVSシリーズ/最新作

パギーチャレンジ

パギ-1ドを操作し、|埠害

物を避けゴーJレを 円指す

ニュービッグアンドスモール

メインモニターに各j市投

票のトータルが或われる

カーニバルルーレット

z
 

.• z
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10同硬貨、又はメダルを投入して下さい。

回路円盤上の好みの色鍛字を滋んで、スタートボタンを

押して下さい。

同じ色奴字に4枚さまでかけられます。

選んだl色紋字と外周ランプガ合えば、配当表!こ表示され

た枚紋のメタルガ払い出されます。

この崎、外周ランプlこ星マークがある湯合は、配当表の

メダル払い出しの他に、ボーナスとして右記の枚奴で

メタルガ払い出されます。

民-
ζ:21m 

-
比
れ
れ
1

川
可
ト1
.ur

ド

4
ド

H
J
の
フ
ロ
ア

で
め
い
必
分
。
山

蛸
の
ビ
ル
人

υ

泌
分
に
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
ー
ム
機

八

台

を

山

内

に
テ
ー
ブ
ル

m

y
v
γ
l
ム
機

1
1
2』
4
1

H

ー
:
一れ
を
ぷ
れ

し
て
い
る
。
川

定
存
を
中
心
と

し
た
泌
常
を
行

な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
な
お
同

山
を
一
必
ι
ー
す
る

附
大
阪
コ
ン
ハ

で
は
川
ビ
ル
ご
.附
の
ビ
リ
ヤ

ー
ド
の
フ
ロ
ア
に
も
T
V
ゲ

ー
ム
機
を
中
心
に
約
一
・
ト
れ

の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
織
を

動
く
れ
市
中
の
煙
突
に
五
を
入

れ
、
峨
岡
か
ら
大
阪
へ
走
れ

0・51

NEW 8JG & SMALL 
メダルゲーふ機の設置運営につ書ましては「メ
ダルゲーム場海営基準』を守っτご使用下喜い

- メダJレゲーム倹の殺i偏重E営 に つ き ま し て

{草、 「 メ ダJレゲーム~量li営基準J あるいは

fNAO経常陥針 1 を辺守して下さい

干547大阪市平野区長吉川辺3丁目8番51号

(06)799-2281 (代表)
"7'32ω 
稼式会祉カブコン

r 

CREW VS. WRECKJNG CHALLENGE 8UGGY 0-5 J 

@ スヲヲJJ 検武舎置土 TEL. 
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を頼りに運転テクニ ック駆使

4 サ
ミ

l
、

-チャレンジJ「パギータイトーから

サ
ミ

l
工
業
側
(
本
社
東

号

京
、
里
見
治
社
長
)
開
発
の

3
プ
ラ
イ
ズ
?
ン
ン
「
キ
セ
ノ

ト

ン
」
が
、
同
社
お
よ
び
エ
ス

第

コ
貿
易
附
(
本
社
東
京、

森

l
健
次
郎
社
長
)
か
ら
発
売
と

刊

な
っ
て
い
る
。

月

こ
れ
は
宇
宙
飛
行
を
テ

l

mブ

マ
と
し
た
も
の
で
、
宇
宙
船

ι一
に
見
伝
て
た
ポ

l
ル
を
ゴ

1

8
一
ル
ま
で
巡
ん
で
い
く
ゲ

l
ム
。

ゆ
一
盤
而
に
は
長
さ
の
民
な
る
羽

一
般
が
中
央
部
に
並
一
ん
で
い
る
。

一
硬
品
川
投
入
後
ス
タ
ー
ト
ボ
タ

ン
を
仰
す
と
、
ポ
ー
ル
が
盤

第 九州邸III!~相tIZ"f 

晴光晴

市
中
の
走
行
が
テ
ー
マ

の
T

レ
パ

l
(
ハ
ン
ド
ル
)
で
方

V
ゲ

l
ム
機

「
パ
ギ

l
・
チ

向

、
二
つ
の
ボ
タ
ン
で
ロ

l

ャ
レ
ン
ジ
」
が
、
側
タ
イ
ト

と
ハ
イ
の
シ
フ
ト
操
作
を
行

l

(本
社
東
点
、
中
間
昭
雄

な
い
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

社
長
)
か
ら
八
月
八
日
先
先

や
逆
ハ
ン
な
ど
も
駆
使
で
き

と
な
っ
た
。

る
。
州
場ド
聞
の
展
開
が
あ
る

こ
れ
は
防
汚
物
を
避
け
な
ま
ず
旋
地
を
必
る
場
日
間
か

が
ら
パ
年

l
引
を
走
ら
せ
て
ら
始
ま
る
。
前
方
の
先

{庇

い
く
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
ー
ム
で
、

われ
に
移
動
す
る
}
の

H
向
へ

画
耐
に
は
道
路

コ
ー
ス
が
な

い巾
を
向
け
な
が
ら
進
む
が
、

く
、
山川
万
の
か
光
H

を
似
り
附
川
口
物
や
他
ぃ
単
な
ど
の
聞
係

に
本
一
行
し
て
い
く
の
が
特
徴
。
で
光
の
万
向
と
は
反
対
に
進

宇
宙
飛
行
テ
!
マ
の
プ
ラ
イ
ズ
機

羽
根
で
玉
を

，園、
-、

、。
~)、

エ
ス
コ
か
、
勺

「
キ
セ
ノ
ン
」

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
採
用

の
γ
V
下
山
戦
争
ゲ

l
ム
機

「
ザ
ン
ガ
ス
も
が
、
側
フ
ナ

イ

(本
社
大
阪
、
船
仲
村
・
民

社
長
)
か
ら
八
月
下
旬
発
光

と
な
る
。

こ
れ
は
同
社

V
D
ゲ
ー
ム

機

「
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

l
」

に
続
く
第
二
鮮
で
、
特
蛾
に

3
D
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
を
組
合
わ
せ
、
さ

ら
に
ア
ニ
メ
場
面
を
加
え
た

画
像
に
な
っ
て
い
る
。
少
年

砂
ケ
ン
。
が
宇
宙
船
命
フ
ア

イ
ヤ
|
ト
ロ
ン
。
に
来
り
込

ゲームマシン第243号1984年9月1日(25) 

C

G
、

「ピンボールJと「ゴルフJ任天堂から

両
最
上
部
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
仁
郁
の
羽
川恨
の
上
に
来
る
。

然
岡
下
部
の
ハ
ン
ド
ル
を
お

に
凪
す
と
淀
ん
だ
羽
似
全
部

が
中
央
を
中
心
に
し
て
左
心

句、句、
、、

，<ギー・チャレンジ

ま
ざ
る
を
叫
げ
な
い
場
刷
も
あ

る
.
光
を
見
失
え
ば
幽
川
に

光
の
あ
る
十ク
川
を
指
す
矢
印

が
出
る
の
で
、
そ
の
公
印
の

-M
向
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
れ
ば

光
が
現
わ
れ
る
。
途
中
で
地

面
が
突
き
出
し
た
部
分
や
帰

り
上
が
っ
た
部
分
が
あ
り
、

こ
れ
に
乗
り
上
げ
る
と
ス
ピ

ー
ド
に
応
じ
た
ジ
ャ

ン
プ
を

し
て
得
点
が
加
算
さ
れ
る
。

た
だ
し
高
速
で
の
ジ
ャ
ン
プ

の
場
合
は
阜
の
方
向
が
変
え

ら
れ
た
り、

前
打
の
附
汚
物

に
仰
山
氏
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
作
立
。
バ
リ
ケ
ー
ド
、
ド

ラ
ム
街
、
給
水
階
、
山布
、
壊

れ
た
山
下
、
他
市
下
な
ど
に
当
た

っ
た
場
A
H
は
、
燃
料
メ
ー
タ

ー
(
画
而
上
部
に
表
示
)
が

大
幅
に
減
る
。
川
は
僑
を
波

る
か
ジ
ャ
ン
プ
し
て
越
え
る
。

高
速
で
急

ハ
ン
ド
ル
を
切
る

と
ス
リ

ッ
プ
し、

ス
ピ
ン
す

る
前
に
早
目
に
逆
ハ
ン
を
切

っ
て
通
常
の
状
態
に
一
一民
す
。

コ
ナ
ミ
初
の

V
D
ゲ

l
ム
機

す
ば
や
い
射

西
部
劇
テ
ー
マ
の

川
門
部
制
を
テ
!
?
と
し
た

V
D採
附
の
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト

m
T
V
ゲ
l
ム
機
「
パ

ッ
ド

ラ
ン
ズ
」
が
、
コ
ナ
ミ
側
(本

社
ぃ
氷
点
、
仙
打
点
良
信
山
中
務
)

か
ら
八
月
七

H
発
売
と
な
っ

た
。

が
下
方
向
を
向
き
、
左
に
回

す
と
上
を
向
く
の
で
、
こ
の

ハ
ン
ド
ル
協
同
作
に
よ
り
ポ
!
こ
れ
は
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン

ル
を
う
ま
く
落
と
し
て
い
き
、
画
耐
の
展
闘
を
見
な
が
ら
、

最
後
に
盤
前
右
下
の
ブ
|
ル
敵
が
現
わ
れ
る
と
索
単
〈
ピ

穴
に
入
れ
る
と
景
品
が
払
出
ス
ト
ル
を
発
射
し
て
倒
す
も

さ
れ
る
。
な
お
途
中
の
ワ

i

の
で
(
一
つ
の
大
き
な
ポ
タ

プ
山
八
に
人
る
と
円
十
〈
運
べ
る
。
ン
を
叩
く
の
み
)
、
い
わ
ば

下
部
左
お
の
リ
プ
レ
イ
{
八
に
反
射
神
経
を
試
す
ゲ

l
ム
と

入
れ
ば
再
ス
タ
ー
ト
。

o
p
行
え
る
。

V

D
は
パ

イ
オ

ニ

側
約
十
四
万
三
千
円
。

ア
の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を

占
r
h
H目
。

ま
ず

「
フ
ロ
ロ
ー
グ
」
ボ

タ
ン
を
仰
す
と
処
罰
の
ナ
レ

ー
シ

ョ
ン
が
人
リ
、
卜
人
の

.
必
行
た
ち
に
鈍
わ
れ
て
引
が
も

家
峡
も
火
っ
た
主
人
公
砂
パ

ッ
ク
M

が
必
い
れ
た
ち
を
倒
す

た
め
旅
に
出
る
が
、
思
品
引
の

は
か
人
間
以
外
の
妖
怪
も
襲

っ
て
く
る
!
と

い
う
ス
ト

ア
ニ
メ
な
ど
を
背
景
に
宇
宙
船
が

フ
ナ
イ
か
ら
V

D
機
第
2
弾
「
ザ
ン
ガ
ス
」

み、

ν
ダ
ル
H

に
山
川附
さ
れ

た川出掛川

h
d
J
ン
ガ
ス
H

を
扱

い
に
い
く
と
い
う
も
の
で
、

山
小
山
船
か
州
州
全
体
を
移
動

で
き
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

党
射
が
吋
能
な
こ
と
、
ま
た

V
D
幽
像
の
敵
を
幣
似

(
瞬

時
に
爆
発
シ

l
ン
に
移
る
)

で
き
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
。

操
縦
伴
と
発
射
ボ
タ

ン
ニ

つ
(
ト
リ
ガ
ー
ボ
タ

ン

一
つ
、

ス
ク
ワ
ッ

ト
ボ
タ

ン
二
つ
)

を
操
作
し
、

U
F
O
、
戦
闘

機
、
浮
遊
法
地
、
峨
市
下
、

U

大
法
山
地
な
ど
を
懲
似
し
て
い

体にゲーム2 
て。rM Dシステム」ト新型キャビネッ

T

V
ゲ
1
ム
機
「
ゴ
ル
フ
」

と

「
ピ
ン
ポ
ー
ル
」
が
、
任

天
川
H
h

附

(本
社
ポ
郎
、

山
内

ゆ
社
長
)
か
ら
八
川
ト
.h

川
党

必
と
な
っ
た
。

こ
の
-
-機
州
は
、
い
わ
ば

-

v

つ
の
ア

ッ，
フ
ラ
イ
ト
州
ハ
キ

ャ
ビ
ネ

ッ
ト
を
.
つ
に
人
け
体

『

"..、

く
。
な
お
地
ト
法
地
に
対
し

て
は
ス
ク
ワ

ッ
ト
砲

(
ボ
タ

ン
が
亦
く
点
滅
し
州
耐
に
附
…

ホ
と
燃
料
メ
ー
タ
ー
か
ぶ
ぶ

さ
れ
、
燃
料
納
給
後
に
使
川

吋
能
)
で
似
検
す
る
e

フ
ァ

イ
ヤ

l
ト
ロ
ン
は
敵
の
攻
常

y.--ー-ー
、

‘ .. 、

同

さ
せ
た
よ
う
な
同
社
特
製
キ

ャ
ビ
ネ

ッ
ト

、
マ
ル
チ

・
デ

ィ
ス
プ
レ
イ

(M
O
)
シ
ス

テ
ム
」
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
タ
イ

プ
に
組
込
ま
れ
て
お
り
、
同

キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
の

.
Nの
州

一
山
で

「
ゴ
ル
フ
」
、
ら
う
.

ん
の
削
州
で
「
ピ
ン
ポ

l
ル

ピンポール

園

キセノン

を
受
け
る
と
一

川
目
で
ル
ト
々

の
慌
が
、
-
一
M
nで
も
う

a

uの
刑
判
が
破
峨
さ
れ
、
バ
一川

口
で
全
滅
し
て
ア
ウ
ト
に
な

る
。一一
.
阿
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー
ム

終

f
だ
が
、
，
ん
必
刊川
点
以
上

で
‘
…
機
追
加
。

ωH
コ
ッ
ク

ビ
y

ト
川
上
で
山
川
川
いH
，k
ト・
九

万
川
な
ト
り

「
イ
ン
タ
ー
ス

テ
ラ
ー
か
ら
の
変
.
山
デ
ィ

ス
ク
キ

ゾ
ト
む
版
必
。

、、、~、、

MDシステム{本体}

の
プ
レ
イ
が
決
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず

「
ゴ
ル
フ
」
は
克
W
M

M
憾
に
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を

J
鉱
し
な
が
ら
プ
レ
イ
で
き

る
本
物
的
な
ゴ
ル
フ
ゲ

l
ム

で、

一
人
で
総
打
数
の
好
成

制
に
桃
川
慨
す
る
ス
ト
ロ
ー
ク

フ
レ
イ
と
、
作
ホ
ー
ル
ご
と

に
相
ヂ
プ
レ
イ
ヤ
ー

(
一
人

間
の
場
合
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
)
と
ス
コ
ア
を
鋭
、
7
マ
ッ

チ
プ
レ
イ
の
い
ず
れ
か
を
選

択
で
き
る
。
画
面
打
半
分
に

コ
l
ス
全
体
、
左
半
分
に
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
す
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。

レ
バ

ー
で

使
別
ク
ラ
ブ

(
令
部
で
卜
凶

純
紙
)
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
向

き
を
口
氏
め
、
下
部
で
左
布
に

品
川
〈
打
力
メ
ー
タ
ー
で
球
間

(
ス
ト
レ
ー
ト
、
フ
ッ
ク
、

ス
ラ
イ
ス
}
に
A
H
わ
せ
て
シ

ョ
ッ

ト
ボ
タ
ン
を

2
.M

(パ

句、句、
句、

で

「
パ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
」

ー
り
ー
の
説
明
が
行
な
わ
れ

る
。
な
お
こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行

い
て
す
ぐ
ゲ
ー
ム
を

始
め
た

い
場
合
は
、
ス
タ
ー

ト
ボ
タ

ン
を
仰
せ
ば
よ
い
。

パ
ッ

ク
が
旅
を
統
け
途
中
で

製

っ
て
く
る
敵
を
狙
幣
す
る

が
、
倣
が
敵
対
行
為
を
示
し

た
瞬
間
に
発
射

(
早
い
ほ
ど

高
得
点
)
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
照
僚
が
画
而
に
現
わ
れ

た
場
合
は
、
間
…
泳
が
倣
に
合

っ
た
瞬
間
が
チ
ャ
ン
ス
(
数

州
あ
る
)
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
す
と
逆
に
や
ら
れ
て
、

大
け
が
を
し
て
判
決
で
泌
ぱ

、-創21蕊『 ，.‘ 

ザンガス

ツ
ク
ス
イ
ン
グ
、
ト

ッ
プ
の

位
山、

イ
ン
パ
ク
ト
の
順
)

仰
す
。

パ
ッ
ト
は

Z
n
b」
見

て
レ
パ

l
で
打
ち
山
す
ト
ク
川

を
決
め
て
か
ら
打
つ
ー

O
B

は
ニ
打
付
加
さ
れ
シ

ョ
ッ

ト

地
点
に
民
さ
れ
る
ー
前
件
や
池

に
人
る
と
.
打
付
加
さ
れ
.

定
地
点
に
民
る
。
ポ
イ
ン
ト

が
ゼ
ロ
に
な
る
と
ゲ

l
ム
終

了
。
ま
た
パ

l
打
数
の
J

一倍

以
上
は
プ
レ
イ
で
き
な
い

q

次
に
「
ピ
ン
ポ

l
ル
」
だ

いか
、
こ
れ
は
フ
リ
ツ
ハ
l
を

T
V
ゲ
l
ム
機
化
し
た
も
の

で
、
中
犬
際
の
フ
リ

ツ
ハ

l
同

様
の
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
に

な

っ
て
お
り
、
画
面
は
そ
の

上
半
分
と
下
半
分
に
分
か
れ
.

ボ
l
ル
の
動
き
に
応
じ
て
移

動
す
る
。
ボ
タ
ン
で
ポ

l
ル

を
打
ち
山
し
、
二
つ
の
ボ
タ

ン
で
下
部
と
中
山
八
郎
に
作

一

な
お
燃
料
が
少
な
く
な
れ
ば
、

途
中
で
現
わ
れ
る
ゲ
ー
ト
の

ド
を
通
過
す
る
と
補
給
で
き

る
。

こ
う
し
て
ゴ
|
ル
ゲ
ー

ト
を
通
過
す
れ
ば
次
の
場
耐

の
走
行
に
な
る
。
第
一
場
面

以
降
は
車
販
、
都
市
、
ア
イ

ス
パ

l
ン
と
展
開
。
燃
料
が

な
く
な
る
か
金
コ

i
ス
を
走

航
す
る
と
花
吹
雪
が
散
っ
て

ゲ
l
ム
終
了
。
同
社
キ
ャ
ビ

ネ

ッ
ト
時
¥
刑ι
「
M
A
タ
イ

プ
」
で
定
岡
山

L

ハ
ト
五
万
向
。

れ
た
り
、
包
僚
を
巻
き
紙
袋

づ
え
を
つ
い
た
り
、
字
以
に

入
れ
ら
れ
る
な
ど
の
場
刷
に

な
り
ア
ウ
ト
。

Mm
々
の
敵
を

倒
し
て
い
く
と
以
後
に
忠
弘
引

の
ポ
ス
で
片
口
の

H

ラ
ン
ド

ル
7
u
と
の
決
闘
に
な
り
、

ポ
ス
の
投
げ
た
コ
イ
ン
が
地

耐
に
必
ち
た
瞬
間
が
勝
負
。

以
上
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返

す
が
、
少
し
ず
つ
内
容
が
変

化
し
て
い
く
。
三
人
ア
ウ
ト

で
ゲ
!
ム
終
了
だ
が
、

一
定

得
点
以
上
で

一
人
追
加
さ
れ

る
。

m
HM別
記
使
用
で

O
P
価

格
八
十
五
万
円
。

パッ ドランズ

対
あ
る
フ
リ

ツ
パ
ー
を
保
作

す

る

ド

ロ

ッ
プ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
パ
ン
バ
ー
な
ど
の
ほ
か

絵
や
数
千
合
わ
せ
、
カ

i
ド

を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
よ
り
河

川
川
内
…
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
フ
イ
|
チ
ャ

ー
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
中
央
ぶ
側
の
ホ

1
ル
に

入
る
と
別
州
耐
の
ボ
ー
ナ
ス

ス
テ
ー
ジ
に
な
り
、
マ
リ
オ

を
操
作
し
治
ド
し
て
く
る
レ

テ
ィ

i
を
キ
ヤ

γ
チ
す
る
。

所
定
ボ

l
ル
数
が
な
く
な
れ

ば
ゲ

l
ム
終
了
だ
が
、
一
定

得
点
以
上
で
一
例
追
加
。

両
ゲ

l
ム
が
組
込
ま
れ
た

M
D
シ
ス
テ
ム
(
初
勺
画
尚

二
つ

)
定
価
九
卜
二
万
円
。

な
お
両
ゲ

l
ム
別
例
に
テ
ー

ブ
ル
引
用
法
似
セ

ッ
ト
も
O

P
悩
絡
九
-
力
行
下
円
で
発
先

と
な
る

加
藤
銀
金
の
バ

ッ
テ
リ
ー
カ
l
第
2
弾

コ
ン
パ

ク
ト
設
計
で

， 

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

1
1レ
ー
ー
に
よ
リ
ホ
|
ン
も
・
則
る
。

サ

l
R
S
」
が
、
加
秘
銀
全
作
動
時
間
は

一
分
か
ら
二
分

七
業

(本
社
大
阪
附
茨
木
市
、
ま
で
切
答
可
能
。
二
人
来
リ
。

加
藤
紘
勲

一
社
長
)
か
ら
発
売
ボ
デ
ィ
ー
は
ピ
ン
ク
、
プ
ル

と
な
っ
て
い
る
。

ー
、
イ
エ
ロ
ー
の
ニ
色
が
あ

こ
れ
は
レ

l
シ
ン
グ
カ

l

る
。
定
価
四
十
二
万
円
。

を
モ
デ
ル
に
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
テ

ザ
イ
ン
の
も
の
で
、

同
社
バ

ッ
テ
リ
ー

ヵ
ー
と
し
て
は
「
ス

ニ
ー
カ
ー
」
に
続

く
第
二
州
。
作
動

小
に
メ
ロ
テ
ィ
ー

が
流
れ
心
行
山
H
J
U

山
る
。
ま
た
ハ
ン

ド
ル
山
側
の
レ
パ

レーサーRS
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時
代
に
つ

淳
介
が
名
刺
を
手
に
と
ろ

-う
と
し
た
ら
、
そ
の
と
た
ん

一
に
大
き
な
符
と
い
っ
し
ょ
に

制
一
水
が
流
れ
て
き
て
名
刺
が
流

山
口
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

剣
一

そ
の
男
は
席
を
た
っ
際
に

が
.
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
コ
ッ
プ
を

第
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
し
ま
っ

て
い
た
。

悪
び
れ
た
機
子
も
な
く

「
お
ー
い
ダ
ス
タ
ー
」

な
ん
て
一言
っ
て
る
。

と
お
も
う
と
さ

っ
さ
と
腐

を
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

淳
介
は
テ
ー
ブ
ル
を
拭
い

て
い
る
女
の
こ
に

「
ど
う
も
申
訳
あ
り
ま
せ

ん
」と

言
い
な
が
ら
出
て
行
つ

、〆

た
闘
力
に
た
い
し
て
は
無
性
に

〆

腹
立
ち
を
つ
よ
く
し
て
い
る

、3
ょ
う
だ
。

マ

も
う
名
刺
を
見
る
意
欲
も

入

失
せ
て
よ
ほ
ど
の
こ
と
に
そ

d

れ
を
丸
め
て
治
て
よ
、
7
と
も

一

お
も
っ
た
が
気
を
と
り
な
お

ζ

由し
て
今
後
の
こ
と
も
あ
る
か

，r
」
ら
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
い

固
た一

そ
の
閣
内
が
出
て
行
く
と
辺

一り
の
~官骨
閤
気
が
よ
く
な
っ
た

一
ょ
う
だ
。
爽
や
か
で
清
消
し

一く
心
な
し
か
若
い
女
性
の
す
骨

一
い
が
つ
け
て
い
る
香
水
も
甘
く

一か
ぐ
わ
し
く
泌
っ
て

い
る
よ

一う
で
う
き
う
き
し
て
く
る
。

と
、
あ
れ
は
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ

才
ン
の
音
か
、
M
-
J
-
Q

の
〈
籾
白
の
ご
と
く
爽
や
か

に
〉
が
流
れ
て
く
る
。

い
い
イ
ン
卜
ロ
だ
。

い
つ
、
ど
こ
で
き
い
て
も

い
い
の
だ
。

淳
介
が
は
じ
め
て
〈
例
日

の
ご
と
く
爽
や
か
に
〉
を
こ

の
M
-
J
-
Q
で
き
い
た
の

は
昭
相
三
十
六
年
で
あ
っ
た

の
か
し
ら
。

勿
論
M
・
J
-
Q
以
外
の

演
奏
で
は
あ
る
い
は
今
の
一百

第243号1984年9月1日ゲームマシン第243号1984年9月1日(27) 
，・、

の
頃
は
や
叩
時
介
は
も
う
レ
コ
ー

ド
を
買
い
た
く
な
い
の
で
レ

コ
ー
ド
広
に
行
っ
て
た
の
で

レ
コ
ー
ド
出
に
行
っ
て
貰

い
た
い
レ

コ
ー
ド
が
な

い
こ

と
を
雌
め
る
と
安
心
し
て
帰

途
に
つ
き
、
下
街
で
自
分
の

部
屋
に
あ
る
レ
コ

ー
ド
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
が
今
の
自
分
に
と

っ
て
は
最
高
の
も
の
で
あ
る

と
安
心
を
し
な
が
ら
そ
の
夜

の
自
分
の
気
分
に
あ
っ
た
レ

コ
ー
ド
を
か
け
る
吋
の
仰
や

か
な
安
ら
か
な
気
分
を
舵
保

い
て

(
0
)
 

ー
キ
ー
の
ジ
ャ
ズ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
が
米
日
し
て
い
て

こ
れ
は
迫
力
は
あ
っ
た
が
五

月
蝿
い
も
の
で
あ
っ
た
。

偉
大
な
る
暗
闘
が
歩
調
を

揃
え
て
大
地
を
踏
み
し
め
な

が
ら
こ
ち
ら
へ
前
進
し
て
く

る
よ
う
で
、
仕
市
ド
を
終
、
え
た

後
深
夜
に
家
で
き
く
レ
コ
ー

ド
と
し
て
は
淳
介
に
は
ち
ょ

っ
と
買
い
に
く
い
演
奏
で
あ

っ
た
。

ど
こ
で
ど
う
な
っ
て

い
た

の
か
当
時
淳
介
が
目
に
し
た

の
が
何
か
の
記
事
で
三
百
部

さ
れ
た
も
の
で
ジ
ャ
ズ
に
は

進
い
な
い
け
れ
ど
も
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
パ

y

ハ
の
時
代

の
バ
ロ
ッ
ク
の
音
楽
の
よ
う

な
感
じ
が
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

最
後
に
こ
う
い
う
レ
コ
ー

ド
が
三
白
枚
売
れ
な
い
よ
う

で
は
と
も
う

一
度
こ
の
文
の

筆
者
は
鴫
い
て
い

た
。

笠
日
中

η
介
は
場
・
米
の
勤
め

先
の
近
く
の
レ
コ
ー
ド
胞
に

寄
っ
た
際
ふ
と
そ
の
記
卓
を

お
も
い
出
し
て
多
分
こ
う
い

う
場
末
の
レ
コ
ー
ド
広
に
は

い
方
で
い
う
と
、

M
・
J

-

Q
以
外
の
カ
バ
ー
で
は
、
こ

れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ

ー
で
あ
る
の
だ
か
ら
ず
っ
と

以
前
か
ら
無
数
に
き
い
て
い

る
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
今

で
も
M
・
J
-
Q
の
カ
バ

ー

が
綾
尚
で
あ
る
と
お
も
い
こ

ん
で
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
の
頃
の
わ

が
闘
に
お
け
る
M
・
J
-
Q

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う

~ 

。

。

巴
巴

連載小説く41>

ζコ

と
全
然
売
れ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
。

パ
ー
ン

l
・
フ
ェ
イ
ス
と

か
ビ
リ
|
-
ヴ
オ
|
ン
の
よ

う
な
甘
さ
は
う
け
が
よ
か
っ

た
の
だ
が
、

M
-
J
-
Q
の

レ
コ
ー
ド
は
ご
く

一
部
の
好

議
家
に
し
か
相
手
に
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。

ぃ洋
介
に
し
て
も
ジ
ャ
ズ
と

い
う
の
は
と
に
か
く

.h月
聞

い
も
の
と
い
う
ぐ
ら
い
の
認

ぷ
し
か
な
か
っ
た
。

す
こ
し
前
に
ア
!
ト
ブ
レ

限
定
の
〈
ジ
ャ
ン
ゴ
〉
こ
の

レ
コ
ー
ド
を
泌
ト
会
し
て
い
る

の
が

M
-
J
-
Q
で
あ
る
の

だ
が
こ
う
い
う
レ
コ
ー
ド
が

全
然
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
一
体
全
体
わ
が
岡
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
状
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
、
っ
か
と
い
う

淵
チ
の
文
で
あ
っ
た
。

そ
の
記
ギ
に
よ
れ
ば
こ
の

淡
炎
凶
体
は
す
べ
て
県
人
で

あ
る
け
れ
ど
も

4
人
と
も

大
学
年
で
泌
奏
は
非
常
に
ゾ

フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
|
テ
ィ
ッ
ド

あ
る
。

健吉和佐

な
い
も
の
と
お
も
い
な
が
ら

も
試
み
に
〈
ジ
ャ
ン
ゴ
〉
と

い
う
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
た

ず
ぬ
て
み
た
ら
、
こ
れ
が
そ

の
レ
コ

ー
ド
山
に
あ

っ
た
の

で
あ
る
。

針
を
叩
治
し
て
み
る
と
、
非

dmに
怖
か
な
泌
ム
本
円
で
あ
る
、

ア
ー
ト
ブ
レ
ー
キ
ー
が
思
い

炎
で
あ
る
と
す
れ
ば
こ
れ
は

'H
い
炎
で
あ
る
。

一
度
で
気
に
い
っ
て
し
ま

っ
た
。

本
当
の
こ
と
を

い
、
え
ば
そ

す
る
た
め
に
レ
コ
ー
ド
町
に

ω日
立
ち
得
る
の
で
あ

っ
て

決
し
て
レ
コ
ー
ド
を
貿
お
う

と
お
も
っ
て
レ
コ
ー
ド
応
に

行
く
の
で
は
な
か

っ
た
。

レ
コ
ー
ド
の
た
め
に
・
洋
介

の
生
活
は
紛
れ
そ
う
に
な

っ

て
い
て
、
ね
一
る
前
一
に
は
い
つ

も
旬
}
れ
で
は
自
分
の
生
活
は

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
む
か

つ
て
桜
進
し
て
い
る
と
冴
え

た
釧
で
は
お
も
っ
て
い
た
の

J

園。

，
人

当
時
月
給
が
二

e

力
円
足
ら

伊・、

，.、

-東京営業所 も晶4

サニーレジャーシステム株式会社
東京都千代田区神田多町2・4チダビル5F

TEL:03-254-5614 FAX・03-256-3877

み
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式株響宜一回東
幻

大

刊

ゲ
間

レ

中
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市

機
探

元
一電

肝

雌
井

船

副
町
船

大

-販売元

株式会社フナイ
大阪市浪速区元町1-5-7lt1t波プラザピル401
TEL:06-648-1274 FAX・06-647・5217

FUNAI 

ず
し
か
な
か

っ
た
の
に
レ
コ

ー
ド
は

一
枚
二
千
円
か
ら
二

千
五

μ
円
し
て
い
た
。
場
米

の
レ
コ
ー
ド
間
で
は
ク
ラ
シ

Y

ク
の
レ
コ
ー
ド
は
始
ん
ど

先
れ
ず
、
演
歌
の
ド
ー
ナ
ツ

ツ
が
よ
く
動
く
ぐ
ら
い
の
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
毎
日

の
よ
う
に
一
枚
二
枚
と
ク
ラ

シ
ッ
ク
の

L
P
を
寅
っ
て
ゆ

く
浮
介
に
気
を
許
し
て
、
い

く
ら
で
も
こ
の
場
末
の
レ
コ

ー
ド
屈
は
つ
け
に
し
て
く
れ

た
の
で
、
ま
た
た
く
聞
に
淳

介
は
こ
の
レ
コ
ー
ド
庖
に
ン

十
万
問
の
借
金
が
出
来
て
し

ま
っ
た
。

一
方
で
幸
か
不
幸
か
一
洋
介

の
勤
め
先
は
口
金
は
な
か
な

か
あ
げ
て
は
く
れ
な
か
っ
た

の
だ
が
行
令
の
前
借
だ
け
は

最
初
の
頃
は
社
長
が
直
桜
話

に
山
山
て
来
た
り
し
て
し
ぶ
し

ぶ
貸
し
て
く
れ
て
い
た
の
が
'

倒
れ
と
は
恐
し
い
も
の
で
事

務
所
だ
け
の
決
済
で
す
む
よ

う
に
自
然
に
か
わ
っ
て
く
る

と
と
も
に
い
く
ら
で
も
口
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
淳

介
は
ド
山
常
務
で
貸
り
た
の
を
す

ぐ
レ
コ

ー
ド
出
に
泌
す
の
だ

が
、
い
く
ら
波
し
て
も
渡
し

て
も
レ
コ
ー
ド
応
の
借
金
は

減
ら
ら
か

っ
た
。

金
を
一
般
す
と
レ
コ
ー
ド
広

の
人
の
制
限
が
ゆ
る
む
、
そ
れ

を
み
る
と
つ
い
そ
れ
に
つ
け

こ
ん
て
波
し
た
金
制
以
上
の

レ
コ
ー
ド
を
つ
け
に
し
て
持

ち
か
え
る
と
い
う
こ
と
を
性

慾
リ
も
な
く
く
り
か
え
し
た

か
ら
だ
。
病
気
が
川
氏
く
進
行

し
て
い
た
の
だ
。

ふ
と
我
に
か
え
り
、
は
介

は
A
I
の
新
入
社
以
は
レ
コ
ー

ド
だ
け
に
限
れ
ば
必
ま
れ
て

い
る
と
思
う
。

は
介
の
附
引
は
初
任
給

一
万

川
て
レ
コ
ー
ド

一
枚
二
千
八

ド

u
円
だ

っ
た
の
だ
が
今
は
十

一一

・
三
万
円
に
た
い
し
て
二

千
五
両
円
ぐ
ら
い
な
の
だ
か

、旬
。

ロードランナー

湾独包よI~~~~
24画に繰り広げられるコマンタ一対献醤兵の宝の争奪蛾。、敵の勤ぎ
をよむと同時に穴フフケのタイミンヴ、迷路のくずし方などを計算し
なガらテクニックを駆使するグという新タイプのパズル戸クションゲ
ーム、ロードランナー。パズル分析、反射神経なと、右脳とを脳をバラン
スよく働かせてプレイヤーを熱くする、まさに大脳活性化ゲームです。

.，.，~~ 

ン
フ
3

〔つ

何
州

、コ

ト

o，

~ン

イ
m

uhn
ラ

グ

ブ
搭

凡

ツ
価

一

戸

。ホ

" 

/~ックランド
新発売!!

定価 530.000円128.000円

ドルフフーガの塔

ミト

ドルアーガの塔

新発売!!

PCBキット価格

手塚商会
干663兵庫県西武市高松町 16-15 T E L 0798-66-0811 (代)

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

健全なA M業界をめざしていま す。たゆまぬ努力で正しいコースを

ギャプラス
好評発売申/

PC8キット価格
128.000円

.-

この商品は、弊社(アイレム)の応諾なしに海外への出荷はできません。

〆・、

-販売本音11/大阪市北区西天満1丁目7-4 協和中之島ピル TEL. 06(312) 1300附
K yowa Nakanost、ima.Bldg.，ト7.4.N;sh;tonma， K;ta.ku， Osaka 530 "'.pan Phone 06(312) 1305 Telex 630741REM 

.東京販売事務所/東京銀千代田区猿楽町1丁目5・1 豊島屋本1苫ビル TEL. 03(295)5951側

.本社/大阪府松原市西大縁1丁目3・29 TEL. 0723(32)4754(総務)

.松原センター/大阪府松原市西大草壁1丁目5・16 TEL. 0723( 33) 5820(サービス)

戸イレムの自は遊びの進化を見つめ、フフイレムの手は喜びの空闘を鉱げ、

フフイレムの山はゆとりある未来を創る。

アイレム株式会社
CORPORATIO闘

フリーシンカー

一
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同巴 aD ，ne司S

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) アップライト、 コックピット型TVゲーム機

liii 機種名( メ ー カ ー 名 )
1"1 MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATlNG) 

j

i

 

''

I
 

‘l
l
 

i
l
 

(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 
機種名(メーカー名)

MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATlNG)

13 9 

14 12 

。
@ 

3 

。
5 

@ 

7 

8 

9 

⑪ 

12 

1 

グレー ト ・ソードマン(タイト ー)

Great $wordman (Taito) ... ・・・・・・・・・…・・-一-…・・・…・・…"9.40

ノ マ ックランド(ナムコ)

Pac-Land (Namco)・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8.50

空手道 (デ ー タイースト )

Karate Champ (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ "'7.39 

パ ギ ー ・チャレンジ(タイトー)

Buggy Challenge (Taito) ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10.00

サンダー ストーム (デ ー タ イ ー ス ト )

Thunder Storm (Data East)・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 . 56 

。
2 

3 
2 T X-l(辰巳電子)

TX-l (Tazmi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・・・・・7.39

ロードランナー(アイレム)

10 LOde R:n~er'(lremì ・・・ ・・ ・・・・・ ・・ …・ ・・・・・・・・・・ー・・…..........6.94

クラウ ンズゴルフ(エスコ貿易)

Crowns Golf (Esco) .......…・・・…・・・・・一.. . .. . .. . . . . . . . . .. . . .. 6.68 

ソンソン (カ プコン)

14 so~ so~ (C~'~c~m) ・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・"'6.50

ポー ルポジ。ション II (ナムコ)

Pole Position II (Namco) ....................................5.78 

ノぞンチアウ ト (11天堂)

Punch-Out (Nintendo) ・・・・・・・・・・・ ・・.. . . . . . . . . . . . . . . . 一.....5.70

スターウォ ー ズ(アタリ)

Star Wars (Atari) ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . 5 . 40 

ポールポジショ ン ( ナ ム コ )

Pole Position (Namco) .......................................5.29 

ファイアーフォックス(アタリ)
Fire Fox (Atari)................................................... 5.00 

マッハスリー (タイトー)
M.A.C.H.3 (Taito) .................................. ・・ ・・・・・・・4.86

イ ン タ ー ス テ ラー (フナイ )

I nter Stellar (Funai)・・・・・・・・・・・・・・ . . . . • . . . . . . . . . . ・・ ・・・・・・・・・・・4.75

4 3 

3 5 5 

o 7 

キック スター ト(タイ トー)
Kickstart (Taito) ................................................ 6.46 

ハイ パー オリンピック '84(コナミ)

Hyper Sports (Konami) ・・・・…・…・ ・・・・・・・・・・…… ..........6.13

ジャイロダイン (タイトー)
Gyrodine (Taito) ................................................6.00 

vsシステム テニス(任天堂)

VS. $ystem Tennis (N intendo) ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・"'5.96

vsシステム ベースボール(任天堂)

12 V$ ~ Sy;t~~ Baseball (N'i ~tendo) ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・5.71

4 7 4 

6 。9

8 9 8 

7 10 6 

⑪ 
15 モナコグランプ リ (セガ社)
;) Monaco G P (Sega) .......................................... 4.75 

ウJレトラクイズ (タイトー)
Ultla Quiz (Taito) ................................................4.60 

2 ドルアーガーの塔(ナムコ)
The Tower or Druaga (Namco) ..............................5.64 

12 11 

アッポー(セガ社)

Appoooh ($ega) ..............… -・ー・・・・・・・…・・・一 .. .…・・ー5.60

キ、ャプラス(ナムコ)

Gaplus (Namco) ........... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.57

ジャンゴウナイト(日本物産)

Jangou Night‘(Nichibutsu) .................................5.24 

ノ"'-)レガス (カプコン)

Vulgus (Capcom) ・・・・・・・・・・…・…・・ ……・・・・・・・…・… …・5.00

ウォ ー ター マ ッチ(セガ社)
Water Match (Sega) .......................................... 5.00 

レー ザーグランプリ (タイト ー)
14 Laser Gra~d Pri-x àai~o) ・・・・一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .一.....3.93@ 

@ 
ズーム 909(セ ガ剖 )

18Zoom 9091Se9a) -----------一.. . . . . . . . . . . . . . . . .…. • . • • • . . • • 3 . 50 

スタープレイザ、一(セガ社)

$tarblazer ($ega)ー・・・・・…・ー・・一 ・・・・・…・・…-….. . . . . . . . . . . . 3 . 25 15 15 15 12 
， 

⑪ 18 
フリ ツノ〈ー (FLlPPERS)

17 5 

20 19 

@ 

@ 

21 

22 

麻雀教室(来日i 臼本企画)
25 Mahlon91くyosltsu長 (SNK) ・…・・・・・・・・…・…・・・・ ・ー・・・・・…5.00

けェ ネシス (デー タイースト)

48 Ge~e~is~(Ó~ta ¥ East)・…...・・・・・・・・・・…・・・・ー ・・…・・・・・・…・・"5.00 @

@

4

 

ファ イ アーノマワーII ( ウ ィ リ ア ム ズ )

Fire Power II (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ '6.71 

ブラックピラミ ッ ド (パ リー)
Black Pyramid (Bally) ・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 50 

ザ ・ゲームズ (コ守ッ トリーブ)

The Games (Gottlieb) .................. …・・・・・・・・・…・一 … '6.50 

2 ジャ y ク ス ・ツー ・オープン(ブッ トリ ー ブ )

Jacks to Open (Gottlieb)・・・・・・ー・…・…・ー・・・…・…・・一.....6.00

エ ッ クスズオーズ(パリ ー)

X's & O'S (Bally) . …・・・・・……-一 ・・・・・・・……・・・… 一.....5.33

ギャラガ(ナムコ)

Galaga (Namco) .. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....4.95

フォーメーションセヘy 卜 (ジャレコ)

16 Fo;:.n ati~n Z (J~e~oì ・・…・…・ー・・…・・…・…・…・… …一"4.90

フ リッ キ ー ( セ グ 杜 )

17 FlickV(Se981 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.67

ビク ト リアス ・ナイン(タイト ー)

Victorious Nine (Taito) ................ ........ ...............4.67 

@ 6 

23 22 

@ 
調査ご協力庖(順不同)

Jレナノマーク()駐が ・#rlrl)、ロサ ・ゲームランド ot!-m池袋). ドリームイン河原田r(以前s. 114条河l以
l町 ) 、タイト ー スベン ャル(大阪 ・ j~jm ) =(附タイト ー ; J &ß (*J;~ . ~II III) 、 U FO(東京 ・鴬谷上

セガセンター ニA 一党(大|以 ・心蔚械)、モンテカノレ口、7命 (li百11. ~t~: ) =1附セガ ・エン タープライ
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"The Trad11tonal Japanepe Games 

総資ロヮーーン S ンの設置微祉を ~Cよけと人';<1.1.主力、勺免1こフンク付けτ 、各オヘレ-7ーの判断

言苧イ而 によるテ-?IO!" ~Ht .その宇陀Jfo仰を示したもの 叙字の主主昧は1日 これ以上ない爆発的な人気
と先上!1、 9:曹はり Lい人気と発より、 8:大変いい人気と売上け、 7 いい人気と売上け、

(RATING) 6‘;J.Ji>いい人気と先上(J、 5 平切的年むの、 4 平均以下(以下省略}
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コルフ ビンボール

クラブの選択・飛距離・スラ

イス・フックポールのコント

ロール等、ゴルフの醍醐味が

味わえます。

快音と共にはじけるポール。

ピンポールならではのスリル

と爽快さ 。

解体中のビルの壁をたたき壊していくゲームですL

1牧の壁をへだてて表と裏からハンマーをふり落としますL
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A member of the Socialist Party com・
mented on it， saying that“They were 
not what we have demanded， but 
special gambling machines which have 
completely been remodelled". Thus， 
this was taken up later by the com-
mittee. The trade people took it up as 
an even more serious problem. Those 
who explained at the “explanation 
meeting" were directors of NAO， in-
c1uding president Manabe of Sigma， 
Inc. (he is vice.chairman of NAO). 
It was revealed that， though NAO had 
seemingly been opposed to the bill of 
the new Fuei law， it was actually sup. 
porting it， and that NAO was helping 
NPA to support its misleading views. 
Thus， an increasing number of oper-
ators across Japan are becoming suspi-
cious of NAO's behavior. Japan 
Amusement Machinery Manufacturers 
Association (JAMMA)， among others， 
regarded that the current case is a 
"grave betrayal on the part of NAO" 
openly forwarding a written inquiry to 
NAO. JAMMA warned that， unless a 
reply understandable to J AMMA is 
not made， JAMMA will cut friendly 
relations with NAO 

[n fact， it may safely be said that 
there is nothing more difficult to 
understand than the behavior of the 
NAO directors. Naturally， their be. 
havior is arousing much conjecture， 
but the NAO directors remain silent， 
revealing nothing. [ncidentally， in 
early April， major operators， such as 
Taito， Sega and Namco， had given in 
notice of secession from NAO. How. 
ever， it was only recently that NAO 
admitted the fact. At the present， in 
terms of the number of games in oper. 
ation， JAMMA is the largest amuse. 
ment game operators association 
occupying 30%， followed by NAO 
with 10%， local associations with 10%， 
and the remaining non-organized 
operators with 50%. Thus， NAO can 
no longer be said to be representative 
of Japan's operators， and is eyed with 
much suspicion for having betrayed 
the operators. 
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The problem lay with (1). They exper. 
imentally remodeled Sun Electronics 
“The Guiness" to Bonanza's“Poker" 
The gaming machines had already 
been remodelled somewhat ， and com-
mon double connectors were prepared 
for the game PC boards. The control 
panel remained unchanged as the one 
for poker use. The PC boards for “The 
Guiness" was housed in the cabinet， 
and by connecting it with a special 
connector， the control panel of “The 
Guiness" connected with the PC board 
was placed outside. In this manner， he 
explained that“This is a game called 
sound". Then， he removed the PC 
board and control panel of “The 
Guiness" and in its place， inserted the 
PC board of “Poker" connected with a 
connector， and said that “This is a 
poker for gambling" 

This strange explanation meeting 
was qllite unpleasant for the Dietmen. 

捌
繍

悌冊減

Commission 

JAMMA Asked 
NAO To Explain 
Strange Event 

詳し くは下記へお問い合わせ下さい

The 

ゲームマシン
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July 17， 19， 24， 26 and 31， and on 
August 2 and 7， at its Local Admini. 
strative Committee. On AlIgust 7， it 
passed the bill， and on AlIgust 8， it 
officially passed the plenary session， 
being officially enacted. 

At the deliberations at the House 
of Councilors， however， the National 
Police Agency (NP A) which worked 
Ollt the biJJ， was concerned. It was re. 
vealed throllgh the docllments distri-
buted by Nihon Amusement-Machine 
Operators Association (NAO) that the 
agency had excnanged a“memo. 
randum" with NAO through the Min-
istry of International Trade and ln-
dustry， concerning the enforcement 
ordinance after the establishment of 
the bill. And it was criticized that sllch 
act insults the Diet. Informed of the 
fact， the chairman of the Local Ad-
ministrative Committee ordered NPA 
to submit the said“memorandum， 
but NPA did not submit it; it sllb-
mitted another document， callsing the 
deliberation. 

Then， on July 26， NPA brought a 
special gambling machine into the 
Dietmen Assembly Hal1， holding a 
strange“meeting for ex planation" by 
inviting the members of the Local 
Administrative Committee. Prior to 
this， a member of the Socialist Party 
proposed:“Although the police asserts 
that even arcade games for healthy 
sports can easily be changed to gambl・
ing machines， it is flatly impossible! 
l'll bring a healthy video game and a 
gambling vide game here in the com・

mittee meeting， so could you try to 
remodel it easily?" The chainnan had 
thought about this proposal. On July 
26， of two days later， NPA prepared a 
special gambling machine at the Diet-
men Assembly Hall， and requested the 
committeemen to“see it". The thing 
that the committeemen saw before 
them was as foJlows: 

The special gambling machine wω 
(1) a table type video， (2) Nintendo's 
"VS System (Tennis)ぺ(3)“DecoCas. 
sette System". Two directors of NAO 
were there to explain that all of the 
three units can simply be changed 
from a sound to gambling game.ο) 
can be changed by changing ROM， and 
(3) by using a cassette by referring to a 
leaflet. They only explained verbally， 
and did not experiment with them. 

而

Column 

Public 

Have Will 

Readers 

From 

Operators 

License 
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On J uly 5 the Bill of Revision of 
the Control Act of Entertainment and 
Amusement Trade passed the Local 
Administrative Committee， the House 
of Representatives， with partial 
amendment. On the next day， it pas品-

ed the plenary session， and brought 
before the House of Councilors， and 
after a series of deliberations it was 
adopted there and enacted on August 
8. As a result， a new law concerning 
businesses that may affect public 
morals (“New F附Law")came into 
being， placing all locations with game 
machines lInder obligations to obtain 
“Fuei" license which is quite local to 
Japan. ln compliance with the addi・
tional rules to the new law， the new 
law will be “enforced within six 
months from the date of proclama. 
tion，" and will be enforced in Feb-
ruary nex t year. However， as far as 
“Operation No. 8" -which was new. 
Iy included in “Fuei Operation" -is 
concerned， it is benefited with a tem-
porary measure that for three months 
from the date of enforcement opera-
tion can be continlled without obtain-
ing a license. Thus， it is after May next 
year that all game machine operations 
are placed under a Iicensing system. 
Apart from“Operation No. 7" (in-
cluding pachinko that pays out priiesj 
premiums)， it is the first such licensing 
system for games in Japan. 

On J uly 6 the bill of “New Fuel 
Law" was brought before the House of 
Counci1ors from the House of Repre-
sentatives， and then it was passed to 
the plenary session on July 11. On the 
same day， it was submitted to the 
Local Administrative Committee， the 
House of Councilors. On J uly 17， the 
committee commenced substantial 
deliberation of the bill. Since the bill 
has increased in importance through 
the deliberations at the House of Rep. 
resentatives， the committee spent 
more than twice as long time as at 
the House of Representatives to 
deliberate it. Thus， the House of Coun. 
cilors continued to deliber the bill on 
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戸ミューズメント・マシンの製造・販売・賃貸・摘出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サーヒ、ス/ボウリンク前関連機器の販売・サービス

このゲームは、フェンシンゲステージ、剣道ステージ、

ROMENステージの3つのステージがあり、それぞ

れのステージによって会場と服装ガ変化し、 Tステー

ジ勝つ毎にrVICTORYSCO REJガ与えられます。
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オート1¥イで次々にき量定されだコースを突っ走って下さい。

コース」ニ!こは、ドラム缶、敵車などガ次々lこ現われますの

で、エンジンブレーキを上手に利用してかわし、ゲートに

ゴールインする爽快怠オートバイゲームです。

-ゅ ・・・II'liT.". 側、a・m ・'-'.T，T'li'J'
2P ・・・・・・・... ‘'帥.， J事':c..・"下

ツスタートJ の音声と共に、キャンデ

ィを手の平に乗せ(100%手の平に乗る

様な繕造)②のボタンで閉じたり開い

たりしているパックンの口にタイミン

クよくキャンディを入れると、その景

昂ガ下の受口から出て釆ます。

コインを入れると音楽ガ鳴り、 ①のボ

タンを押すと、パッフンの手ガターン

テイブルの面に下ガります。 「ヨーイ

ゲームマシン

C.~jl~孟'>7Jir...

1人から4人まで同時lこプレイすることガでき、お子普賢

!こも手経!と楽しんでいだだけるよう|こ、キャビネットの

高さを低くした新E宣言fです。
従来のクレーンに比べ、.蒙Z主花形を象った明るい色彩で、

2度無毘ガ狙えるダブルチャンス方式のクレーンです。

パギ一章を上手!こ録作し怠ガら、光を目印に陣容物を

避けなガらゴールを目指して下さい。

コースは荒飽、草原、都市、フコイスパーンの4つのコ

ースがあり、大小のうねりに乗り上げると、ジャンブ

したり、一回転したりして、パギーのダイゴミガ昧わ

えます。
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